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特
集
・
今
年
こ
そ
、も
っ
と
良
い
先
生
に
な
り
た
い

すべての子供の学力を保障する

教育

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

東京教育技術研究所

令和元年12月15日発行（毎月1回15日発行）第517号

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

小学1年　算数 「どんなしきになるかな」 手塚美和
小学2年　算数 「はこの形」 谷　和樹
小学3年　算数 「2桁×2桁の筆算」 河田孝文
小学4年　算数 「小数点の移動」 鈴木恭子
小学5年　算数 「立体の性質」 松崎　力
小学6年　算数 「速さ」 木村重夫

小学1年　算数 「どんなしきになるかな」 手塚美和
小学2年　算数 「はこの形」 谷　和樹
小学3年　算数 「2桁×2桁の筆算」 河田孝文
小学4年　算数 「小数点の移動」 鈴木恭子
小学5年　算数 「立体の性質」 松崎　力
小学6年　算数 「速さ」 木村重夫

中学校の授業実践
理科「自由度を高めた『電池』実験」
保健体育「誰もが打つ、走る、
　　　　  ソフトボールの授業」

中学校の授業実践
理科「自由度を高めた『電池』実験」
保健体育「誰もが打つ、走る、
　　　　  ソフトボールの授業」

特集 今年こそ、もっと
良い先生になりたい
今年こそ、もっと
良い先生になりたい

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 安原昭博
プロが教える“教室でできる不登校支援”…… 小柳憲司
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 安原昭博
プロが教える“教室でできる不登校支援”…… 小柳憲司
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目で分かる
板書術・ノート術
カラーで登場！
酒井式絵画指導

教師の技量は学ばなければ伸びない
学び、挑戦することで、良い教師への道が開ける‼

―指導力を確実に伸ばす TOSSの教師修業システム――指導力を確実に伸ばす TOSSの教師修業システム―

4・８・１月号限定
TOSS 授業技量検定 高段者の国算授業

永久
保存版！
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新
し
い
「
あ
か
ね
こ
」
に

　
　バ
ト
ン
タ
ッ
チ
！

2020年
新しいスタートを

新しい“あかねこ”で

＊TOSSランドの
殿堂入りコンテンツ
もこのパスワードで
ご覧いただけます。

今月のトークラインID・パスワード

k h j g a 0
（ケー・エイチ・ジェイ・ジー・エー・ぜろ）

※有効期間：
　2019年12月15日～ 2020年3月14日ID：TL1ID・パスワードなしで見られるお試しページを開設

しました。周囲の方に、ぜひ、ご紹介ください‼

ダウンロードコンテンツも満載！

お試し版もはじめました！

そのほかの内容は p.80 をご覧ください。

谷編集長の濃厚すぎる 5分間
今月は「衝撃が走った伝説の
『立ち会い授業』」

今、ここでしか
見られない動画！

トップページの下
にあるこのバナー
をクリック！

本誌PDFデータも
ダウンロードできます！

36ページの連動企画
では、そのまま使え
る資料をダウンロー
ドできます！

か月の
期間限定公開！
今すぐアクセス！

購読者限定
WEBサービス デジタルトークライン 検索

http://talkline.tos-land.net

とてつもなく大好評！
TOSS教師Q&Aは、伴一孝氏の
「授業理論①」

3

デジタ
ル・トークライン

＜アクセス方法＞
PC・スマホでサイトにアクセス !
トップページのログインを
クリックし、IDとパスワードを
入力してください。
※TOSS-SNSに入会されている方は、
　 SNSからアクセスできます。

五色百人一首
読み上げCD
　3,000円（税込）
１回のご注文につき「五色百人
一首下敷き」をプレゼント！
パスワード：bh3q9q

今月のご紹介教材

⇒ 詳しくは34ページをお読みください。

五色百人一首
　スタートキット　2,000円（税込）
　取り札　　　　　1,000円（税込）
　読み札　　　　　1,000円（税込）
１回のご注文につき「五色百人一首きん
ちゃく袋」をプレゼント！
パスワード：ebmxi2

TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp/
★掲載商品のタイアップ期間は2019年12月15日～2020年3月14日
※パスワードを入力して、３か月間お得に購入できます。

『
教
育

ト
ー
ク
ラ
イ
ン
』

東
京
教
育

技
術
研
究
所 タイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップ企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画

２月号
で紹介！

お申込み先

＆

３月号
で紹介！語呂合わせで、完全マス
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1  2020. 1

生
は
右
手
の
方
が
長
い
ん
だ
よ
」
の
よ
う
に

言
っ
て
み
る
と
、「
嘘う
そ

だ
よ
先
生
！
」
と
、
子

供
た
ち
は
大
盛
り
上
が
り
に
な
り
ま
す
。
シ
ン

プ
ル
で
分
か
り
や
す
く
、
子
供
た
ち
が
す
ぐ
に

指
摘
で
き
る
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
で
す
。

　

次
に
、教
師
と
し
て
大
切
な
の
は
「
統
率
力
」

で
す
。
一
番
駄
目
な
の
は
、「
教
室
全
体
を
ま

と
め
ら
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
新
卒
の

先
生
方
は
、
教
室
が
ざ
わ
ざ
わ
と
し
て
い
て
、

何
か
指
示
を
出
し
て
も
あ
ち
こ
ち
で
別
の
こ
と

を
し
て
い
る
よ
う
な
状
態
に
悩
み
ま
す
。
よ
く

あ
り
が
ち
な
の
が
、
い
ろ
い
ろ
な
言
葉
を
使
っ

て
、
一
つ
一
つ
全
部
説
得
し
よ
う
と
す
る
こ
と

で
す
。「
説
教
型
」
と
も
い
い
ま
す
。
そ
う
す

る
と
、
子
供
た
ち
は
反
発
し
て
し
ま
い
、
教
室

が
ざ
わ
ざ
わ
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

や
ん
ち
ゃ
な
子
供
は
、
正
し
い
こ
と
を
言
い

聞
か
せ
て
も
、
言
う
こ
と
を
聞
き
ま
せ
ん
。
長

く
説
明
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
言
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
指
示

は
、
短
い
言
葉
で
い
い
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
わ
ざ
と
簡
単
な
問
題
を
出
し
て
み

て
、
で
き
た
子
を
大
げ
さ
に
褒
め
る
よ
う
な
こ

と
を
し
て
み
る
と
、
子
供
た
ち
は
集
中
し
て
き

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
フ
ェ
イ
ン
ト
の
よ
う
な
も

の
も
入
れ
て
い
く
と
、
次
第
に
言
う
こ
と
を
き

く
よ
う
に
な
っ
て
く
る
の
で
す
。

　

教
師
の
仕
事
と
し
て
大
切
な
の
は
、
ま
ず

「
授
業
」
で
す
。
そ
れ
か
ら
、「
統
率
力
」
で
す
。

　

教
師
と
し
て
大
切
な
こ
と
は
幾
つ
か
あ
り
ま

す
が
、
ま
ず
は
「
授
業
」
で
す
。
授
業
が
楽
し

く
て
知
的
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
楽
し
い
だ
け

で
は
駄
目
で
す
。
知
的
で
頭
を
使
い
「
賢
く

な
っ
た
」
と
思
わ
せ
る
授
業
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
授
業
の
中
に
ク
イ
ズ
的
要
素

を
取
り
入
れ
る
と
効
果
的
で
す
。
ち
ょ
っ
と
し

た
こ
と
で
い
い
の
で
す
。
例
え
ば
黒
板
に
右
手

と
左
手
を
わ
ざ
と
位
置
を
ず
ら
し
て
置
き
、「
先

　
向
山
先
生
が
教
師
と
し
て
大
切
だ
と
思

う
こ
と
は
何
で
す
か
。

　

こ
れ
ま
で
、
教
師
に
な
っ
た
わ
け
や
サ
ー
ク

ル
を
つ
く
る
理
由
な
ど
、
向
山
先
生
の
歴
史
を

お
聞
き
し
て
き
ま
し
た
。
で
は
、
向
山
先
生
が

教
師
と
し
て
大
切
だ
と
思
う
こ
と
は
何
で
す
か
。

教師として大切なこと

向山洋一に聞く　　教育　 ＆
第５回

回答：向
むこう

山
やま

 洋
よう

一
いち

質問：師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ

（TOSS代表）

（TOSS中央事務局）



12「授業の導入をどうするか」が、
授業の腕を上げる第一歩である 堂前直人

13 紙（指導案）を見ないで
授業ができる 久野　歩

14 子供が熱中するものには原則がある
「変化のある繰り返し」 田丸義明

15 日々の授業が劇的に変わるＤ表検定
 平山　靖

16 ロジカルな指導案を作成する方法
 松崎　力

17 論理的でオリジナルな単元を成立させる
基礎研究２つの視点 木村重夫

18 これからの日本を創るための重要な力
 小野隆行

38
算数

どの子もできるようになる
算数の授業
 手塚美和

40
算数

楽しい活動を効率的に進める

 谷　和樹

42
算数

3年生の難関単元
「2桁×2桁の筆算」は、補助計算と
かいだんで攻略する
 河田孝文

44
算数

小数点の移動を視覚化する

 鈴木恭子

46
算数

立体の性質を実感させる

 松崎　力

48
算数

教師の言葉が減っていき、
子供が活躍するようになる
向山型算数
 木村重夫

32 「ＴＯＳＳメモ」で中心人物を分析する
 太田政男
クラス全員が熱中するこの教材！

34 定番教材「五色百人一首」（東京教育技術研究所）
 水本和希

35 主体的な学びにつながる
「都道府県フラッシュカード」（正進社） 田中健太

35 事前準備ゼロ！　配って読むだけで
授業が成立するテキスト 西尾　豊

36 教えて褒めるが教師の仕事
 高杉祐之

60 書字障害への効果的対応を学ぶ
 手塚美和

61 「スクラッチJr.」でプログラミング体験
 塩谷直大

62 パイナップルの地図記号は「畑」か「果樹園」か？
 篠崎栄太

63 向山洋一氏の生活指導論と生活綴り方
 板倉弘幸

64 授業のベーシックスキル６
「授業での対応・応答」� 谷　和樹

65 その場で授業の「代案」をやってみせる
 伴　一孝

66 委嘱研究発表会にＴＯＳＳの主張を
ビルトインする 長谷川博之

67 教育的な赤鉛筆の闘いをしていますか？
 門間政博

68 崩れゆく完全犯罪２
 松崎　力

69 担任を馬鹿にする子供への対処法
 Ⓐ 小野隆行

70 師尾喜代子
71 向山恵理子
72 美崎眞弓

73 特別連載  脳科学と教育　第十回
「学びに向かう力」と「非認知能力」
 髙橋史朗

78 地域と学校をつなぐ社会貢献教育　教育コミュニティ
全国で展開する自立学習教室

「ＴＯＳＳ Ｋｉｄｓ Ｓｃｈｏｏｌ」 稲田好子

56 教室から出て外で過ごしてしまう子への対応
 安原昭博

57 保護者との支援会議における問題行動の共有①
 小嶋悠紀

58 長文の読み取りの困難性と対応
 小野隆行

59 不登校の年齢による違い②
小学校高学年～中学生の不登校 小柳憲司

37 教育委員会の議事録で自分の名前が
公開された場合 Ⓐ 中井　光

50 理科 ４年「物のあたたまり方」の基礎・基本
 髙木順一

51 理科 ４年「物のあたたまり方」の主体的・
対話的で深い学び  髙木順一

52 道徳 「国際理解・国際親善」の資料で、
寛容さを育てる 堀田和秀

53 英語 最終単元は「答え方７」で
ディベートを！ 苅谷尚久

54 理科 自由度を高めた「電池」実験
 上田浩人

55 保健
体育

誰もが打つ、走る、ソフトボールの授業
 岡　拓真

26 特別連載
新時代の学校物語 22
新学習指導要領実施の年 向山行雄

28 オピニオン
今、教育界で起こっていること
ＳＤＧｓの授業プラン（その５）
 谷　和樹

30 向山洋一が教育界に
創ってきたもの
言葉の限界が仕事の限界である
 吉永順一

19 授業技量検定初受検は
「誰でも・どこでも」可能 鈴木良幸

20 分析批評Ｂ型は、
作品全体を分析する  林　健広

21「長さくらべ」から学んだ
教材研究をする際に大切なこと 岩田史朗

22 社会　教科書の「知識分析」が
単元計画の出発点 川原雅樹

23「マイクロビット」を活用した
STEAM教育の可能性 許　鍾萬

24 吉永順一氏の先行研究を
指標として考える 原田朋哉

25「計算ドリル」をびりびりと
破り捨てたＡ君 岩永将大

1 No.517CONTENTS 表紙：信吉 デジタル連動

今年こそ、
もっと良い先生になりたい
￤指導力を確実に伸ばすTOSSの教師修業システム￤

10

 1 向山洋一に聞く　教育Q&A　第５回
教師として大切なこと
 A　向山洋一

 4 子供が変わる！　授業が変わる！
超凄腕　板書術・ノート術
向山型算数の評定は
三種類である  林　健広

 6 大成功の絵画工作授業
難度の高い「建造物」を
どう表現させるか  酒井臣吾

 8 教師の微差力
ラミネートの角は
丸く切っておく 久野　歩

特別支援教育　専門家の視点＆全国で大人気
小嶋・小野二人の“特別支援教育の指導システム”

教師必読！ トラブルに巻き込まれないための予備知識

授業が激変！　TOSS指導法最前線

新しい時代の教育課題

授業技量向上の法則

75 ◆ TOSS 最新セミナー情報　手塚美和　
◆ 全国のTOSSサークル紹介　藤橋　研／青木翔平

76 ◆ 向山・谷日記　向山洋一／谷　和樹
80 ◆ 今月のデジタル・トークライン／次号予告／編集後記①本誌の内容の全部または一部を無断でインターネット等で転載することを禁じます。

②向山著作をはじ めとするTOSS関連論文を追試、その他の名目でインターネット上で
公開することも禁じます。③授業または研究等で必要な場合は、TOSS代表向山洋一ま
でご連絡下さい。④著作権法を無視し続けた場合には、法的措置を取らせて戴きます。

警
告

2020
月号

人気女性ライター
トークライン
だけの裏話

道標：教師としての高みを目指して

１
年

６
年

２
年

３
年

４
年

５
年

写真で解説！　一目で分かる指導のコツ

[国算]　４・８・１月号特別企画！  あの高段者の国語・算数授業

「基礎・基本の授業例」と
「主体的・対話的で深い学びの授業例」

新学習指導要領対応　道徳・英語の授業実践

中学校の授業実践

デジタル・トークライン　http://talkline.tos-land.net
大好評の「お悩み解決!　谷編集長の5min.アンサー」。今月のテーマは「衝撃が走った伝説の『立ち会い授業』」です。
その他、必見・必聴の動画や画像、音声を本誌読者に限定公開中!　本誌連動の画像も満載です。

特集



子供が変わる！　
授業が変わる！

超
凄
腕

板書術 ノート術・
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で解説！　一目で分かる指導のコツ写真

林は
や
し 

健た
け

広ひ
ろ

山
口
県
下
関
市
立
小
月
小
学
校

　

向
山
型
算
数
に
は
、
三
つ
の
評
定
が
あ
る

評
定
⑴　

〇
╳
型

　

〇
╳
型
で
大
事
な
こ
と
は
、
子
供
に
列
を
作

ら
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
原
則
だ
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
、
①
一
問
だ
け
評
定
す
る　

②
説
明
し
な
い　

で
あ
る
。

評
定
⑵　
「
一
〇
〇
点
」
型

　

向
山
洋
一
氏
の
わ
り
算
の
授
業
音
声
で
あ
る
。

「
百
二
十
枚
の
色
紙
を
一
人
に
三
十
枚
ず
つ
分

け
ま
す
。
色
紙
は
何
人
に
分
け
ら
れ
ま
す
か
」

の
問
題
。
向
山
氏
は
、
子
供
た
ち
に
言
う
。

「
答
え
が
知
り
た
い
の
で
は
な
い
。
あ
な
た
方

は
ど
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
答
え
を
出
し
た
の

か
、
頭
の
中
が
知
り
た
い
の
で
す
」

「
先
生
は
一
〇
〇
点
だ
と
か
五
〇
点
だ
と
か
点

数
を
付
け
ま
す
」

　

こ
こ
か
ら
三
つ
の
ス
テ
ッ
プ
が
始
ま
る
。

ス
テ
ッ
プ
１　

完
全
に
手
放
し
で
考
え
さ
せ
る

　

子
供
た
ち
が
ノ
ー
ト
を
持
っ
て
来
る
。

「
こ
れ
は
一
五
点
ぐ
ら
い
で
す
ね
」

「
こ
れ
は
二
〇
点
ぐ
ら
い
で
す
ね
」

「
合
っ
て
る
ん
だ
よ
。
間
違
っ
て
な
い
よ
。
先

生
が
言
う
の
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
た
の
か
向

山
先
生
に
分
か
る
よ
う
に
書
い
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
と
い
う
こ
と
な
ん
だ
よ
」

「
二
〇
点
、
進
歩
し
た
」

　

ほ
ぼ
完
全
に
手
放
し
で
あ
る
。
ア
ド
バ
イ
ス

は
な
い
。
評
定
の
点
数
は
低
い
。
し
か
し
、
い

や
、
だ
か
ら
こ
そ
、
子
供
た
ち
は
、
熱
中
度
が

高
ま
っ
て
い
る
。
向
山
氏
は
更
に
演
出
す
る
。

「
今
の
と
こ
ろ
最
高
点
二
〇
点
」

　

最
高
点
を
出
す
こ
と
で
、
更
に
熱
中
度
は
増

す
。ス

テ
ッ
プ
２　

評
定
基
準
を
示
す

　

子
供
た
ち
は
、更
に
ノ
ー
ト
を
持
っ
て
来
る
。

何
度
も
持
っ
て
来
て
い
る
。

向
山
型
算
数
の
評
定
は
三
種
類
で
あ
る

算
数
の
説
明
問
題
は
、
Ａ
型
の
評
定
が
盛
り
上
が
る
。

「
こ
れ
に
計
算
が
加
わ
っ
た
。
三
五
点
」

「
先
生
は
こ
ち
ら
の
方
が
分
か
る
。
五
〇
点
」

「
五
〇
点
の
人
は
絵
で
持
っ
て
来
ま
し
た
」

　

完
全
に
手
放
し
で
は
な
く
な
っ
て
く
る
。
評

定
の
基
準
を
示
し
て
い
る
。
計
算
を
加
え
れ
ば

点
数
が
高
く
な
る
。
絵
を
加
え
れ
ば
点
数
が
高

く
な
る
。
十
分
後
に
は
、「
計
算
だ
け
書
い
て

い
る
の
は
一
五
点
ぐ
ら
い
。
式
と
計
算
が
書
い

て
い
る
の
は
二
〇
点
。
計
算
が
工
夫
し
て
あ
る

の
は
、
三
〇
点
か
ら
三
五
点
」
と
向
山
氏
は
言

う
。
大
事
な
こ
と
は
、
い
き
な
り
評
定
基
準
を

示
す
の
で
は
な
い
こ
と
だ
。
子
供
た
ち
の
良
い

考
え
を
取
り
上
げ
る
。
そ
の
上
で
、
評
定
基
準

を
示
す
の
だ
。
褒
め
ら
れ
た
子
は
、
う
れ
し
さ

が
倍
増
す
る
。

ス
テ
ッ
プ
３　

黒
板
に
書
か
せ
る

　

良
い
点
数
は
黒
板
に
書
か
せ
る
。

「
こ
れ
と
っ
て
も
良
い
で
す
よ
。
文
句
の
付
け

よ
う
が
な
い
。
六
〇
点
。
こ
れ
書
い
て
も
ら
お

う
か
な
」
と
進
め
て
い
く
。

評
定
⑶　
「
Ａ
」
型

「
一
〇
〇
点
」
型
と
「
Ａ
」
型
に
は
、
明
確
な

違
い
が
あ
る
。
間
違
い
が
な
い
、
ど
ん
な
や
り

方
で
も
良
い
と
き
は
「
Ａ
」
型
を
使
う
。

　

上
の
写
真
も
、「
Ａ
」
型
で
あ
る
。

「
公
式
ま
で
書
い
て
あ
る
！　

Ａ
！
」

「
図
に
矢
印
を
書
き
込
ん
だ
の
か
ぁ
、
Ａ
！
」

「
図
が
い
い
な
ぁ
。
色
を
分
け
た
の
か
！　

Ａ
！
」

　

と
褒
め
て
い
く
。
褒
め
れ
ば
褒
め
る
ほ
ど
、

授
業
は
盛
り
上
が
る
。
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酒さ
か

井い 

臣し
ん

吾ご

酒
井
式
描
画
指
導
法

で解説！　一目で分かる指導のコツ写真
絵画工作授業大成功の絵画工作授業

　

三
枚
と
も
に
主
役
は
歩
道
橋
で
あ
る
。

　

主
役
を
し
っ
か
り
と
目
立
た
せ
て
テ
ー
マ
を

明
確
に
主
張
し
て
ほ
し
い
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
主
役
の
形
を
し
っ
か

り
と
描
写
す
る
こ
と
。
次
に
本
物
の
色
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
目
立
つ
色
を
選
択
す
る
こ

と
。そ
し
て
陰
の
部
分
は
思
い
切
り
よ
く
、く
っ

き
り
と
暗
く
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

主
役
の
周
囲
は
、
こ
こ
に
掲
げ
た
作
品
の
よ

う
に
暗
く
し
、
主
役
を
引
き
立
て
る
こ
と
。

　

五
、
六
年
生
向
き
。
力
の
付
い
て
き
た
六
年

生
の
卒
業
制
作
な
ど
に
は
最
適
で
あ
る
。

　

現
場
で
描
く
の
が
望
ま
し
い
が
、
危
険
も
あ

る
の
で
写
真
を
撮
っ
て
お
き
、
そ
れ
を
Ａ
の
よ

う
に
下
絵
に
す
る
。
写
真
を
ト
レ
ー
ス
し
て
も

よ
い
が
、
で
き
れ
ば
模
写
を
す
る
方
が
よ
い
。

　

現
実
の
色
に
と
ら
わ
れ
ず
に
明
る
く
派
手
な

色
彩
で
く
っ
き
り
と
彩
色
す
る
こ
と
。

　

常
に
、
こ
の
歩
道
橋
が
主
役
で
あ
る
こ
と
を

意
識
さ
せ
る
よ
う
に
指
導
を
進
め
て
ほ
し
い
。

中
で
も
階
段
と
手
す
り
は
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　

し
っ
か
り
と
観
察
さ
せ
よ
う
。

　

Ｄ
は
、
道
の
中
央
近
く
か
ら
撮
っ
た
写
真
を

基
に
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
家
並
は
子
供

た
ち
に
と
っ
て
大
変
な
苦
労
を
強
い
る
こ
と
に

な
る
。
し
か
し
、
子
供
た
ち
は
意
外
に
そ
の
難

し
さ
を
好
む
。
難
し
さ
に
た
く
ま
し
く
挑
戦
す

る
そ
の
姿
勢
を
し
っ
か
り
と
褒
め
続
け
よ
う
。

　

一
本
の
線
に
し
か
見
え
な
い
部
分
も
、
よ
く
見

る
と
二
本
で
あ
っ
た
り
三
本
で
あ
っ
た
り
す
る
。

　

根
気
よ
く
描
き
込
む
よ
う
励
ま
し
続
け
よ
う
。

　

Ｅ
・
Ｆ
・
Ｇ
は
全
て
階
段
に
向
か
っ
た
構
図

で
あ
る
。
こ
の
構
図
は
大
変
描
写
が
難
し
い
が
、

最
も
や
り
が
い
の
あ
る
構
図
で
も
あ
る
。

難
度
の
高
い
「
建
造
物
」
を
ど
う
表
現
さ
せ
る
か

画
面
の
中
の
主
役
を
生
か
す
こ
と
で
、
す
て
き
な
絵
が
完
成
す
る
。

　
初
心
者
の
た
め
の

　
　
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

　

A
も
B
も
窓
で
あ
る
。
子
供
は
ほ
と
ん
ど

A
の
よ
う
に
描
く
。
A
の
よ
う
に
見
え
る
か

ら
で
あ
る
。

　

私
は
よ
く
「
角
を
よ
く
見
て
ご
ら
ん
」

と
角
を
観
察
さ
せ
て
か
ら
、
角
の
部
分
を

描
い
て
み
せ
る
。
そ
し
て
同
じ
よ
う
に
描

か
せ
て
み
る
。

　

こ
の
と
き
の
子
供
た
ち
の
反
応
は
す
こ

ぶ
る
よ
い
。

「
な
る
ほ
ど
‼
」
明
る
い
笑
顔
だ
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
一
発
で
立
体
的
表
現

は
完
成
し
な
い
。
し
か
し
、
建
造
物
を
見

る
目
が
一
歩
深
ま
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

１．空を着色する。雲があると歩道橋の水平線が引き立つ。
２．橋の周囲のものは鉛筆で下描きし、ペンで描く。
３．着色は、薄く二度、三度と重色して完成させる。

　橋げたの下の部分の黒は、黒ではなく何度も重色した結果
である。まず朱色で塗っておき、それが乾いてから二度、三
度と青や藍色で重色する。
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微
差
力

の教 師写真 で解説！　一目で分かる指導のコツ

イラスト：井手本 美紀

ラ
ミ
ネ
ー
ト
の
角
は
丸
く
切
っ
て
お
く

教
師
が
細
部
に
わ
た
っ
て
注
意
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
子
供
た
ち
や

保
護
者
の
安
全
に
関
す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

久く

野の 

歩あ
ゆ
む

東
京
都
目
黒
区
立
五
本
木
小
学
校

１ 

対
象
学
年
・
準
備
物

　

全
学
年
・
は
さ
み

２ 

ア
イ
デ
ア
の
ね
ら
い

　

様
々
な
掲
示
物
に
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
を
す
る

と
、
便
利
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。 

　

し
か
し
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
し
た
シ
ー
ト
を
そ
の

ま
ま
活
用
で
き
れ
ば
い
い
の
だ
が
、
切
ら
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
き
が
あ
る
。
例
え
ば
、
習
字

の
と
き
に
使
う
名
札
な
ど
が
そ
う
だ
。

　

ラ
ミ
ネ
ー
ト
し
た
も
の
を
は
さ
み
な
ど
で
切

る
と
、
子
供
た
ち
が
切
っ
た
角
で
け
が
を
し
や

す
く
な
る
。

　

そ
こ
で
ラ
ミ
ネ
ー
ト
し
た
も
の
の
角
は
、
は

さ
み
で
教
師
が
丸
く
切
っ
て
お
く
よ
う
に
す

る
。

　

一
手
間
掛
か
る
が
、
安
全
管
理
に
は
欠
か
せ

な
い
配
慮
と
言
え
る
。

３ 

ポ
イ
ン
ト

　

ラ
ミ
ネ
ー
ト
し
た
も
の
を
子
供
た
ち
に
配
付

し
た
り
、
使
用
さ
せ
た
り
す
る
場
合
に
は
、
必

ず
角
を
丸
く
し
て
お
く
よ
う
に
す
る
。

　

こ
れ
を
行
っ
て
い
な
い
と
、
顔
や
目
を
切
っ

て
し
ま
う
な
ど
、
大
変
な
こ
と
に
な
り
か
ね

な
い
。

４ 

実
践
前

　

子
供
た
ち
は
、
教
師
の
予
想
を
超
え
て
ど
ん

な
け
が
を
す
る
の
か
分
か
ら
な
い
も
の
だ
。

　

例
え
ば
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
し
た
も
の
を
振

り
回
し
て
、
友
達
に
け
が
を
さ
せ
た
り
、
擦
っ

て
手
を
切
っ
た
り
す
る
な
ど
、
様
々
な
状
況
が

考
え
ら
れ
る
。

　

か
す
り
傷
ほ
ど
で
は
済
ま
な
い
事
態
に
も
な

り
か
ね
な
い
。

５ 

実
践
後

　

角
を
丸
く
し
て
お
く
と
、
と
が
っ
た
角
で
、

思
わ
ぬ
け
が
を
さ
せ
て
し
ま
う
の
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
。

　

ま
た
、
教
師
が
細
部
に
わ
た
っ
て
注
意
し
て

い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
供
た
ち
や
保
護
者
に

も
安
全
に
関
し
て
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
も
で

き
る
。 

　

万
全
な
対
策
を
し
て
お
く
と
よ
い
。

６ 

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
ア
ド
バ
イ
ス

　

は
さ
み
で
は
な
く
、
爪
切
り
を
使
用
す
る
方

法
も
あ
る
が
、
は
さ
み
の
方
が
よ
り
滑
ら
か
に

切
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
の
尖
っ
た
角
を
丸
く
切

る
た
め
の
コ
ー
ナ
ー
カ
ッ
タ
ー
「
か
ど
ま
る
」 ※

と
い
う
専
用
の
文
房
具
も
あ
る
。

実践前

実践後

※ 

サ
ン
ス
タ
ー
文
具
株
式
会
社
の
商
品
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１

　

教
員
採
用
試
験
の
倍
率
が
下
が
っ
て
い
ま
す
。

　

二
倍
程
度
の
教
育
委
員
会
も
出
て
き
ま
し
た
。

あ
く
ま
で
も
公
式
発
表
の
数
字
で
す
。
各
地
で

産
休
代
替
の
先
生
が
足
り
な
い
な
ど
の
問
題
が

頻
発
し
て
い
ま
す
。
非
常
勤
と
し
て
採
用
さ
れ

る
人
も
考
慮
す
る
と
、
実
質
は
二
倍
以
下
だ
ろ

う
⋮
⋮
。
そ
ん
な
声
も
聞
き
ま
し
た
。

「
教
師
に
な
り
た
い
人
は
み
ん
な
な
れ
る
」

と
い
っ
て
大
げ
さ
で
は
な
い
状
況
で
す
。

　

次
の
よ
う
な
若
い
先
生
が
実
際
に
い
る
と
い

い
ま
す
。

①
休
み
時
間
に
全
く
子
供
と
遊
ば
な
い
。

②
授
業
が
崩
壊
し
て
い
る
。
子
供
た
ち
が

全
く
聞
い
て
い
な
い
。
そ
れ
な
の
に
、

何
も
気
に
し
て
い
な
い
。

③
小
学
校
の
算
数
の
教
科
書
に
載
っ
て
い

る
問
題
が
解
け
な
い
（
基
本
的
な
学
力

が
な
い
）。

　

教
師
と
い
う
の
は
、

「
子
供
た
ち
の
人
生
そ
の
も
の
を
変
え
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
る
」

　

そ
れ
ほ
ど
の
影
響
力
を
も
っ
た
存
在
で
す
。

そ
し
て
、
本
当
に
や
り
が
い
の
あ
る
、
す
ば
ら

し
い
仕
事
で
す
。

　

前
述
の
よ
う
な
風
評
を
吹
き
飛
ば
し
、
若
い

先
生
に
は
ぜ
ひ
力
を
付
け
て
ほ
し
い
で
す
。
そ

し
て
、良
い
先
生
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

２

　

教
師
に
な
っ
た
だ
け
で
は
、
良
い
授
業
は
で

き
ま
せ
ん
。
大
学
の
教
職
課
程
で
学
ん
で
き
た

こ
と
は
、
残
念
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
何
一
つ
役

に
立
ち
ま
せ
ん
。

　

授
業
の
腕
を
上
げ
、
実
際
に
子
供
た
ち
に
力

を
付
け
、
子
供
た
ち
や
保
護
者
か
ら
感
謝
の
声

を
い
た
だ
く
よ
う
に
な
る
に
は
、
や
は
り
そ
れ

相
応
の
努
力
・
修
業
の
日
々
が
必
要
で
す
。

　

第
一
に
「
授
業
で
子
供
た
ち
を
熱
中
さ
せ
る

技
能
」
が
必
要
で
す
。「
技
能
」
な
の
で
、
本

を
読
ん
で
も
、Y

ouT
ube

を
見
て
も
、
身
に

付
き
ま
せ
ん
。
ち
ょ
っ
と
し
た
表
情
、
目
線
、

体
の
動
き
、
発
問
・
指
示
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
不

規
則
発
言
へ
の
対
応
・
応
答
と
い
っ
た
、
い
わ

ば
「
目
に
見
え
な
い
力
」
の
総
合
力
な
の
で
す
。

　

こ
れ
を
で
き
る
だ
け
早
く
、
確
実
に
身
に
付

け
る
た
め
に
は
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
」

が
最
も
優
れ
た
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
で
は
、「
教
師
の

技
量
」
の
目
安
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
五
千
名
に
近
い
先
生
方
が
認
定
さ
れ
、

腕
を
磨
い
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
検
す
る
こ
と
で
腕
を
上
げ
、
全
国

的
な
活
躍
を
し
て
い
る
若
手
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
の

先
生
方
に
、
そ
の
良
さ
や
効
果
、
受
検
の
コ
ツ

な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

次
の
四
項
目
で
す
。

１
︿
入
門
編
﹀
Ｅ
表
・
Ｆ
表　

こ
の
技
能

を
学
ん
だ
だ
け
で
授
業
が
変
わ
る

２
︿
初
級
﹀
Ｄ
表
を
突
破　

子
供
た
ち
が

劇
的
に
熱
中
す
る
授
業
力

３
︿
中
級
﹀
Ｃ
表
で
必
要
な
力　

論
理
的

な
単
元
構
成
能
力
を
身
に
付
け
よ
う

４
︿
上
級
﹀
Ｂ
表
・
Ａ
表
と
は
ど
の
よ
う

な
力
な
の
か

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
を
ま
だ
受
検
し
た

こ
と
が
な
い
方
の
た
め
の
「
受
検
ガ
イ
ド
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
も
載
せ
ま
し
た
。

３

「
教
科
の
教
材
研
究
」
や
「
子
供
た
ち
の
実
態
」

を
と
ら
え
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

教
材
研
究
の
例
と
し
て
、
次
の
四
つ
の
テ
ー

マ
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

⑴
国
語
：
分
析
批
評
「
Ｂ
型
」
で
一
単
元

を
構
成
す
る

⑵
算
数
：「
向
山
型
算
数
以
前
の
向
山
の
算

数
」
か
ら
学
ぶ
知
の
世
界

⑶
社
会
：
教
科
書
の
「
知
識
分
析
」
が
単

元
計
画
の
出
発
点

⑷
理
科
：
最
先
端
、
日
本
の
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

教
育
を
進
め
る
た
め
の
初
め
の
第
一
歩

　

ま
た
、
実
態
を
と
ら
え
る
た
め
に
は
「
根
拠

を
も
っ
て
数
値
的
に
と
ら
え
る
」
こ
と
が
そ
の

出
発
点
で
す
。

　

教
師
の
指
導
で
、
子
供
た
ち
に
ど
ん
な
力
が

付
い
た
の
か
。
授
業
前
と
授
業
後
で
ど
う
変
化

し
た
の
か
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
明
確
に
な
ら

な
け
れ
ば
プ
ロ
の
指
導
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

（
本
誌
編
集
長　

谷 

和
樹
）

◆ TOSS授業技量検定で子供熱中の授業力を付ける
 ＜入門編＞Ｅ表・Ｆ表　この技能を学んだだけで授業が変わる
 ＜初級＞Ｄ表を突破　子供たちが劇的に熱中する授業力
 ＜中級＞Ｃ表で必要な力　論理的な単元構成能力を身に付けよう
 ＜上級＞Ｂ表・Ａ表とはどのような力なのか
 TOSS授業技量検定　受検ガイドマニュアル
◆ 教材研究の方法～教材解釈がもたらす授業の深み～
 国語　分析批評「Ｂ型」で一単元を構成する
 算数　「向山型算数以前の向山の算数」から
 　　　学ぶ知の世界
 社会　教科書の「知識分析」が単元計画の
 　　　出発点
 理科　最先端、日本のSTEAM教育を進める
 　　　ための初めの第一歩
◆ 子供の事実から出発する
 子供たちの実態を根拠をもって数値的に捉える
 ～国語編～
 ～算数編～

イラスト：渡邊 瑞穂

良 い
今年
こそ、 先生先生先生先生先生先生先生先生先生先生先生先生先生先生先生先生先生先生先生先生先生先生先生先生先生先生先生先生先生先生先生先生先生先生先生先生先生先生先生先生先生先生先生先生先生先生先生先生先生先生先生に

なりたい
ー指導力を確実に伸ばすTOSSの教師修業システムー

2020年

１月号
特集もっと

TOSS授業技量検定
は、Ａ～Ｆ表の各評
価項目に沿って採点
し、合計得点によっ
て認定級（段）が決
まります。
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「
起
立
、
礼
、
お
願
い
し
ま
す
」

「
こ
の
間
は
、
～
ま
で
や
っ
た
よ
ね
」

「
今
日
は
、
～
の
勉
強
を
し
ま
す
」

　

こ
の
よ
う
な
入
り
を
何
度
も
目
に
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　

こ
の
場
面
に
お
け
る
、
授
業
最
初
の
作
業
指
示
は
、「
起

立
」
で
あ
る
。

　

こ
の
指
示
は
、
形
式
的
で
あ
り
、
工
夫
が
な
い
。

　

更
に
言
う
な
ら
ば
、
こ
の
作
業
指
示
は
、
学
習
に
直
結

し
な
い
。
つ
ま
り
、
あ
っ
て
も
、
な
く
て
も
、
同
じ
で
あ

る
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
で
は
、「
授
業
最
初
の
作
業

指
示
」
を
評
価
項
目
に
掲
げ
て
い
る
。

「
授
業
の
導
入
を
、
子
供
た
ち
が
一
気
に
集
中
す
る

よ
う
に
工
夫
し
よ
う
」
と
い
う
こ
と
を
提
案
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
授
業
最
初
の
作
業
指
示
で
は
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
意
識
す
れ
ば
い
い
の
か
。

１　

一
気
に
全
員
を
巻
き
込
む
。

２　

誰
で
も
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。

３　

笑
顔
で
し
っ
か
り
声
を
通
す
。

　

ま
ず
は
こ
の
こ
と
を
意
識
し
た
い
。

　

も
し
、
音
読
を
さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、「
ま
ず
は
音
読

を
し
ま
す
。
教
科
書
を
出
し
ま
し
ょ
う
」
の
よ
う
に
は
行

わ
な
い
。

「
全
員
起
立
、
教
科
書
五
ペ
ー
ジ
、
一
回
読
ん
だ
ら
座
り

ま
す
」
の
よ
う
に
一
気
に
活
動
さ
せ
る
。

　

算
数
の
わ
り
算
を
学
習
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、「
３

の
段
、
言
い
ま
し
ょ
う
。
さ
ん
は
い
」
の
よ
う
に
復
習
か

ら
始
め
る
。

　

こ
う
や
っ
て
行
う
と
、
つ
い
て
こ
ら
れ
な
い
子
が
生
ま

れ
て
し
ま
う
よ
う
に
思
え
る
。

　

し
か
し
、
全
体
が
活
動
し
て
い
る
の
で
、
実
際
は
個
別

対
応
に
入
り
や
す
く
な
る
。

　

内
容
は
も
ち
ろ
ん
、
声
や
笑
顔
も
意
識
す
る
と
い
い
。

声
や
表
情
も
、
授
業
に
引
き
込
む
た
め
の
重
要
な
要
素
で

あ
る
。

　

ほ
か
に
も
、「
ど
こ
を
向
い
て
言
葉
を
発
す
る
か
」、「
作

業
さ
せ
た
後
、
褒
め
て
い
る
か
」、「
短
く
分
か
り
や
す
い

言
葉
を
使
っ
て
い
る
か
」
な
ど
も
大
切
で
あ
る
。

　

た
か
が
授
業
開
始
の
十
五
秒
程
度
の
こ
と
で
あ
る
が
、

意
識
す
べ
き
点
は
山
ほ
ど
あ
る
。

　

意
識
し
て
授
業
の
最
初
を
磨
く
こ
と
で
、
結
果
と
し
て

授
業
全
体
も
磨
か
れ
て
い
く
。

「
紙
を
見
な
い
で
授
業
が
で
き
る
」

　

こ
れ
は
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
の
Ｆ
表
（
35
級
～
39

級
）
項
目
の
一
つ
だ
。
各
地
域
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た

と
き
に
、
様
々
な
模
擬
授
業
を
見
る
機
会
が
あ
る
。
そ
の

際
に
指
導
案
を
見
な
が
ら
授
業
を
す
る
先
生
を
、
過
去
一

度
も
見
た
こ
と
が
な
い
。

　

一
方
、
学
校
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
研
究
授
業
な
ど
を

見
る
と
、
指
導
案
を
確
認
し
な
が
ら
授
業
を
し
た
り
、
指

導
案
を
挟
ん
だ
バ
イ
ン
ダ
ー
を
持
ち
な
が
ら
授
業
を
し
た

り
す
る
先
生
に
出
会
う
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
指
導
案
と

は
別
に
授
業
の
台
本
を
作
成
し
、
台
本
を
見
な
が
ら
台
詞

ど
お
り
に
授
業
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
先
生
も
い
た
。

　

初
任
の
教
師
な
ら
微
笑
ま
し
い
光
景
だ
が
、
経
験
を
重

ね
た
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
で
あ
っ
た
り
、
各
地
域
で
そ
れ
な

り
に
研
究
授
業
を
重
ね
て
い
る
先
生
で
あ
っ
た
り
も
す
る
。

　

指
導
案
を
見
な
が
ら
授
業
を
す
れ
ば
、「
子
供
た
ち
の

様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
」「
声
が
通
ら
な
い
」「
リ

ズ
ム
や
テ
ン
ポ
が
悪
く
な
る
」
な
ど
、
様
々
な
弊
害
が
出

て
く
る
。
逆
に
指
導
案
を
見
な
い
で
授
業
を
す
れ
ば
、「
子

供
に
安
心
感
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
」「
教
師
に
見
ら

れ
て
い
る
と
い
う
緊
張
感
を
子
供
に
も
た
せ
る
こ
と
が
で

き
る
」「
子
供
の
表
情
か
ら
様
々
な
こ
と
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
」
な
ど
、
様
々
な
教
育
的
価
値
を
生
み
出
す

こ
と
が
で
き
る
。

　

で
は
、
紙
を
見
な
い
で
授
業
を
す
る
た
め
に
は
、
ど
ん

な
こ
と
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
。

「
サ
ー
ク
ル
で
模
擬
授
業
を
す
る
」「
授
業
技
量
検
定
を

受
検
す
る
」
な
ど
、
自
分
に
合
っ
た
方
法
が
必
ず
あ
る
は

ず
で
あ
る
。

　

私
が
お
勧
め
す
る
の
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
Ｆ
表
項
目
を
意

識
し
て
授
業
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

初
期
の
段
階
で
三
つ
の
項
目
を
一
時
間
の
授
業
で
意
識

す
る
の
が
難
し
け
れ
ば
、
意
識
す
る
項
目
を
一
つ
に
絞
れ

ば
い
い
。
ま
た
、
一
時
間
目
は
「
子
供
の
前
で
自
然
に
歩

け
る
」、二
時
間
目
は
「
声
が
自
然
に
出
て
い
る
」
と
い
っ

た
よ
う
に
、
時
間
ご
と
に
区
切
っ
て
も
構
わ
な
い
。

　

し
か
し
、
ど
の
時
間
に
も
共
通
し
て
意
識
し
た
い
の
が

「
紙
を
見
な
い
で
授
業
が
で
き
る
」
と
い
う
項
目
だ
。

　

実
際
に
行
っ
て
み
る
と
分
か
る
が
、「
紙
を
見
な
い
で

授
業
が
で
き
る
」
と
い
う
の
は
難
し
い
技
量
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
紙
を
見
な
い
で
授
業
を
す
る
に
は
、
事
前
に
授

業
の
組
み
立
て
を
考
え
た
り
、
発
問
や
指
示
を
具
体
的
に

し
た
り
す
る
な
ど
、
準
備
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
か
ら
で

あ
る
。
つ
ま
り
、「
紙
を
見
な
い
で
授
業
が
で
き
る
」
と

い
う
項
目
を
毎
日
意
識
し
て
授
業
を
し
た
り
、
授
業
の
準

備
を
し
た
り
す
れ
ば
、
必
然
的
に
授
業
に
関
す
る
力
を
総

合
的
に
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

愛知県名古屋市立宮根小学校東京都目黒区立五本木小学校 堂
どう

前
まえ

 直
なお

人
と

久
く

野
の

 歩
あゆむ

Ｅ表・Ｆ表　この技能を学んだだけで授業が変わる Ｅ表・Ｆ表　この技能を学んだだけで授業が変わる

紙（指導案）を見ないで授業ができる
「紙を見ないで授業ができる」という項目を
毎日意識して授業をしたり、授業の準備をしたり
することで、授業に関する力を総合的に伸ばすことができる。

「授業の導入をどうするか」が、
授業の腕を上げる第一歩である
授業最初の作業指示に悩み、自分なりに工夫していく。
子供たちの反応が、その良しあしを教えてくれる。
授業の導入の検討は、楽しい授業、分かる授業を追究していくための
「基本のキ」となる。

入門編 入門編
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全
員
が
で
き
る
指
示
だ
っ
た
の
か
？

　

Ｄ
表
検
定
の
評
価
項
目
で
あ
る
「
授
業
の
始
ま
り
十
五

秒
の
つ
か
み
」
に
つ
い
て
、
私
は
右
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト

を
受
け
た
。
さ
ら
に
、「
教
科
書
を
出
し
て
い
な
い
子
が

い
る
の
に
授
業
を
進
め
て
い
な
い
か
？
」「
本
当
に
全
員

が
教
科
書
の
そ
の
問
題
を
読
め
て
い
た
の
か
？
」「
教
室

に
い
る
そ
う
い
う
子
供
た
ち
を
確
認
す
る
こ
と
な
し
に
普

段
か
ら
授
業
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
？
」
な
ど
の
こ

と
を
審
査
の
先
生
か
ら
指
摘
さ
れ
た
。
頭
を
金
づ
ち
で
殴

ら
れ
た
よ
う
な
衝
撃
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
教
室
の
子
供
た

ち
を
授
業
中
に
よ
り
し
っ
か
り
と
見
る
よ
う
に
な
っ
た
。

授
業
開
始
の
方
法
を
学
ぶ
こ
と
は
、
極
め
て
奥
の
深
い
も

の
で
あ
る
。「
全
員
が
で
き
る
」
と
い
う
の
を
突
き
詰
め

て
い
く
と
、
様
々
な
も
の
が
見
え
て
く
る
。

　

第
一
声
が
教
室
の
端
の
子
に
届
い
て
い
た
の
か
？

　

こ
れ
も
「
十
五
秒
の
つ
か
み
」
で
衝
撃
を
受
け
た
コ
メ

ン
ト
の
一
つ
だ
。
お
か
げ
で
、
＂端
の
子
に
ま
で
自
分
の

声
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
届
け
る
＂
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ

て
指
示
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
自
分
の

声
の
出
し
方
に
ま
で
こ
だ
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
教
科

書
九
ペ
ー
ジ
、
開
き
ま
す
」
と
い
う
指
示
を
出
す
と
し
よ

う
。「
開
き
ま
す
」
の
「
ま
す
」
に
こ
だ
わ
る
の
だ
。
こ

れ
を
上
げ
気
味
に
言
う
。
そ
う
す
る
と
音
声
が
よ
り
ク
リ

ア
に
な
る
。
全
員
が
で
き
る
指
示
で
あ
る
た
め
に
必
要
な

条
件
の
一
つ
だ
。「
声
は
低
く
な
か
っ
た
か
」
と
い
う
の

も
重
要
だ
。
特
に
男
性
は
、
思
っ
て
い
る
よ
り
声
が
低
い
。

だ
か
ら
こ
そ
音
を
少
し
上
げ
る
よ
う
に
し
て
言
う
だ
け
で

指
示
の
明
瞭
さ
は
変
わ
る
。
ま
だ
ま
だ
あ
る
。

　

笑
顔
で
楽
し
そ
う
に
開
始
し
て
い
た
の
か
？

「
算
数
嫌
だ
な
」
と
思
う
子
供
に
対
し
て
、
教
師
が
、「
こ

れ
楽
し
い
ん
だ
よ
！
」
と
笑
顔
で
、
満
面
の
笑
み
で
授
業

を
し
て
い
た
ら
、
こ
れ
は
面
白
い
勉
強
な
ん
だ
と
、
い
い

意
味
で
子
供
は
勘
違
い
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
＂全
員
が
で
き
る
＂
と
い
う
こ
と
を
貫

く
に
は
、
そ
れ
を
支
え
る
微
細
な
技
術
が
存
在
す
る
。
そ

れ
ら
が
当
た
り
前
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
基
準
が

D
表
で
あ
る
。
ま
ず
は
Ｄ
表
の
項
目
を
意
識
し
な
が
ら
授

業
す
る
だ
け
で
授
業
は
変
わ
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
忘
れ
る

ほ
ど
練
習
を
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、
技
術
が
技
能
化
す
る
。

D
表
検
定
を
突
破
す
る
頃
に
は
、
自
然
に
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

・「
三
び
き
の
こ
ぶ
た
」（
物
語
）

・「
ボ
レ
ロ
」（
曲
）

・
笑
い
飯
（
漫
才
）

・
算
数
の
例
題
（
学
習
）

　

こ
れ
ら
に
共
通
す
る
も
の
が
、

変
化
の
あ
る
繰
り
返
し

で
あ
る
。「
子
供
が
熱
中
す
る
も
の
」
の
多
く
に
は
、

変
化
の
あ
る
繰
り
返
し

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

体
育
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
授
業
。
五
分
程
度
で
九

つ
の
活
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
も
飽
き

さ
せ
な
い
で
。
そ
の
秘ひ

訣け
つ

は
、

変
化
の
あ
る
繰
り
返
し

で
あ
る
。

　

算
数
の
教
科
書
は
ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
出
版
、
５
年
「
小
数
の
か
け
算
」
の
例
題
だ
け
を
見

て
み
る
。

　

見
事
に
「
変
化
の
あ
る
繰
り
返
し
」
に
な
っ
て
い
る
。

　

初
め
は
「
か
け
ら
れ
る
数
」
が
変
化
す
る
。
次
に
、

「
か
け
る
数
」
が
変
化
す
る
。
再
度
「
か
け
ら
れ
る
数
」

が
変
化
す
る
。

　

闇
雲
に
変
化
の
あ
る
繰

り
返
し
を
し
て
い
る
の
で

は
な
い
。「
既
習
」
の
中
に

少
し
「
未
習
」
を
入
れ
て

い
る
。「
少
し
ず
つ
」
変
化

さ
せ
て
い
る
。
向
山
洋
一

氏
の
授
業
で
も
、
多
く
用

い
ら
れ
て
い
る
。
算
数
の
授
業
で
は
も
ち
ろ
ん
、

・
サ
ッ
カ
ー
で
コ
ー
ン
を
用
い
た
ボ
ー
ル
キ
ッ
ク
練
習

・
く
っ
つ
き
の
「
を
」

・
さ
け
の
赤
ち
ゃ
ん

・「
お
や
ゆ
び
た
ろ
う
」

な
ど
で
も
変
化
の
あ
る
繰
り
返
し
が
あ
る
。
ポ
イ
ン
ト
は
、

「
簡
単
な
こ
と
か
ら
始
め
る
」「
解
説
は
極
め
て
短
く
」「
テ

ン
ポ
良
く
進
め
る
」
な
ど
で
あ
る
。

神奈川県川崎市立大谷戸小学校千葉県習志野市立向山小学校 田
た

丸
まる

 義
よし

明
あき

平
ひら

山
やま

 靖
やすし

Ｄ表を突破　子供たちが劇的に熱中する授業力 Ｄ表を突破　子供たちが劇的に熱中する授業力

日々の授業が劇的に変わる
Ｄ表検定
授業開始15秒にこだわると見えてくる世界。

子供が熱中するものには原則がある
「変化のある繰り返し」
物語でも、曲でも、漫才でも、変化のある繰り返しは、人を引き付ける。
この原則は、授業でも同様である。

初級 初級
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１ 

時
間
軸
と
空
間
軸

　

授
業
に
は
「
核
」
と
な
る
素
材
が
あ
る
。

　

私
の
場
合
は
「
昆
虫
」「
ア
フ
リ
カ
」「
親
学
」「
Ａ
Ｉ
」

だ
っ
た
。
論
理
的
な
単
元
構
成
を
組
み
立
て
る
た
め
に
、

素
材
を
徹
底
的
に
研
究
す
る
。
奥
行
き
の
あ
る
単
元
構
成

を
作
る
た
め
の
、
土
台
と
な
る
基
礎
研
究
だ
。

　

Ｃ
表
の
素
材
研
究
で
は
、「
縦
軸
と
横
軸
」
を
考
え
る
。

　

縦
軸
は
「
時
間
軸
」
だ
。

　

そ
の
素
材
の
過
去
は
？

　

そ
の
素
材
の
最
古
は
？

　

そ
の
素
材
の
最
新
は
？

　

そ
の
素
材
の
近
未

来
は
？

　

横
軸
は
「
空
間

軸
」
だ
。

　

そ
の
素
材
は
、
他

地
域
で
は
？　

　

そ
の
素
材
は
、
外

国
で
は
？

　

も
う
随
分
前
だ
が
、
新
潟
県
の
高
野
宏
子
氏
は
Ｄ
表
で

「
世
界
に
誇
る
日
本
の
伝
統
文
化
・
折
り
紙
」
の
授
業
を

し
た
。「
折
り
紙
」
に
つ
い
て
、
論
理
的
な
単
元
構
成
が

で
き
た
授
業
だ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な

視
点
は
、
更
に

上
の
レ
ベ
ル
の

Ｂ
表
や
Ａ
表
の

基
礎
研
究
で
も

役
立
つ
。

２ 

い
か
に
足
を
運
ん
だ
か

　

も
う
一
つ
は
、「
足
を
運
ん
だ
教
材
研
究
」
で
あ
る
。「
昆

虫
の
授
業
」
を
構
想
し
、
筑
波
研
究
学
園
都
市
の
昆
虫
研

究
室
を
訪
問
し
た
。
悪
玉
菌
に
強
い
耐
性
を
も
つ
タ
イ
ワ

ン
カ
ブ
ト
ム
シ
の
取
材
だ
。
幼
虫
を
譲
っ
て
い
た
だ
い
た
。

私
は
カ
ブ
ト
ム
シ
を
単
元
の
中
核
に
据
え
た
。
実
物
の
幼

虫
を
見
せ
る
と
、
子
供
の
視
線
が
く
ぎ
付
け
だ
っ
た
。

　

論
理
的
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
単
元
は
、
足
を
運
ん
だ
広
範

な
基
礎
研
究
の
上
に
成
立
す
る
。

　

指
導
案
は
、
単
に
ペ
ー
ジ
数
を
稼
い
だ
だ
け
の
教
材
研

究
集
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ロ
ジ
カ
ル
な
展
開
が
必
要

だ
。
そ
の
た
め
に
、
教
材
を
研
究
し
た
ら
、
そ
の
内
容
を

ま
と
め
、
整
理
を
し
、
単
元
と
し
て
構
成
す
る
。
単
元
構

成
に
お
い
て
は
、
本
時
を
支
え
る
内
容
を
効
果
的
に
配
列

す
る
こ
と
で
、
論
理
的
な
単
元
構
成
能
力
が
少
し
ず
つ
身

に
付
く
。
そ
の
方
法
の
一
端
を
紹
介
す
る
。

１　

ま
ず
は
、
仮
説
を
立
て
る
。

　

授
業
を
行
う
こ
と
で
、
子
供
た
ち
を
変
容
さ
せ
て
い
く
。

そ
の
変
容
の
姿
が
仮
説
に
な
る
。

　

例
え
ば
、「
地
域
学
習
を
行
え
ば
、
地
域
を
愛
す
る
子

供
が
育
ち
、
将
来
、
地
域
振
興
に
役
立
つ
人
材
が
育
つ
」

と
い
う
仮
説
を
立
て
る
。
こ
こ
が
出
発
点
だ
が
、
や
っ
て

い
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

２　

仮
説
を
詳
細
に
分
析
す
る
。

　

教
材
研
究
は
、
仮
説
に
書
か
れ
た
内
容
を
細
か
く
分
け
、

そ
の
一
つ
一
つ
を
深
く
掘
り
下
げ
て
い
く
。
仮
説
以
外
の

余
計
な
も
の
は
省
く
。
し
か
し
、
セ
ミ
ナ
ー
で
見
る
分
厚

い
指
導
案
の
ほ
と
ん
ど
は
、
い
ら
な
い
情
報
ば
か
り
を
網

羅
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
紹
介
す
る
。
ま
ず
「
地
域
学
習
」
を
掘
り
下

げ
る
。
地
域
を
調
べ
る
こ
と
に
限
定
す
る
の
か
、
調
べ
た

こ
と
を
発
信
す
る
の
か
。
実
際
に
見
学
に
行
く
こ
と
は
可

能
か
、
調
べ
学
習
で
終
え
る
か
な
ど
を
検
証
す
る
。

　

次
は
、「
地
域
」
を
掘
り
下
げ
る
。
子
供
た
ち
の
生
活

圏
の
ど
の
範
囲
を
示
す
か
検
証
す
る
。
学
校
の
周
り
、
自

治
体
、
都
道
府
県
な
ど
を
明
確
に
し
て
お
く
。

「
愛
す
る
」
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
を
掘
り
下
げ
る
。

こ
の
曖
昧
な
言
葉
を
検
証
す
る
手
段
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に

す
る
の
か
、
ふ
だ
ん
の
言
動
を
調
べ
て
数
値
化
す
る
の
か

な
ど
、
デ
ー
タ
と
し
て
提
示
で
き
る
よ
う
な
方
法
を
検
討

す
る
。
曖
昧
な
言
葉
を
検
討
し
な
い
指
導
案
が
、
多
す
ぎ

る
。
デ
ー
タ
が
な
け
れ
ば
、
信
頼
性
は
乏
し
い
。

　

さ
ら
に
、「
将
来
」
と
は
い
つ
頃
の
こ
と
な
の
か
。
成

人
期
や
独
立
期
、
安
定
期
な
ど
、
年
齢
別
に
ど
の
程
度
の

姿
が
望
ま
し
い
の
か
な
ど
を
検
証
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
仮
説
に
沿
っ
て
順
に
掘
り
下
げ
て
い
く

こ
と
で
、
読
み
手
に
も
指
導
案
の
内
容
が
大
変
分
か
り
や

す
く
な
る
。
教
材
研
究
の
羅
列
は
全
く
読
み
に
く
い
。

　

こ
う
し
た
下
支
え
を
そ
ろ
え
て
か
ら
、
本
時
を
ど
こ
に

す
る
の
か
を
決
定
し
、
効
果
的
な
配
列
を
考
え
る
。

　

Ｃ
表
検
定
へ
の
挑
戦
で
指
導
案
を
書
く
な
ら
、
最
低
で

も
、
こ
の
程
度
の
こ
と
は
ク
リ
ア
し
て
ほ
し
い
。
本
ペ
ー

ジ
で
紹
介
し
た
方
法
を
生
か
し
て
、
即
実
行
し
て
ほ
し
い
。

栃木県真岡市立真岡東小学校東京都・日本文化大學 講師 松
まつ

崎
ざき

 力
つとむ

木
き

村
むら

 重
しげ

夫
お

Ｃ表で必要な力　論理的な単元構成能力を身に付けよう Ｃ表で必要な力　論理的な単元構成能力を身に付けよう

論理的でオリジナルな単元を
成立させる基礎研究２つの視点
一つは「時間軸と空間軸」。
一つは「足を運ぶ」。

ロジカルな指導案を
作成する方法
ただ分厚いだけの「教材研究集」になっている指導案が多すぎる。
分かりやすい指導案にするためには、まず仮説を立て、それを検証
するように書く。そうすることで思考が流れる指導案になる。

中級 中級
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誰
で
も
・
ど
こ
で
も
受
検
で
き
る

　

授
業
技
量
検
定
「
初
受
検
」
に
規
程
は
な
い
。

　

誰
で
も
「
初
受
検
」
で
き
る
。

　

初
受
検
に
際
し
、「
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
て
い
な
い
と
駄

目
」
と
か
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー
に
●
回
参
加
し
な
い
と

駄
目
」
の
よ
う
な
規
程
は
な
い
（
級
が
上
が
れ
ば
、
そ
う

い
う
規
程
は
出
て
く
る
）。
誰
で
も
「
初
受
検
」
は
可
能
だ
。

　

で
は
、ど
う
す
れ
ば
「
初
受
検
」
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？

　

大
ま
か
に
い
え
ば
「
二
つ
の
方
法
」
が
あ
る
。

　

一
つ
目
は

「
サ
ー
ク
ル
で
受

検
す
る
」
方
法
だ
。

　

全
国
に
は
多

数
の
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

（
法
則
化
）
サ
ー

ク
ル
が
あ
る
。

近
く
の
サ
ー
ク
ル

を
探
し
、
連
絡

し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

も
う
一
つ
は

「
セ
ミ
ナ
ー
で
受

検
す
る
」
方
法

だ
。
資
料
代
を

払
え
ば
立
候
補

可
能
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
ぜ

ひ
検
定
前
に

サ
ー
ク
ル
に
所

属
し
、
授
業
を

検
討
し
て
も

ら
っ
て
ほ
し
い
。

こ
の
過
程
で
自

分
の
授
業
力
向

上
が
実
感
で
き
る
は
ず
だ
。

　

教
師
の
授
業
力
が
向
上
す
る
か
ら
こ
そ
、
子
供
に

力
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

教
師
が
緊
張
場
面
で
挑
戦
す
る
か
ら
こ
そ
、
子
供

も
緊
張
場
面
で
挑
戦
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

授
業
技
量
検
定
は
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、
全
国
ど
こ

で
も
受
検
可
能
だ
。

　

詳
し
い
情
報
は
、
授
業
技
量
検
定
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（https://w
w

w
.toss-kentei.jp

）
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

１ 

Ａ
表
項
目
が
示
す
こ
れ
か
ら
の
日
本
に
必
要
な
力

　

Ａ
表
、
Ｂ
表
の
受
検
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
指
導
案
で
あ
る
。

　

そ
の
指
導
案
を
文
部
科
学
省
に
持
っ
て
行
っ
て
、

そ
の
ま
ま
提
案
で
き
る
内
容
で
す
か
？

　

か
つ
て
、
私
は
こ
の
よ
う
に
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

Ａ
表
の
最
大
の
特
徴
は
、
次
の
項
目
に
あ
る
。

教
育
界
へ
の
新
鮮
で
骨
太
な
問
題
提
起　

三
〇
点

　

ま
ず
、
今
ま
で
に
な
い
提
案
と
い
う
の
が
前
提
と
な
る
。

そ
れ
が
、「
教
育
界
へ
の
新
鮮
で
」
と
い
う
言
葉
に
な
る
。

　

つ
ま
り
、
そ
れ
を
見
付
け
出
す
力
が
必
要
と
な
る
。　

　

こ
れ
は
、
読
書
だ
け
で
は
難
し
い
。
も
っ
と
も
重
要
な

情
報
は
人
が
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
日
常
的
に
、
一

流
の
情
報
に
ふ
れ
る
環
境
に
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

私
の
場
合
は
、
そ
れ
が
海
外
視
察
や
、
教
材
開
発
会
議

へ
の
参
加
だ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
非
日
常
の
中
に
、
身
を

置
き
続
け
な
け
れ
ば
到
達
で
き
な
い
領
域
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
項
目
に
は
、「
骨
太
な
」
と
い
う
言
葉
が

あ
る
。
こ
の
言
葉
が
重
く
の
し
掛
か
る
。

　

例
え
ば
、
提
案
の
根
拠
は
妥
当
な
の
か
が
厳
し
く
問
わ

れ
る
。
ま
た
、
科
学
的
な
検
証
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

批
判
的
な
意
見
を
も
検
討
し
た
の
か
。
そ
し
て
、
そ
の
上

で
、
そ
れ
ら
が
全
体
構
造
と
し
て
組
み
立
て
ら
れ
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
書
か
れ
て
い
る
一
文
一
文
の
価
値
と

整
合
性
が
問
わ
れ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

か
つ
て
、
授
業
技
量
検
定
の
創
成
期
に
は
、
こ
の
項
目

は
二
〇
点
だ
っ
た
。
そ
れ
が
三
〇
点
に
変
更
に
な
っ
た
。

ま
さ
に
、
こ
の
こ
と
が
Ａ
表
に
必
要
な
力
を
表
し
て
い
る
。

２ 

Ｂ
表
は
最
新
情
報
を
組
み
立
て
る
力

　

Ｂ
表
項
目
は
、「
教
材
研
究
の
新
し
さ 

二
〇
点
」「
単

元
構
造
を
ふ
ま
え
た
授
業
の
組
み
立
て
の
深
さ 

二
〇
点
」

の
二
つ
の
項
目
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
ち
ょ
う
ど

Ａ
表
の
項
目
と
対
応
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
「
新
し
さ
」「
組
み
立
て
の
深
さ
」
で
あ
る
。

最
新
の
情
報
に
ア
ク
セ
ス
し
、
そ
れ
を
深
い
組
み
立
て
で

授
業
化
す
る
力
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
Ａ
表
、
Ｂ
表
は
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
界

に
は
足
り
な
か
っ
た
こ
と
を
新
し
く
創
り
上
げ
て
い
く
力

を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

Ａ
Ｉ
時
代
を
迎
え
、
今
ま
で
の
延
長
と
い
う
ス
タ
ン
ス

で
は
諸
外
国
と
は
、
大
き
な
差
が
付
い
て
し
ま
う
。
そ
の

こ
と
を
海
外
視
察
で
痛
感
し
た
。
Ａ
表
、
Ｂ
表
は
、
こ
れ

か
ら
の
日
本
に
最
も
必
要
な
力
だ
と
考
え
て
い
る
。

岡山県岡山市立西小学校東京都立八王子東高等学校 小
お

野
の

 隆
たか

行
ゆき

鈴
すず

木
き

 良
よし

幸
ゆき

TOSS授業技量検定　受検ガイドマニュアル Ｂ表・Ａ表とはどのような力なのか

授業技量検定初受検は
「誰でも・どこでも」可能
「検定を受けたことはありませんが、自称剣道名人です」と公的な場で
発言したら笑われる。剣道に腕を客観的に測定する検定試験があるように、
授業にも実は「検定」がある。
子供のために、TOSS授業技量検定に挑戦してみたらいかがだろうか？

これからの日本を創るための
重要な力
海外視察を重ね、日本の教育は先進各国から何十年も遅れていることを
実感した。今までの延長の考え方では、日本の教育はますます遅れて
いってしまう。AI時代に日本に必要な力こそがA表、B表の力である。

上級
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「
大
造
じ
い
さ
ん
と
ガ
ン
」。
事
件
三
の
要
約
。

　

子
供
た
ち
の
要
約
は
、
二
つ
に
分
か
れ
た
。

　

第
一
キ
ー
ワ
ー
ド
が
、「
大
造
じ
い
さ
ん
」「
残
雪
」。

　

今
ま
で
の
私
な
ら
、「
中
心
人
物
は
大
造
じ
い
さ
ん
で

す
か
ら
、
第
一
キ
ー
ワ
ー
ド
は
大
造
じ
い
さ
ん
で
す
」
と

流
し
て
い
た
。
中
心
人
物
と
は
「
物
語
の
中
で
考
え
方
が

ガ
ラ
リ
と
変
化
し
た
登
場
人
物
」
と
私
は
定
義
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、「
変
容
人
物
が
中
心
人
物
」
と
い
う
定
義
だ

け
で
は
な
い
。

①
中
心
人
物
は
主
題
の
捉
え
方
で
変
わ
る
。

　

偶
然
そ
の
日
に
、「
中
心
人
物
」
に
つ
い
て
調
べ
た
ば

か
り
だ
っ
た
。
向
山
洋
一
氏
の
校
内
研
究
会
の
指
導
案

（『
飛
翔
期 

向
山
洋
一
実
物
資
料
集
２
巻
』
向
山
洋
一
著

明
治
図
書　

五
六
ペ
ー
ジ 

）。

　

中
心
人
物
を
誰
と
す
る
か
は
、
む
ろ
ん
主
題
の
と

ら
え
方
で
変
わ
っ
て
く
る
。

　

と
な
る
と
、
事
件
三
の
第
一
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
ど
ち
ら

で
も
あ
り
得
る
。

　

黒
板
に
要
約
文
が
並
ぶ
。
発
表
さ
せ
る
。
し
ば
ら
く
す

る
と
、
Ａ
さ
ん
が
、「
残
雪
派
と
大
造
じ
い
さ
ん
派
で
分

か
れ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
は
ど
ち
ら
の
意
見
で
す
か
？
」

と
討
論
に
も
っ
て
い
っ
て
い
た
。
私
は
教
室
の
隅
で
黙
っ

て
い
た
。
大
造
じ
い
さ
ん
が
十
六
人
。
残
雪
が
六
人
。

②
お
と
り
の
ガ
ン
を
呼
ん
だ
の
は
、
優
し
さ
か
？

　

途
中
で
、び
っ
く
り
す
る
意
見
も
出
た
。
残
雪
派
が
「
大

造
じ
い
さ
ん
は
見
て
い
た
だ
け
だ
」
と
主
張
す
る
。

　

し
か
し
、
大
造
じ
い
さ
ん
派
が
返
す
。

「
口
笛
を
吹
い
て
、
お
と
り
の
ガ
ン
を
呼
ん
で
い
る
で

し
ょ
う
。
ガ
ン
に
対
し
て
の
優
し
さ
、
と
い
う
変
化
が
こ

こ
で
起
こ
っ
て
る
ん
で
す
」

「
違
い
ま
す
よ
。
あ
れ
は
、
あ

の
ガ
ン
が
殺
さ
れ
る
と
、
残
雪

を
撃
て
な
い
か
ら
で
す
。
せ
っ

か
く
何
年
も
か
け
て
捕
ま
え
た

お
と
り
の
ガ
ン
を
ハ
ヤ
ブ
サ
に

殺
さ
れ
た
く
な
い
か
ら
で
す
。

残
雪
を
ま
た
別
の
と
き
に
撃
つ

た
め
に
、
お
と
り
を
呼
ん
だ
の

で
す
」

　

第
一
キ
ー
ワ
ー
ド
を
検
討
さ

せ
る
こ
と
で
、「
お
と
り
の
ガ

ン
を
大
造
じ
い
さ
ん
が
呼
ん
だ

の
は
、
優
し
さ
か
ら
か
、
ど
う

か
」
の
討
論
が
生
ま
れ
た
。

　

一
単
元
の
構
成
は
、
デ
ジ
タ

ル
・
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
の
子
供
の

ノ
ー
ト
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

１ 

教
材
研
究
を
す
る
際
に
大
切
な
こ
と

　

教
材
研
究
を
す
る
際
に
大
切
な
こ
と
は
、
次
で
あ
る
。

　

子
供
の
考
え
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
。

　

授
業
で
は
、
様
々
な
考
え
が
出
さ
れ
る
。
様
々
な
考
え

の
背
景
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
が
あ
る
。
そ
の
理
由
を

理
解
す
る
こ
と
で
、
様
々
な
考
え
を
授
業
で
生
か
す
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
の
が
、『
教
え

方
の
プ
ロ
・
向
山
洋
一
全
集
�　
「
向
山
型
算
数
」
以
前

の
向
山
の
算
数
』（
向
山
洋
一
著　

明
治
図
書
）
に
紹
介

さ
れ
て
い
る
「
長
さ
く
ら
べ
」
の
実
践
記
録
で
あ
る
。

２ 

子
供
の
考
え
を
理
解
す
る
た
め
の
方
法

　

向
山
洋
一
氏
は
、
子
供
た
ち
に
動
か
せ
な
い
二
本
の
棒

の
長
さ
の
比
べ
方
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
て
い
る
。
子
供
た

ち
か
ら
は
、
五
通
り
の
考
え
が
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中

に
大
竹
案
が
あ
る
。
大
竹
案
は
、「
見
て
、大
体
で
決
め
る
」

と
い
う
考
え
で
あ
る
。
自
分
だ
っ
た
ら
、
こ
の
考
え
を
聞

い
た
と
き
、「
比
べ
る
方
法
を
考
え
て
い
る
の
だ
か
ら
、

こ
の
考
え
は
お
か
し
い
」
と
思
っ
て
し
ま
う
。
も
ち
ろ
ん
、

「
お
か
し
い
」
と
口
に
は
出
さ
な
い
だ
ろ
う
が
、
表
情
な

ど
に
は
出
て
し
ま
う
は
ず
だ
。

　

し
か
し
、
向
山
氏
は
違
う
。
大
竹
案
を
、
次
の
よ
う
に

理
解
す
る
の
だ
。

（
２
）
は
日
常
生
活
の
中
で
多
く
使
わ
れ
る
「
目
分
量
」

　

向
山
氏
は
、
大
竹
案
を
聞
い
た
と
き
、「
こ
れ
は
、
毎

日
の
生
活
の
中
で
、
一
番
多
く
使
わ
れ
て
い
る
方
法
だ
。

す
ば
ら
し
い
」
と
褒
め
た
は
ず
で
あ
る
。

　

で
は
、
な
ぜ
向
山
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
理
解
が
で
き
た

の
だ
ろ
う
か
。
実
践
記
録
の
中
に
、
次
の
一
文
が
あ
る
。

　

こ
こ
に
は
「
は
か
る
」
と
い
う
方
法
の
全
て
が
出

て
い
る
の
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
理
解

は
、「
は
か
る
」
と
い

う
方
法
の
全
て
を
向
山

氏
が
知
っ
て
い
た
か
ら

で
き
た
の
で
あ
る
。

　

ほ
か
に
も
、
間
違
い

を
想
定
し
て
お
く
こ
と

で
、
子
供
の
考
え
を

理
解
す
る
こ
と
も
で

き
る
。

山口県下関市立小月小学校石川県金沢市立長田町小学校 林
はやし

 健
たけ

広
ひろ

岩
いわ

田
た

 史
し

朗
ろう

「向山型算数以前の向山の算数」から学ぶ知の世界 分析批評「Ｂ型」で一単元を構成する

「長さくらべ」から学んだ
教材研究をする際に大切なこと
授業で出された様々な考えを生かすことで、授業に深みが生まれる。
そのためには、子供の考えを理解できるようにしておくことが大切である。

分析批評Ｂ型は、
作品全体を分析する

要約は説明文だけではない。
物語文の要約にも子供たちは熱中する。
第一キーワードの論争は、そのまま中心人物・
主題の論争へつながる。

算数 国語
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マ
イ
ク
ロ
ビ
ッ
ト
（m

icro:bit

）

は
教
育
用
に
開
発
さ
れ
た
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ボ
ー
ド
だ
。

　

か
わ
い
ら
し
い
カ
バ
ー
や
外
形

は
付
い
て
い
な
い
。い
わ
ば
「
基
盤
」

そ
の
も
の
が
、
む
き
出
し
に
な
っ

て
い
る
教
材
で
あ
る
。

　

海
外
の
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
で
は
、「
本
物
に
触
れ
さ
せ

る
」
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。

　

ミ
ニ
カ
ー
は
あ
く
ま
で
も
ミ
ニ
カ
ー
で
あ
り
、
幾
ら
ミ

ニ
カ
ー
を
改
造
し
た
と
し
て
も
、
本
物
の
車
を
改
造
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
将
来
、
車
を
つ
く
る
仕
事
に
就
き
た

い
子
に
は
、
で
き
る
だ
け
早
い
段
階
で
、
本
物
の
車
を
分

解
し
た
り
組
み
立
て
た
り
す
る
体
験
を
さ
せ
た
方
が
い
い
。

　

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。

　

ど
う
し
て
も
「
実
体
験
」
を
伴
わ
な
け
れ
ば
、
学
習
し

た
内
容
と
現
実
社
会
が
か
け
離
れ
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま

う
。

　

導
入
段
階
と
し
て
は
、「
ア
ン
プ
ラ
グ
ド
（
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
使
わ
な
い
）」
の
授
業
が
い
い
。

　

教
科
書
と
ノ
ー
ト
を
使
っ
て
、
基
盤
と
な
る
学
力
を

し
っ
か
り
と
身
に
付
け
る
。

　

そ
の
次
の
段
階
と
し
て
「
プ
ラ
グ
ド
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

を
使
う
）」
の
授
業
が
い
い
。

　

実
験
や
観
察
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
画
面
上
で
表
現
し
て
み
る
。
セ
ン
サ
ー
や
ス
イ
ッ
チ

で
動
く
も
の
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
し
て
み
る
と
い
う
学
習
だ
。

「
数
値
や
順
番
が
変
わ
れ
ば
結
果
も
変
わ
る
」
と
い
う
こ

と
を
体
験
す
る
。

「
ス
ク
ラ
ッ
チ
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
「
ビ
ジ
ュ
ア
ル

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
サ
イ
ト
」
を
使
え
ば
手
軽
に
で
き
る
。

　

そ
し
て
、
最
終
的
に
は
「
現
実
世
界
の
も
の
を
動
か
せ

た
」
と
い
う
体
験
が
必
要
に
な
る
。

　

マ
イ
ク
ロ
ビ
ッ
ト
を
使
え
ば
手
軽
に
体
験
で
き
る
。

　

マ
イ
ク
ロ
ビ
ッ
ト
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
「
セ
ン
サ
ー
」

が
搭
載
さ
れ
て
い
る
。

１　

地
磁
気
セ
ン
サ
ー

２　

温
度
セ
ン
サ
ー

３　

明
る
さ
セ
ン
サ
ー

４　

加
速
度
セ
ン
サ
ー

　

本
体
は
二
千
円
程
度
で

購
入
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
セ
ン
サ
ー
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
て
、
自
分

の
思
い
ど
お
り
に
マ
イ
ク
ロ
ビ
ッ
ト
を
動
か
し
て
い
く
体

験
に
、
子
供
た
ち
は
熱
中
す
る
。

　

身
近
に
あ
る
便
利
な
も
の
の
「
見
え
方
」
が
変
わ
る
。

　

岩
田
一
彦
氏
に
よ
る
と
、
社
会
科
の
知
識
は
大
き
く
次

の
五
つ
に
分
か
れ
る
。

①
記
述
的
知
識
（
断
片
的
な
一
つ
一
つ
の
知
識
）

②
分
析
的
知
識
（
原
因
と
結
果
で
は
な
い
事
象
間
の

関
係
。H

ow

で
問
わ
れ
る
）

③
概
念
的
知
識
（
そ
の
単
元
で
習
得
さ
せ
た
い
社
会

事
象
の
原
因
と
結
果
の
法
則
性
）

④
説
明
的
知
識
（
概
念
的
知
識
＋
具
体
的
事
象
）

⑤
規
範
的
知
識
（
価
値
を
問
う
際
の
判
断
材
料
と
な

る
知
識
）

　

全
て
理
解
す
る
の
が
難
し
い
と
き
は
「
記
述
的
知
識
」

と
「
概
念
的
知
識
」
を
ま
ず
意
識
す
る
と
い
い
。

　

そ
の
単
元
の
言
わ
ば
具
体
的
な
物
知
り
的
知
識
が
「
記

述
的
知
識
」
で
あ
り
、
も
っ
と
大
き
な
社
会
事
象
の
原
因

と
結
果
の
法
則
が
「
概
念
的
知
識
」
で
あ
る
。

　

例
え
ば
「
日
本
の
工
業
」
な
ら
多
く
の
教
科
書
で
「
自

動
車
工
業
」
を
扱
う
。「
自
動
車
工
場
は
部
品
工
場
と
組

み
立
て
工
場
に
分
か
れ
て
い
る
」
の
よ
う
な
一
つ
一
つ
の

知
識
が
「
記
述
的
知
識
」
で
あ
り
、「
幾
つ
か
の
工
場
に

分
か
れ
て
い
る
の
は
、
効
率
良
く
製
品
を
作
る
た
め
で
あ

る
」
と
ほ
か
の
工
業
製
品
に
も
一
般
化
で
き
る
の
が
「
概

念
的
知
識
」
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
社
会
科
の
目
標
は
「
概
念
的
知
識
」
の
獲
得

だ
が
、
一
つ
一
つ
の
「
記
述
的
知
識
」
が
積
み
重
な
ら
な

い
と
「
概
念
的
知
識
」
は
出
来
上
が
ら
な
い
。
子
供
は
あ

る
具
体
的
な
教
材
か
ら
「
記
述
的
知
識
」
を
得
て
、
そ
れ

が
「
概
念
的
知
識
」
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

　

教
科
書
の
資
料
の
種
類
は
大
ま
か
に
次
の
五
つ
だ
。

⑴
文
章　

⑵
写
真
・
イ
ラ
ス
ト　

⑶
統
計　

⑷
地
図

⑸
年
表

　

一
番
た
く
さ
ん
使
わ

れ
て
い
る
「
写
真
・
イ

ラ
ス
ト
」
に
は
文
字
で

な
い
「
記
述
的
知
識
」

が
詰
ま
っ
て
い
る
。
雪

小
モ
デ
ル
の
「
～
が
あ

る
」
が
「
記
述
的
知
識
」

で
あ
り
、「
時
間
」「
空

間
」「
比
較
」
な
ど
の

コ
ー
ド
を
身
に
付
け
さ
せ
て
い
く
と
「
概
念
的
知
識
」
と

な
る
。
例
え
ば
「
火
事
の
写
真
だ
」
↓
「
～
が
あ
る
か
ら

冬
だ
」
↓
「
暖
房
を
使
う
か
ら
冬
は
火
事
が
多
い
」
の
よ

う
な
感
じ
だ
。

　

こ
の
コ
ー
ド
が
社
会
的
な
見
方
・
考
え
方
と
も
な
る
。

兵庫県丹波篠山市立味間小学校兵庫県姫路市立英賀保小学校 川
かわ

原
はら

 雅
まさ

樹
き

許
ほ

 鍾
じょん

萬
まん

「マイクロビット」を活用した
STEAM教育※の可能性
理科の授業には「物」が欠かせない。
コンピュータとマイクロビットを使ってSTEAM教育を始めよう。

社会　教科書の「知識分析」が
単元計画の出発点
まずは「記述的知識」と「概念的知識」を意識するところから始めよう。
雪小モデル「写真読取」も「記述的知識」からコードを増やすことで
「概念的知識」へと広がり、それがそのまま「社会的な見方・考え方」となる。

最先端、日本のSTEAM教育を進めるための初めの第一歩 教科書の「知識分析」が単元計画の出発点理科 社会

※ Science, Technology, Engineering, A
rt, M

athem
atics

の
頭
文
字
で
、
科
学
技
術
・
工
学
・
芸
術
・
数
学
分
野
の
教
育
を
指
す
。



子供の事実から
出発する

子供の事実から
出発する

子供の事実から子供の事実から
出発する出発する

子供の事実から子供の事実から
出発する出発する

今
年
こ
そ
、も
っ
と
良
い
先
生
に
な
り
た
い　
ー
指
導
力
を
確
実
に
伸
ば
す
T
O
S
S
の
教
師
修
業
シ
ス
テ
ム
ー

特 集

2425  2020. 1

１　

Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
―
Ⅳ
の
数
値
か
ら
実
態
を
捉
え
る

「
計
算
ド
リ
ル
」を
破
り
捨
て
た
Ａ
君
は
、自
閉
ス
ペ
ク
ト

ラ
ム
症
と
診
断
さ
れ
て
い
た
。
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
︱
Ⅳ
の
数
値
※1

は
以
下
の
と
お
り
だ
※2
。（
平
均
値
は
1
0
0
）

Ｆ
Ｓ
Ｉ
Ｑ
（
66
）

Ｖ
Ｃ
Ｉ
（
63
）
⋮
⋮
言
葉
を
理
解
し
推
論
す
る
力

Ｐ
Ｒ
Ｉ
（
94
）
⋮
⋮
目
で
見
た
情
報
を
処
理
す
る
力

Ｗ
Ｍ
Ｉ
（
67
）
⋮
⋮
聞
い
た
情
報
を
一
時
的
に
置
い

Ｗ
Ｍ
Ｉ
（
67
）
⋮
⋮
て
お
く
力

Ｐ
Ｓ
Ｉ
（
60
）
⋮
⋮
単
純
な
こ
と
を
す
ば
や
く
こ
な

Ｐ
Ｓ
Ｉ
（
60
）
⋮
⋮
す
力

　

こ
の
数
値
か
ら
私
は
、
以
下
の
分
析
を
し
た
。

①
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
が
小
さ
い
た
め
、
教
師
の
指
示
や

説
明
の
記
憶
の
保
持
が
難
し
い
。

②
知
覚
推
理
は
平
均
値
の
た
め
、
視
覚
情
報
が
入
る
。

③
処
理
速
度
が
遅
い
た
め
作
業
が
遅
い
。
特
に
授
業
中
は

視
写
や
板
書
に
時
間
が
掛
か
る
。

④
語
彙
数
が
少
な
い
た
め
、
難
し
い
言
葉
を
簡
単
な
言
葉

に
置
き
換
え
て
伝
え
る
必
要
が
あ
る
。

２　

数
値
や
日
常
か
ら
実
態
を
把
握
し
、
支
援
を
考
え
る

　

特
に
困
難
を
示
し
た
二
つ
に
特
化
し
て
支
援
を
行
っ
た
。

聴
覚
情
報
だ
け
の
指
示
が
苦
手

　

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
な
ど
、
視
覚
的
支
援
を
行
っ
た
。

大
事
な
言
葉
は
繰
り
返
し
言
う
こ
と
で
脳
に
イ
ン
プ
ッ
ト

さ
せ
た
。
指
示
を
減
ら
し
作
業
の
時
間
を
確
保
し
た
。

作
業
速
度
が
遅
い

　

問
題
数
を
減
ら
し
た
り
、
赤
鉛
筆
で
書
い
た
文
字
を
な

ぞ
ら
せ
た
り
す
る
こ
と
で
、
解
く
こ
と
や
書
く
こ
と
へ
の

抵
抗
を
少
な
く
し
た
。
個
人
の
ペ
ー
ス
を
尊
重
し
、
急せ

か

さ
な
い
よ
う
に
し
た
。

「
算
数
の
学
習
に
な
る
と
席
に
も
着
か
な
い
」
と
引
継
ぎ

を
受
け
た
が
、
チ
ャ
イ
ム
前
に
は
席
に
着
き
教
科
書
を
読

む
よ
う
に
な
っ
た
。
テ
ス
ト
で
は
一
〇
〇
点
を
連
発
し
、

本
人
も
成
長
を
感
じ
て
い
た
。
数
か
月
後
、
信
頼
関
係
が

築
け
て
き
た
の
で
、気
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
聞
い
て
み
た
。

３　

な
ぜ
、「
計
算
ド
リ
ル
」
を
破
り
捨
て
た
の
か

　

彼
は
二
つ
の
原
因
で
計
算
ド
リ
ル
が
嫌
に
な
っ
て
い
た
。

⑴
問
題
数
が
多
す
ぎ
る
こ
と
に
腹
が
立
つ

　

処
理
速
度
が
遅
い
の
だ
。
当
た
り
前
で
あ
る
。
分

か
っ
て
い
る
の
に
時
間
が
足
り
な
い
。
肯
定
感
も
下

が
る
。

⑵
書
き
込
め
な
い
こ
と
に
腹
が
立
つ

「
ド
リ
ル
」
と
ノ
ー
ト
の
視
点
移
動
だ
け
で
疲
れ
る
。

問
題
を
書
き
写
す
の
に
も
時
間
が
掛
か
る
。
急
い
で

も
間
に
合
わ
な
い
か
ら
い
つ
も
宿
題
に
な
っ
て
い
た

そ
う
だ
。

　

印
象
論
や
好
み
で
語
る
の
で
は
な
く
、
子
供
の
事
実
で

語
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
子
供
の
実
態
を
根
拠
を
も
っ
て

数
値
的
に
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

子
供
の
実
態
を
数
値
的
に
捉
え
る
先
行
研
究
と
し
て
、

吉
永
順
一
校
長
の
熊
本
県
田
浦
町
立
海
浦
小
学
校
の
必
達

目
標
が
一
つ
の
指
標
と
な
る
。

　

私
が
今
担
任
し
て
い
る
児
童
の
力
と
、
海
浦
小
学
校
の

必
達
目
標
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
た
。

〈
海
浦
小
必
達
目
標
〉

①
教
科
書
の
文
章
が
一
分
間
に
三
百
六
十
字
以
上
読
め
る
。

②
新
出
漢
字
（
百
八
十
一
字
）
の
九
割
（
百
六
十
三
字
）

以
上
正
確
に
読
め
る
。

③
新
出
漢
字
（
百
八
十
一
字
）
の
八
割
（
百
四
十
五
字
）

以
上
正
確
に
書
け
る
。

④
十
分
間
に
文
章
が
三
百
字
以
上
正
確
に
書
き
写
せ
る
。

⑤
俳
句
や
短
歌
、
詩
な
ど
を
三
十
以
上
暗
唱
で
き
る
。

⑥
単
元
テ
ス
ト
で
九
十
点
以
上
と
れ
る
。

（『
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
流
で
学
校
を
つ
く
り
変
え
る 　
　
　
　
　

必
達
目
標
で
学
力
保
証
の
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
ろ
う
』

吉
永
順
一
著　

明
治
図
書　

一
九
ペ
ー
ジ
）

①　

こ
れ
は
初
見
で
あ
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
も
違
う
が
、

既
習
の
文
章
と
し
て
捉
え
た
。
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
を

片
手
に
子
供
た
ち
に
合
図
を
し
、
何
行
読
ん
だ
か
で
計

算
さ
せ
る
。
挙
手
さ
せ
る
と
す
ぐ
に
確
認
で
き
る
。
三

十
二
人
学
級
中
、
ク
リ
ア
で
き
た
児
童
は
、
二
十
七
人

だ
っ
た
。
ク
リ
ア
で
き
な
か
っ
た
児
童
に
は
、
指
で
押

さ
え
な
が
ら
一
緒
に
読
ん
だ
り
、
追
い
読
み
を
し
た
り

し
て
全
体
の
指
導
と
個
別
の
指
導
と
を
継
続
し
て
い
く
。

②　

読
み
が
な
の
み
の
ま
と
め
テ
ス
ト
を
し
た
。
こ
ち
ら

は
、
平
均
が
九
四
点
だ
っ
た
の
で
、
ク
リ
ア
し
て
い
た
。

③　

漢
字
ま
と
め
テ
ス
ト
、
平
均
が
七
九
点
だ
っ
た
。
ゆ

び
書
き
を
更
に
徹
底
さ
せ
る
。
漢
字
文
化
の
授
業
を
取

り
入
れ
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
も
入
れ
て
い
く
。

④
「
う
つ
し
ま
る
く
ん
」（
光
村
教
育
図
書
）
な
ど
の
視

写
教
材
で
実
施
し
、
マ
ス
に
入
っ
て
い
た
文
字
だ
け
計

算
さ
せ
る
。
マ
ス
に
書
か
せ
る
と
文
字
数
の
計
算
も
し

や
す
い
し
、
評
定
も
し
や
す
い
。

　
　

我
が
ク
ラ
ス
は
、
平
均
二
百
四
十
字
だ
っ
た
。
視
写

の
力
が
弱
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
連
絡
帳
の
視
写
や
聴

写
な
ど
も
入
れ
な
が
ら
、
目
か
ら
の
情
報
で
も
耳
か
ら

の
情
報
で
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
く
。

⑤　

十
月
の
段
階
で
、
ま
だ
平
均
十
六
。
ま
だ
少
な
い
。

⑥　

正
進
社
の
テ
ス
ト
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
九
六
点
。

　

毎
回
の
直
し
も
そ
の
場
で
さ
せ
、
更
な
る
定
着
も
図
っ

て
い
く
。
ま
ず
は
、
こ
の
よ
う
な
比
較
す
る
た
め
の
指
標

を
も
っ
て
お
く
こ
と
が
出
発
点
に
な
る
。

※1 

全
検
査
Ｉ
Ｑ
（
Ｆ
Ｓ
Ｉ
Ｑ
）、
言
語
理
解
（
Ｖ
Ｃ
Ｉ
）、
知
覚
推
理
（
Ｐ
Ｒ
Ｉ
）、
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
（
Ｗ
Ｍ
Ｉ
）、
処
理
速
度
（
Ｐ
Ｓ
Ｉ
）。

※2 

個
人
情
報
の
た
め
全
て
の
数
値
を
少
し
変
え
て
い
る
。

大阪府池田市立秦野小学校長崎県公立小学校 原
はら

田
だ

 朋
とも

哉
や

岩
いわ

永
なが

 将
しょう

大
だい

子供たちの実態を根拠をもって数値的に捉える～算数編～ 子供たちの実態を根拠をもって数値的に捉える～国語編～

「計算ドリル」をびりびりと
破り捨てたＡ君
初めて特別支援学級（６人の自閉症・情緒学級）を担任したときのことだ。
全員分の「計算ドリル」が届き、一人一人に手渡していた。
そして、最後の男の子に手渡そうとしたとき、事件は起こった。
手渡した「ドリル」を彼は床にたたき落としたのだ。私が拾おうとすると、
大声で泣き叫び、「計算ドリル」をびりびりと破り、何度も踏み付けた。

吉永順一氏の先行研究を
指標として考える
海浦小学校の必達目標は、
自分の学校と比較するための指標として最適である。
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向む
こ
う

山や
ま 

行ゆ
き

雄お

敬
愛
大
学
国
際
学
部
教
授

全
国
連
合
小
学
校
長
会
顧
問

学校

22

の

物
語

新
時
代新

学
習
指
導
要
領
実
施
の
年

す
る
と
、
知
っ
て
い
る
名
前
だ
っ
た
。
と
か

く
、
個
性
的
な
物
言
い
を
す
る
割
に
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
弱
い
人
だ
っ
た
。

　

改
訂
時
、
私
は
全
国
連
合
小
学
校
長
会
の

会
長
で
あ
り
、
東
京
都
の
小
学
校
長
会
長
。

新
学
習
指
導
要
領
へ
の
各
分
野
で
の
準
備
に

つ
い
て
、
相
当
に
心
血
を
注
い
で
き
た
つ
も

り
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
お
膝
元
の
東
京
都
内
で
そ
の
よ

う
な
通
知
表
を
作
っ
て
し
ま
っ
た
。
徹
底
で

き
な
か
っ
た
責
任
の
一
端
は
、
会
長
だ
っ
た

私
に
も
あ
る
。
忸じ

く

怩じ

た
る
思
い
で
あ
る
。

　

学
習
指
導
要
領
改
訂
は
十
年
に
一
度
。
通

知
表
の
改
訂
も
同
様
だ
。
め
っ
た
に
経
験
で

き
な
い
仕
事
だ
け
に
、
事
故
も
起
こ
り
や
す

い
。

　

教
員
の
超
過
勤
務
が
依
然
と
し
て
続
く
。

学
習
評
価
に
関
す
る
業
務
は
自
宅
に
持
ち
帰

れ
な
い
。
そ
れ
が
、
一
層
教
師
を
多
忙
に
さ

せ
る
。
若
手
教
員
の
増
大
、
評
価
観
点
の
大

き
な
変
更
、
新
学
習
指
導
要
領
の
難
解
さ
。

前
回
に
比
べ
て
懸
念
事
項
は
多
数
存
在
す
る
。

　

全
国
の
学
校
で
、
円
滑
に
新
学
習
指
導
要

領
が
実
施
さ
れ
、
国
民
の
信
託
が
得
ら
れ
る

よ
う
、
改
め
て
新
年
に
祈
念
す
る
。

を
経
て
、
担
任
が
余
裕
を
も
っ
て
新
通
知
表

の
作
業
が
着
手
で
き
る
よ
う
に
、
六
月
の
遅

く
な
い
時
期
に
納
品
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

余
裕
が
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
。

　

こ
の
よ
う
な
工
程
表
で
仕
事
を
進
め
る
と

し
た
ら
、
一
月
中
に
は
各
学
年
に
各
教
科
ご

と
の
観
点
を
完
成
。
二
月
中
に
は
、
各
教
科

ご
と
に
学
年
の
系
統
や
教
科
間
の
差
に
つ
い

て
の
調
整
作
業
が
必
要
だ
。
そ
れ
を
ま
と
め

て
、
完
成
版
を
三
月
中
に
作
成
す
る
。

四 

通
知
表
改
訂
の
仕
上
げ

　

こ
れ
が
常
識
的
な
、
通
知
表
改
訂
作
業
の

工
程
表
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
常
識
的

な
」
作
業
日
程
が
組
め
な
い
学
校
が
あ
る
。

　

過
日
訪
問
し
た
学
校
は
、
旧
指
導
要
録
の

行
動
の
記
録
が
そ
の
ま
ま
通
知
表
に
使
わ
れ

て
い
た
。
通
知
表
改
訂
時
期
の
︿
怠
惰
﹀
が
、

数
代
の
管
理
職
や
教
務
主
任
交
代
を
経
て
も

ノ
ー
チ
ェ
ッ
ク
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
の
学
校
に
通
う
子
供
や
保
護
者
は
、
そ

の
ま
ま
旧
式
の
評
価
観
点
を
享
受
し
た
こ
と

に
な
る
。

　

改
訂
時
の
校
長
、
副
校
長
の
氏
名
を
確
認

自
分
で
言
う
の
も
気
が
引
け
る
が
、
な
か
な

か
評
判
が
い
い
。
管
理
職
が
主
対
象
の
雑
誌

だ
が
、
も
し
ど
こ
か
で
見
掛
け
た
ら
、
目
を

通
さ
れ
る
の
も
い
い
。

三 

新
学
習
指
導
要
領
の
準
備

　

さ
て
、
今
年
の
三
学
期
は
、
い
よ
い
よ
始

ま
る
新
学
習
指
導
要
領
の
準
備
期
間
。
こ
こ

ま
で
の
準
備
状
況
は
、
自
治
体
や
各
学
校
で

差
が
あ
る
。
準
備
が
不
十
分
だ
と
、
後
で
泣

く
こ
と
に
な
る
。
遅
れ
が
ち
な
学
校
は
、
今

か
ら
で
も
取
り
返
し
て
ほ
し
い
と
願
う
。

　

実
は
前
述
し
た
連
載
の
Ａ
小
学
校
も
、
新

学
習
指
導
要
領
へ
の
準
備
が
遅
れ
て
い
た
。

そ
れ
を
、
教
務
主
任
の
恩
師
で
あ
る
Ｒ
教
職

大
学
院
教
授
の
指
導
で
何
と
か
間
に
合
わ
せ

た
。
短
期
決
戦
で
、
教
員
研
修
を
行
い
、
通

知
表
改
訂
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
原
稿
を
書
い
た
。

　

新
し
い
通
知
表
の
納
品
は
、
ぎ
り
ぎ
り
今

年
の
六
月
下
旬
。
あ
と
五
か
月
し
か
な
い
。

三
月
中
に
は
最
終
案
を
作
成
す
る
。
そ
れ
を

新
年
度
の
組
織
で
最
終
確
認
を
し
て
、
五
月

中
旬
に
印
刷
業
者
へ
の
発
注
。
数
回
の
校
正

は
「
向
山
行
雄
の
『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
学
校
経

営
』」。
学
校
で
起
こ
る
様
々
な
出
来
事
を
、

物
語
風
に
述
べ
て
い
る
。

　

舞
台
と
な
る
Ａ
小
学
校
で
は
、「
担
任
を

替
え
て
ほ
し
い
」「
給
食
指
導
が
厳
し
す
ぎ

る
」「
運
動
会
の
徒
競
走
着
順
判
定
が
お
か

し
い
」「
展
覧
会
の
作
品
が
ひ
ど
い
」「
同
学

年
同
士
の
で
き
ち
ゃ
っ
た
婚
」
な
ど
、
様
々

な
問
題
が
生
じ
る
。

　

そ
れ
を
経
験
の
浅
い
Ｂ
校
長
、
そ
そ
っ
か

し
い
Ｅ
教
頭
な
ど
が
、
必
死
で
対
応
す
る
。

　

お
ま
け
に
、
同
窓
会
の
内
紛
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
内

の
不
穏
な
動
き
な
ど
も
あ
り
、
学
校
は
振
り

回
さ
れ
る
。

　

こ
の
連
載
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、
各
学

校
の
幾
つ
も
の
事
例
を
基
に
し
た
。
そ
し
て

固
有
名
詞
が
特
定
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
配
慮

し
な
が
ら
筆
を
進
め
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
手
法
の
こ
の
連
載
、

や
ハ
ゼ
の
甘
露
煮
、
な
ま
す
な
ど
で
ぬ
る
燗

を
い
た
だ
く
。

　

そ
し
て
翌
日
は
、
朝
か
ら
き
び
き
び
と
働

く
。
長
女
、
次
女
一
家
が
や
っ
て
き
て
、
に

ぎ
わ
い
の
中
で
新
年
の
宴
を
行
う
。

　

毎
年
、
同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
。
毎
年
、

同
じ
物
を
食
べ
、
同
じ
こ
と
を
し
て
正
月
を

過
ご
す
。
年
を
取
る
と
、
こ
の
毎
年
の
恒
例

行
事
が
誠
に
喜
ば
し
く
感
じ
ら
れ
る
。

　

い
つ
ま
で
健
康
で
、
好
物
の
酒
と
つ
ま
み

を
食
べ
ら
れ
る
か
。
古
人
が
「
正
月
は
冥
土

の
旅
の
一
里
塚
」
と
詠
ん
だ
戯
れ
歌
が
身
に

染
み
る
よ
う
に
な
る
。

二 

閑
話
休
題
﹁
向
山
行
雄
の
連
載
﹂

　

話
は
変
わ
る
が
、
二
〇
一
九
年
二
月
か
ら

日
本
教
育
新
聞
社
の
『
週
刊
教
育
資
料
』
と

い
う
雑
誌
で
連
載
を
し
て
い
る
。
タ
イ
ト
ル

一 

新
年
恒
例
行
事

　

二
〇
二
〇
年
の
幕
開
け
。
数
字
を
四
で
割

れ
る
西
暦
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
う
る
う
年
、

米
国
大
統
領
選
挙
。
今
年
も
、
内
外
と
も
に

話
題
の
多
い
年
に
な
り
そ
う
だ
。

　

毎
年
の
元
朝
、
近
く
の
大
橋
へ
、
妻
と
初

日
の
出
を
拝
み
に
出
掛
け
る
。
家
内
安
全
と

学
校
の
安
全
を
祈
る
。
厳
寒
の
清
祥
の
空
気

の
中
に
身
を
置
く
と
、
心
身
と
も
に
疵き

ず

が
濾ろ

過か

さ
れ
る
。

　

初
風
呂
の
後
、
ぬ
る
燗か

ん

の
屠と

蘇そ

で
、
好
物

の
田
作
り
や
黒
豆
を
食
す
。
三
合
ほ
ど
呑の

ん

で
か
ら
、
と
り
肉
と
小
松
菜
の
雑
煮
で
一
息

つ
い
て
、
朝
刊
に
目
を
通
す
。

　

そ
の
頃
、
年
賀
状
が
届
く
。
昼
食
後
に
近

所
の
氏
神
様
へ
。
四
十
分
ほ
ど
待
っ
て
初
詣
。

こ
こ
で
も
家
内
安
全
と
学
校
安
全
を
祈
る
。

ひ
と
眠
り
し
て
、
夕
食
で
も
好
物
の
く
わ
い
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オピニオ
ン　　　

教育界で
起こって

いること今

本誌編集長

谷
たに

 和
かず

樹
き

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
授
業
プ
ラ
ン
（
そ
の
５
）

授
業
で
子
供
た
ち
に
デ
ー
タ
を
提
示
す
る
な
ら
、
一
つ
の
資
料
だ
け
で
は
心
も
と
な
い
。

で
き
る
だ
け
複
数
の
デ
ー
タ
に
当
た
る
。
様
々
に
検
討
す
る
。
そ
れ
で
も
ま
だ
不
十
分
だ
ろ
う
。

そ
の
こ
と
を
自
覚
し
な
が
ら
授
業
を
つ
く
る
。

　

示
し
た
デ
ー
タ
は
、
い
ず
れ
も
日
本
原
子

力
研
究
開
発
機
構
の
経
営
企
画
部
戦
略
調
査

室
の
平
成
一
九
年
の
も
の
で
あ
る
※2
。

　

そ
の
後
、
福
島
の
原
発
事
故
が
起
こ
っ
た
。

よ
っ
て
、
数
値
は
若
干
変
化
す
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、こ
れ
ら
に
は
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
」

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
少
な

く
と
も
大
ま
か
な
傾
向
を
読
み
取
る
こ
と
は

可
能
だ
。

２ 

授
業
で
使
う
デ
ー
タ
の
吟
味

　

こ
こ
ま
で
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
デ
ー
タ

を
集
め
、
で
き
る
だ
け
客
観
的
・
科
学
的
に

判
断
す
る
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。

　

百
の
デ
ー
タ
を
集
め
た
ら
九
十
は
捨
て
る

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

　

少
し
固
い
話
が
続
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

次
号
か
ら
は
、
違
っ
た
切
り
口
で
の
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
授
業
づ
く
り
を
紹
介
す
る
予
定
。

※1 

発
電
方
法
別
の
発
電
量
当
た
り
死
者
数
の
比
較

 

（https://togetter.com
/li/323361

）
の

 

デ
ー
タ
か
ら
、
谷
が
作
成
。

※2 

原
子
力
発
電
の
特
性
に
つ
い
て
―
他
電
源
と
の
比
較
―

 

（http://w
w
w
.aec.go.jp/jicst/N

C
/senm

on/
 vision/siryo/vision02/siryo2.pdf

）

実
を
示
し
て
い
る
。

③
５
人
以
上
の
死
者
を
出
し
た
重
大
事
故

　

中
国
の
事
故
で
は
、
水
力
で
三
万
人

も
亡
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
放
射
線

に
よ
る
「
晩
発
性
の
死
亡
」
に
つ
い
て

は
別
途
検
討
が
い
る
。

　

そ
れ
だ
け
で
、
こ
れ
ほ
ど
の
リ
ス
ク
が
あ

る
と
い
う
こ
と
だ
。

②
重
大
事
故
に
よ
る
生
命
損
失

　

次
は
「
重
大
事
故
に
よ
る
生
命
損
失
」
で

あ
る
。
原
子
力
発
電
の
重
大
事
故
が
圧
倒
的

に
危
な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
デ
ー
タ
は
そ
れ
と
は
違
っ
た
事

普
通
に
発
電
し
て
い
る
だ
け

　

た
と
え
授
業
で
提
示
し
な
い
と
し
て

も
、
で
き
る
限
り
デ
ー
タ
を
集
め
、
検

討
す
る
。

　

教
材
研
究
の
基
本
姿
勢
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
関
連
デ
ー
タ
を
あ
と
三
つ
紹

介
す
る
。

①
通
常
運
転
時
の
生
命
損
失

　

ド
イ
ツ
の
分
析
例
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
電
源

か
ら
環
境
に
放
出
さ
れ
る
物
質
の
危
険
度
を

示
し
た
も
の
だ
。

　

生
命
損
失
は
「
原
子
力
、
水
力
、
及
び
風

力
が
小
さ
く
、
石
炭
類
と
石
油
が
大
き
い
」

と
さ
れ
て
い
る
。

１ 

各
種
発
電
の
危
険
性
を
示
す
デ
ー
タ

　

前
号
で
次
の
デ
ー
タ
を
示
し
た
。

　

発
電
量
（
Ｔ
Ｗ
ｈ
＝
テ
ラ
ワ
ッ
ト
ア

ワ
ー
）
あ
た
り
の
死
者
数
※1

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
た
も
の
だ
。

出
典
も
書
い
て
あ
る
。
怪
し
い
資
料
で
は
な

い
。

　

し
か
し
、
こ
の
一
つ
の
資
料
だ
け
で
何
か

を
語
る
の
は
安
易
だ
ろ
う
。
子
供
た
ち
に
授

業
す
る
の
だ
。

下
支
え
す
る
デ
ー
タ

　

そ
れ
が
複
数
欲
し
い
。
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向山洋一が教育界に創ってきたもの 言
葉
の
限
界
が
仕
事
の
限
界
で
あ
る

言
葉
は
も
の
ご
と
を
認
識
す
る
枠
組
み
で
あ
る
。
言
葉
が
あ
る
か
ら
も
の
ご
と
が
説
明

で
き
る
し
、
見
え
て
く
る
。
そ
の
意
味
で
言
葉
の
限
界
が
そ
の
人
の
現
実
で
あ
る
し
、

仕
事
の
限
界
で
も
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
教
育
の
形
は
違
っ
た
も
の
と
な
る
。吉よ

し

永な
が 

順じ
ゅ
ん

一い
ち

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
熊
本

う
。
向
山
氏
は
、
少
な
く
と
も
以
下
の
こ
と
が

生
じ
る
と
言
う
。

①
学
校
は
勉
強
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
い
う
定

義
の
確
認
。

②
学
校
は
基
礎
学
力
を
保
障
す
る
所
で
あ
る
、

と
い
う
文
書
の
挿
入
。

③
基
礎
学
力
の
保
障
に
対
し
て
、
ア
カ
ウ
ン
タ

ビ
リ
テ
ィ
（
説
明
責
任
、
実
行
責
任
、
結
果

責
任
）
を
持
つ
と
い
う
法
律
上
の
制
約
。

（『
教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
』
誌　

№
２
２
２

七
四
ペ
ー
ジ
よ
り
要
約
）

３　

組
み
立
て

　

上
記
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
学
校
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
。
学
校
と
し
て
の
総
合
的
な
シ
ス
テ
ム

の
構
築
が
必
要
と
な
る
。
学
力
保
障
の
た
め
に

は
、
授
業
を
小
さ
く
改
善
し
て
も
駄
目
で
あ
る
。

大
き
な
枠
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
基

礎
学
力
保
障
の
シ
ス
テ
ム
」
を
作
る
必
要
が
あ

る
。「
授
業
」
と
「
評
価
」
と
「
研
修
」
が
、

一
体
と
な
っ
た
も
の
と
し
て
作
用
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

シ
ス
テ
ム
の
差
が
学
力
の
差
な
の
だ
。

（『
言
語
技
術
教
育
』　

日
本
言
語
技
術

教
育
学
会
編　

明
治
図
書
）

　

実
践
に
必
要
な
知
見
は
全
て
向
山
論
文
に
学

ん
だ
。
大
き
く
く
く
る
と
三
つ
に
整
理
で
き
る
。

１　

方
向
性

２　

概
念

３　

組
み
立
て

　

以
下
、
本
論
文
に
即
し
て
具
体
化
し
た
い
。

１　

方
向
性

　

改
革
は
中
央
教
育
審
議
会
の
提
言
に
端
を
発

す
る
。
さ
ら
に
識
者
に
よ
る
作
業
部
会
に
お
い

て
検
討
さ
れ
、
具
体
化
し
て
い
く
。
た
だ
そ
の

過
程
で
、
検
討
さ
れ
た
テ
ー
マ
、
理
念
が
変
質

し
て
い
く
こ
と
が
あ
る
。
教
委
や
現
場
の
教
師

が
ね
ら
い
を
的
確
に
把
握
し
て
い
な
い
と
、
理

念
は
骨
抜
き
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　

向
山
洋
一
氏
は
到
達
度
評
価
の
導
入
に
言
及

し
、
そ
の
こ
と
が
「
各
学
年
の
修
了
」
を
実
質

化
す
る
ね
ら
い
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し

た
。
学
校
が
履
修
制
度
か
ら
習
得
制
度
へ
転
換

し
て
い
く
方
向
の
確
認
で
あ
る
。

２　

概
念

　

中
央
教
育
審
議
会
で
、
今
後
の
地
方
教
育
行

政
の
あ
り
方
に
つ
い
て
「
説
明
責
任
」
の
必
要

性
が
強
調
さ
れ
た
。
こ
の
概
念
は
、
説
明
責
任

だ
け
で
は
な
く
、
実
行
責
任
、
結
果
責
任
を
伴

　

何
度
も
い
う
が
、
た
だ
の
「
目
標
」
で
は

な
い
。
保
護
者
に
「
保
証
し
ま
す
」
と
言
い

切
っ
た
「
必
達
目
標
」
な
の
だ
。
目
標
を
達

成
す
る
た
め
に
は
、
目
標
が
あ
れ
ば
い
い
の

で
は
な
い
。
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
基
本

方
針
と
具
体
方
針
が
必
要
だ
。
海
浦
小
学
校

に
は
も
ち
ろ
ん
あ
る
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し

よ
う
。

★
学
力
向
上
の
基
本
方
針

①
必
達
目
標
の
公
開

②
「
単
元
通
知
表
」
に
よ
る
指
導
と
評
価
の

一
体
化

③
力
を
つ
け
る
学
習
シ
ス
テ
ム
の
導
入

（
向
山
型
国
語
、
向
山
型
算
数
の
導
入
、
Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ｓ
開
発
の
教
材
使
用
）

④
授
業
力
を
高
め
る
研
修
シ
ス
テ
ム
の
確
立

　

こ
の
項
目
の
一
つ
一
つ
が
、
注
目
す
べ
き

内
容
で
あ
る
。「
力
を
つ
け
る
学
習
シ
ス
テ
ム

の
導
入
」
と
あ
る
。
海
浦
小
学
校
及
び
吉
永

校
長
は
、
私
た
ち
の
努
力
の
結
晶
を
と
り
入

れ
て
下
さ
っ
た
。
次
の
三
つ
を
と
り
入
れ
る
、

と
あ
る
。

一
、
向
山
型
国
語

二
、
向
山
型
算
数

三
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
開
発
の
教
材

　

目
標
は
二
通
り
あ
る
。
努
力
目
標
（
方
向

目
標
）
と
到
達
目
標
だ
。

　

日
本
の
学
校
は
、
実
際
は
ほ
と
ん
ど
が
す

べ
て
努
力
目
標
だ
。「
や
る
よ
う
に
努
力
し
ま

し
ょ
う
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
結
果

が
き
び
し
く
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　

二
十
年
前
、
お
そ
ら
く
「
学
校
と
し
て
の

公
約
」
と
し
て
「
基
礎
学
力
の
保
証
を
教
育

課
程
に
明
記
す
る
」
こ
と
を
職
員
会
議
で
討

論
し
た
の
は
、
調
布
大
塚
小
学
校
だ
け
だ
っ

た
だ
ろ
う
。
そ
の
後
も
（
最
近
ま
で
は
）
皆

無
に
近
か
っ
た
と
思
う
。「
基
礎
学
力
を
学
校

と
し
て
保
証
す
る
」
こ
と
は
一
人
一
人
の
教

師
に
、
そ
れ
ほ
ど
大
問
題
な
の
だ
。

　

し
か
し
、
吉
永
校
長
率
い
る
熊
本
県
田
浦

町
海
浦
小
学
校
で
は
、
そ
の
こ
と
を
教
育
課

程
に
入
れ
、公
開
し
た
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
「
保

証
す
る
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
到
達

目
標
」
で
は
な
く
「
必
達
目
標
」
と
な
っ
て

い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
日
本
で
初
め
て
の
こ
と
だ
。

必
達
目
標
は
、
具
体
的
で
し
か
も
レ
ベ
ル
が

高
い
。
数
値
目
標
で
き
ち
ん
と
示
し
て
あ
る
。

　

例
え
ば
「
六
年
国
語
」
の
「
必
達
目
標
」
は
、

次
の
通
り
で
あ
る
。

①
教
科
書
の
文
章
を
１
分
間
に
３
６
０
字

以
上
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

②
新
出
漢
字
（
１
８
１
字
）
を
９
割
（
１

６
３
字
）
以
上
正
確
に
読
む
こ
と
が
で

き
る
。

③
新
出
漢
字
（
１
８
１
字
）
を
８
割
（
１

４
５
字
）
以
上
正
確
に
書
く
こ
と
が
で

き
る
。

④
10
分
間
に
文
章
を
３
５
０
字
以
上
正
確

に
書
き
写
す
こ
と
が
で
き
る
。

⑤
俳
句
や
短
歌
、
詩
な
ど
を
30
以
上
暗
誦

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑥
単
元
テ
ス
ト
で
９
割
以
上
と
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

感
無
量
！

　

つ
い
に
、
こ
う
し
た
学
校
も
誕
生
し
た
の

だ
。
斎
藤
喜
博
が
島
小
の
実
践
を
終
え
て
四

十
年
。
つ
い
に
、
日
本
の
教
育
界
は
、
す
ぐ

れ
た
校
長
の
も
と
で
、
歴
史
に
残
る
実
践
を

創
り
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

今
回
の
学
習
指
導
要
領
は
、
学
力
の
保
証

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
。
到
達
度
評

価
の
導
入
は
、
学
校
教
育
法
に
定
め
ら
れ
た

「
各
学
年
の
修
了
」
を
実
質
化
す
る
ね
ら
い
を

持
っ
て
い
る
。

　

学
校
教
育
は
履
修
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
が
、

習
得
シ
ス
テ
ム
を
と
り
入
れ
た
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
す
べ
て
の
担
任
は
「
基
礎
学
力
」

を
保
証
し
た
か
ど
う
か
、
そ
れ
は
い
か
な
る

根
拠
に
基
づ
く
の
か
、
ど
の
よ
う
な
指
導
を

し
て
、
い
か
な
る
変
化
が
生
ま
れ
た
の
か
を

具
体
的
に
説
明
で
き
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

そ
れ
が
学
校
に
課
せ
ら
れ
た
ア
カ
ウ
ン
タ

ビ
リ
テ
ィ
（
実
行
責
任
、
説
明
責
任
）
の
中

心
で
あ
る
。
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
は
、
専

門
家
を
納
得
さ
せ
ら
れ
る
内
容
を
求
め
ら
れ

る
の
だ
。

（『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
誌　

二
〇
〇
二
年

十
一
月
号　

明
治
図
書
「
学
校
の
履
修
シ
ス

テ
ム
に
習
得
シ
ス
テ
ム
を
と
り
入
れ
る
」）

※
吉
永
に
よ
り
中
略
等
あ
り
。

向
山
論
文
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太お
お

田た 

政ま
さ

男お

島
根
県
邑
南
町
立
高
原
小
学
校

授業が激変！ TOSS指導法最前線
TOSSノート、TOSSメモ、
ジャンボ ホワイト・TOSSノートを使った
プログラミング的思考法

TOSSノート、TOSSメモ、
ジャンボ ホワイト・TOSSノートを使った
プログラミング的思考法

子供の
情報活用術

１ 

分
析
の
基
本
型
を
教
え
る

　

五
年
・
国
語
「
注
文
の
多
い
料
理
店
」
の
授

業
で
あ
る
。
不
思
議
な
世
界
に
入
る
前
と
後
の

「
二
人
の
し
ん
し
」
像
を
分
析
さ
せ
た
。

　

ま
ず
は
辞
書
を
引
か
せ
た
。「
紳
士
」
と
は

「
上
品
で
礼
儀
正
し
い
男
の
人
」
と
あ
っ
た
。

「
こ
の
『
二
人
の
し
ん
し
』
は
『
上
品
で
礼
儀

正
し
い
男
の
人
』
で
し
た
か
？
」

「
違
い
ま
す
」

発
問
1 

で
は
、
前
半
の
「
し
ん
し
」
は
ど

ん
な
「
し
ん
し
」
だ
と
言
え
ま
す
か
。

ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

　

検
討
し
た
結
果
、「
自
己
中
心
的
な
し
ん
し
」

「
強
が
り
な
し
ん
し
」
と
い
う
二
つ
が
残
っ
た
。

発
問
2 

ど
の
言
葉
か
ら
分
か
り
ま
す
か
。

一
一
二
～
一
一
三
ペ
ー
ジ
か
ら
証
拠
を

見
付
け
て
線
を
引
き
な
さ
い
。

　

こ
の
作
業
は
意
外
と
難
し
い
。
文
章
と
の
つ

な
が
り
を
見
付
け
ら
れ
な
い
子
も
い
る
。
そ
こ

で
、
教
師
の
評
価
を
短
く
挟
む
こ
と
に
し
た
。

　

見
付
け
た
箇
所
を
発
表
さ
せ
、「
い
い
ね
！
」

「
い
い
と
こ
ろ
見
付
け
た
！
」「
お
し
い
！
」
な

ど
次
々
と
評
価
し
て
い
っ
た
。
こ
の
評
価
が
入

る
だ
け
で
楽
し
い
活
動
に
な
る
。

指
示
1 

見
付
け
た
証
拠
を
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ

モ
」
に
写
し
ま
す
。

　

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
書
き
な
が
ら
進
め
た
。

だ
。
分
析
と
い
う
と
大
変
に
感
じ
る
が
、

「『
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
』
を
四
枚
書
け
ば
Ｏ
Ｋ
」

「
ま
ず
は
一
枚
だ
け
書
い
て
ご
ら
ん
」

と
言
わ
れ
れ
ば
、
で
き
そ
う
な
気
が
す
る
。

　

し
か
も
、
一
枚
で
き
れ
ば
あ
と
は
「
同
じ
作

業
の
繰
り
返
し
」
だ
。
だ
か
ら
全
員
が
で
き
る
。

　

こ
の
後
、「
し
ん
し
は
前
と
後
で
変
わ
っ
た

と
言
え
る
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
討
論
を
し
た
。

３
﹁
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
﹂
を
使
っ
た 

 
 

ノ
ー
ト
ま
と
め

　

最
後
は
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
さ
せ
る
。

③
つ
な
げ
る
・
ま
と
め
る
。︻
統
合
︼

「『
二
人
の
し
ん
し
』
に
つ
い
て
見
開
き
二

ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
な
さ
い
」

　

見
開
き
二
ペ
ー
ジ
は
ほ
ぼ
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ

モ
」
で
埋
ま
っ
て
い
る
の
で
、
少
し
書
き
足
す

だ
け
で
よ
い
。
子
供
た
ち
は
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
」

を
並
び
替
え
た
り
、
文
字
を
書
き
加
え
た
り
し

始
め
た
。

「
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
人
は
、
お

い
で
。
幾
ら
で
も
教
え
ま
す
よ
」

　

そ
の
子
た
ち
に
は
次
の
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
た
。

⑴
似
て
い
る
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
」
を
集
め
る
。

⑵
「
紳
士
」
の
意
味
を
書
く
。

⑶
矢
印
を
描
く
。

⑷
ど
ん
な
「
し
ん
し
」
か
一
言
で
ま
と
め
る
。

⑸
前
と
後
を
対
比
さ
せ
る
。

　

一
人
の
子
に
こ
れ
ら
全
部
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

言
う
わ
け
で
は
な
い
。
子
供
た
ち
の
持
っ
て
来

た
ノ
ー
ト
を
見
な
が
ら
、
一
つ
ず
つ
ア
ド
バ
イ

ス
し
た
。

指
示
2 

そ
の
下
に
矢
印
を
描
い
て
、
ど
ん

な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
書
き
ま
す
。

　

説
明
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
。
実
際
に
や
っ

て
見
せ
た
。
そ
し
て
、
子
供
た
ち
に
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
メ
モ
」
を
渡
し
、
写
さ
せ
た
（
左
図
）。

「
目
標
は
四
枚
で
す
。
始
め
」

　

や
り
方
が
分

か
れ
ば
一
人
で

進
め
ら
れ
る
。

　

自
主
学
習
化

す
る
こ
と
が
で

き
た
。

２ 

分
析
を
細
分
化
で
き
る
﹁
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
﹂

　

後
半
も
分
析
さ
せ
た
。
ス
テ
ッ
プ
は
同
じ
だ
。

①
教
科
書
に
線
を
引
く
。︻
抽
出
︼

②
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
」
で
分
析
す
る
。︻
分
析
︼

　

前
半
の
分
析
は
白
の
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
」
に

書
か
せ
、
後
半
は
ピ
ン
ク
に
書
か
せ
た
。

　

な
ぜ
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
」
を
使
う
の
か
。

　

そ
れ
は
、
作
業
を
「
細
分
化
」
で
き
る
か
ら

「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
」
で
中
心
人
物
を
分
析
す
る

不
思
議
な
世
界
に
入
る
前
後
の
「
二
人
の
し
ん
し
」
に
つ
い
て
分
析
さ
せ
る
。

東京書籍・国語
5年・p.112-131



3435  2020. 1

授業が激変！ TOSS指導法最前線

TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
東京教育技術研究所　0120-00-6564

クラス全員が熱中するこの教材！クラス全員が熱中するこの教材！

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
東
京
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

事前準備ゼロ！　配って読むだけで
授業が成立するテキスト
年賀状作成の基礎から応用まで、これ一つで完全ナビゲート！
コンテンツ：「楽しい年賀状を作ろう！」（「手紙の書き方」テキスト）

西
にし

尾
お

 豊
ゆたか

神奈川県横浜市立洋光台第二小学校

「手紙の書き方」テキストを申し込む際、２種類のはがきが注文できる。そこで「年賀はがき」
を選ぶとセットで届くのが「楽しい年賀状を作ろう！」という年賀状の書き方テキストだ。
６ページ構成の三つ折りリーフレットの中に、年賀状の基本的な説明や書き方、豆知識など
が網羅されている。「手紙の書き方」テキストを使ったことのあるクラスなら、配るだけで活
動に入れるだろう。
　楽しいのは最後のページにある「６　もらってうれしい年賀状を書こう！」。前ページで学
んだ基本のかき方を用いて、好きなイラストを入れて年賀状を作るページだ。イラストの例
が幾つもあるので、絵が苦手な子も参考にしてかくことができる。また、「消しゴムハンコ」
や「ステンシル」なども紹介されているので、好きな子はそういった工夫も加えることがで
きる。12月にぜひ取り組みたいテキストだ。

　申し込みは「手紙の書き方体験授業」で検索。上段メニューの「教材申し込み」をクリッ
クするとフォームが出てくる（小学校、中学校、高校、特別支援学校で分かれている）。
なお、年賀状の申し込み期限は11月下旬で終了。通常はがきは２月末まで申し込める。

TOSSテキスト
を活用した授業実践報告
TOSSテキスト
を活用した授業実践報告

『教育トークライン』
東京教育技術研究所
タイアップ企画！

&TOSSオリジナル教材ウェブサイトの
「タイアップ企画」からご注文ください。
関連商品のプレゼントなど、様々な特典
をご用意しております。１、２、３月号
でご紹介する商品は、下記の３か月間
ずっとご注文いただけます。
早めの準備をしたい方や、短い期間では
忙しくてつい買いそびれてしまう方にも
安心してお買い求めいただけます。
『教育トークライン』誌とともに、“クラス
全員が熱中する教材”もぜひご利用ください。

【お申込み方法】
各商品の下に記載されているパスワードを、
TOSSオリジナル教材ウェブサイトのタイアップ商
品ページにある限定コードの枠に半角英数字でご入
力ください。
※パスワードには有効期間がございますので、ご
　注意ください。

２月号で紹介！
五色百人一首読み上げCD　3,000円（税込）
１回のご注文につき「五色百人一首下敷き」
をプレゼント！　パスワード：bh3q9q

１月号で紹介！
五色百人一首
　スタートキット 2,000円（税込）
　取り札 1,000円（税込）
　読み札 1,000円（税込）

TOSSオリジナル教材
https://www.tiotoss.jp/

３月号で紹介！
語呂合わせで、完全マスター！
五色百人一首
　４巻セット　7,040円（税込）
　各巻　　　　1,760円（税込）

※消費増税などの影響で、期間中に値上げする可能
性がございます。何とぞ、ご承知おきください。

１回のご注文につき「五色百人一首シール（非売品）」
をプレゼント！　パスワード：mmj429

１回のご注文につき「五色百人一首きんちゃく袋」
をプレゼント！　パスワード：ebmxi2

期間：2019年12月15日～2020年3月14日

定
番
教
材
「
五
色
百
人
一
首
」

（
東
京
教
育
技
術
研
究
所
）

短
時
間
で
、
ク
ラ
ス
を
変
え
、
子
供
を
変
え
る
魔
法
の
教
材
。

水み
ず

本も
と 

和か
ず

希き

神
奈
川
県
横
浜
市
立
美
し
が
丘
西
小
学
校

「
五
色
百
人
一
首
」
は
、
百
人
一
首

を
二
十
枚
ず
つ
五
色
に
色
分
け
し
て

い
る
。
二
十
枚
な
の
で
、
一
試
合
三

～
五
分
ほ
ど
の
時
間
で
で
き
る
。
向

山
洋
一
氏
が
開
発
し
た
、
ク
ラ
ス
を

熱
中
さ
せ
る
魔
法
の
教
材
で
あ
る
。

「
五
色
百
人
一
首
」
は
ク
ラ
ス

を
変
え
る
。

　

教
師
が
一
枚
札
を
読
む
。
一
つ
の

ル
ー
ル
を
伝
え
る
。
シ
ー
ン
と
し
た

空
気
の
中
で
、
ル
ー
ル
を
教
え
る
と

い
う
場
面
が
生
ま
れ
る
。
ま
た
一
枚

札
を
読
む
。
新
た
な
ル
ー
ル
を
一
つ

伝
え
る
。
幾
つ
も
の
ル
ー
ル
を
守
る

こ
と
に
よ
っ
て
試
合
が
成
立
す
る
。

ク
ラ
ス
に
ル
ー
ル
を
守
る
大
切
さ
が

浸
透
す
る
こ
と
で
、
落
ち
着
き
の
あ

る
ク
ラ
ス
に
変
わ
る
。

「
五
色
百
人
一
首
」
は
子
供
を

変
え
る
。

　

勝
ち
負
け
に
こ
だ
わ
り
、
負
け
る

と
キ
レ
て
し
ま
う
子
が
い
る
。
初
め

の
う
ち
は
、
負
け
を
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
。
し
か
し
、
試
合
を
重
ね
て
い

く
と
、
負
け
る
こ
と
へ
の
耐
性
が
付

い
て
い
く
。
結
果
、
子
供
が
負
け
を

受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。「
五

色
百
人
一
首
」
を
通
じ
て
、
一
人
一

人
の
子
供
が
変
わ
る
の
で
あ
る
。

トークライン
読者限定
お得情報!!
くわしくは、下を
ご覧ください。

主
体
的
な
学
び
に
つ
な
が
る

「
都
道
府
県
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
」（
正
進
社
）

楽
し
く
学
習
す
る
か
ら
、
子
供
は
家
で
も
学
習
し
て
く
る
。

田た

中な
か 

健け
ん

太た

群
馬
県
桐
生
市
立
新
里
中
央
小
学
校

　

フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
ユ
ー
ス

ウ
ェ
ア
ど
お
り
「
二
回
、
一
回
、
子
供

だ
け
」
の
順
で
行
っ
て
い
る
。
毎
時
間
、

授
業
の
開
始
を
「
都
道
府
県
フ
ラ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
」
か
ら
始
め
る
こ
と
で
、

授
業
が
安
定
し
て
始
め
ら
れ
る
。

　

フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
用
い
る
こ

と
で
、
都
道
府
県
名
を
覚
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

し
か
し
、
都
道
府
県
名
と
位
置
を

一
致
さ
せ
る
こ
と
が
課
題
だ
っ
た
。

そ
こ
で
Ａ
君
の
絵
描
き
歌
が
課
題
突

破
の
風
穴
を
開
け
て
く
れ
た
。

「
骨
を
一
本
描
き
ま
し
て
、
社
会
の

窓
を
描
い
た
な
ら
、
大
橋
一
本
付
け

足
し
て
、
こ
こ
に
住
む
と
お
徳
」

　

四
年
生
が
考
え
た
四
国
地
方
の
絵

描
き
歌
で
あ
る
。

　

略
地
図
に
絵
描
き
歌
を
付
け
加
え

る
こ
と
で
、
作
業
を
通
し
て
、
都
道

府
県
の
位
置
と
名
前
を
楽
し
く
覚
え

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

最
初
の
絵
描
き
歌
は
、
勉
強
が
嫌

い
な
や
ん
ち
ゃ
Ａ
君
が
考
え
て
き
た
。

　

Ａ
君
に
続
く
よ
う
に
、
多
く
の
子

が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
絵
描
き
歌
を
考
え
、

関
東
地
方
な
ど
、
次
々
に
絵
描
き
歌

が
生
ま
れ
た
。

　

フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
活
動
を
通

し
て
、
自
ら
進
ん
で
都
道
府
県
の
学

習
が
進
め
ら
れ
た
。
都
道
府
県
名
テ

ス
ト
で
は
、
全
員
が
合
格
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
授
業
の
導
入
が
楽
し
く

な
り
、
発
展
に

も
つ
な
が
る
魔

法
の
教
具
が
フ

ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
で
あ
る
。 クラスでの五色百人一首の様子

県大会の五色百人一首の様子
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デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説
T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSS教職員賠償責任保険

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できるシステムでトラブルに対応します。
保険料は、年間6380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSS教職員賠償責任保険ホームページ　https://tosshoken.com/

 教師必読！  トラブルに巻き込まれないための予備知識 
copy free

回
答
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士　

中な
か

井い 

光ひ
か
る

　
　
構
成
：
中な

か
　た
に谷 

康や
す
　ひ
ろ博

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

イラスト：谷岡 聡美

教
え
て
褒
め
る
が
教
師
の
仕
事

叱
る
こ
と
は
な
ぜ
駄
目
な
の
か
。

そ
の
弊
害
を
知
り
、
共
有
す
る
こ
と
で

褒
め
る
教
師
集
団
を
創
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

高た
か

杉す
ぎ 

祐ひ
ろ

之ゆ
き

北
海
道
江
別
市
立
大
麻
小
学
校

動
を
取
り
、
叱
る
人
が
い
な
く
な
れ

ば
元
に
戻
っ
て
し
ま
う
。
よ
く
あ
る

例
と
し
て
、
厳
し
い
男
の
先
生
の
と

き
は
言
う
こ
と
を
聞
く
が
、
優
し
い

女
の
先
生
に
な
る
と
言
う
こ
と
を
聞

か
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

③
派
生

　

叱
ら
れ
る
こ
と
が
続
く
と
、
叱
る

人
、
そ
の
状
況
に
関
わ
る
全
て
の
こ

と
が
嫌
い
に
な
る
。
例
え
ば
、
国
語

の
先
生
が
叱
る
こ
と
が
多
い
場
合
、

国
語
の
授
業
は
も
と
よ
り
、
国
語
の

先
生
の
持
っ
て
い
る
筆
記
用
具
も
嫌

い
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

④
反
発

　

叱
る
相
手
に
対
し
て
、
怒
る
、
暴

れ
る
、
泣
く
な
ど
感
情
が
高
ま
る
こ

と
で
あ
る
。

「
叱
る
」
こ
と
で
、
子
供
の
不
適
切

な
行
動
が
止
ま
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て

教
師
は
「
叱
れ
ば
不
適
切
な
行
動
が

止
ま
る
」
と
い
う
学
習
を
し
て
し
ま

う
。
叱
る
こ
と
で
し
か
子
供
を
動
か

す
こ
と
が
で
き
な
い
教
師
に
な
っ
て

し
ま
う
。

し
教
え
て
い
く
の
が
教
師
の
仕
事
で

あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
、
少
し
ず
つ
難
し
く

し
て
い
く
「
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
」
や
、

で
き
る
こ
と
か
ら
や
り
、
目
標
に
近

づ
け
る
「
シ
ェ
イ
ピ
ン
グ
」
と
い
う
方

法
で
教
え
て
い
く
こ
と
が
効
果
的
だ
。

　

そ
し
て
、
や
ら
せ
て
「
褒
め
る
」

の
だ
。
褒
め
る
こ
と
な
し
に
成
長
は

な
い
。
た
く
さ
ん
の
方
法
で
褒
め
て

あ
げ
、行
動
を
定
着
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

２ 

叱
る
こ
と
の
弊
害

①
近
接
領
域
弱
化

　

叱
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
関
係
の
な

い
こ
と
ま
で
全
て
を
駄
目
だ
と
思
い
、

や
る
気
を
な
く
し
て
し
ま
う
こ
と
で

あ
る
。
例
え
ば
、
作
文
を
書
い
た
と

き
に
、
字
の
粗
雑
さ
を
教
師
が
指
摘

す
る
。
子
供
は
、
作
文
を
書
く
と
注

意
さ
れ
る
と
考
え
、
作
文
そ
の
も
の

が
嫌
い
に
な
る
の
で
あ
る
。

②
弁
別

　

叱
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
る
と
、

叱
る
人
が
い
る
と
き
だ
け
、
良
い
行

と
い
う
よ
う
な
、
不
適
切
な
叱
り
方

を
指
す
こ
と
と
す
る
。

１ 
教
え
て
褒
め
る

　

子
供
が
何
か
で
き
な
い
で
い
る
と

き
に
、「
発
達
の
問
題
」「
家
庭
環
境
」

な
ど
の
責
任
に
す
る
教
師
が
い
る
。

そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
う
ち
は
、

何
の
解
決
に
も
な
ら
な
い
。

　

そ
の
子
供
た
ち
は
「
や
り
方
が
分

か
ら
な
い
の
だ
」
と
捉
え
、
や
り
方

を
教
え
る
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

「
教
え
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
子
供

た
ち
に
ス
キ
ル
を
与
え
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　

で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
繰
り
返

　

向
山
洋
一
氏
は
、

　

教
え
て
褒
め
る
の
が
教
師
の

仕
事

で
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
。

　

こ
の
向
山
氏
の
思
想
と
は
対
極
に

あ
る
の
が
、
叱
る
こ
と
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
子
供
た
ち
と
接
し
て

い
て
叱
る
こ
と
は
あ
る
。

　

短
く
、
ピ
シ
ッ
と
伝
え
る
。
そ
し

て
、
す
ぐ
に
切
り
替
え
る
。
こ
れ
な

ら
ま
だ
分
か
る
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
は
、

・
度
が
過
ぎ
る
ほ
ど
厳
し
く
叱
る

・
怒
鳴
る

・
お
び
え
さ
せ
る
ほ
ど
追
い
詰
め
る

・
し
つ
こ
く
ネ
チ
ネ
チ
叱
る

教
育
委
員
会
の
議
事
録
で
自
分
の
名
前
が

公
開
さ
れ
た
場
合
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か

　

教
育
委
員
会
の
会
議
の
議
事
録

が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

黒
塗
り
の
漏
れ
が
あ
り
、
自
分

の
名
前
が
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。

憲
法
に
根
拠
が
あ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権

か
ら
見
て
も
、
勝
手
に
氏
名
を
公
開
す

る
こ
と
は
、
許
さ
れ
な
い
行
為
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
個
人
情
報
が
行
政
や
教

育
委
員
会
の
不
注
意
に
よ
り
流
出
し
た

場
合
に
ど
の
よ
う
な
責
任
が
生
じ
る
か

に
つ
い
て
、
あ
る
通
信
教
育
の
会
社
か

ら
の
個
人
情
報
の
流
出
に
関
わ
る
事
案

で
は
、
一
件
当
た
り
三
千
円
程
度
の
慰

謝
料
の
支
払
い
の
判
例
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
以
上
の
こ
と
は
、
公
開
が

許
さ
れ
な
い
場
面
だ
け
の
こ
と
に
な
り

ま
す
。
懲
戒
免
職
な
ど
の
事
案
で
名
前

が
公
表
さ
れ
て
い
る
場
合
な
ど
、
元
々

公
開
が
許
さ
れ
る
経
緯
の
あ
る
条
件
で

名
前
が
公
表
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
れ
に

対
し
て
何
も
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
マ
ス
コ
ミ
か
ら
の
報
道
で
、

〇
〇
小
学
校
の
教
師
が
体
罰
を
行
っ
た

と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
教
育

委
員
会
に
記
者
か
ら
公
開
請
求
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

　

今
回
の
ケ
ー
ス
で
は
、
今
後
同
様
の

こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、
公
開
よ

り
先
に
黒
塗
り
漏
れ
を
発
見
し
て
異
議

申
し
立
て
を
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

次
回
の
事
件
例
。
回
答
は
次
号
。

　

小
学
校
一
年
生
の
保
護
者
が
、

自
分
の
子
供
に
対
す
る
い
じ
め
を

気
に
し
て
、
学
校
に
来
ま
す
。
校

長
が
、
い
つ
で
も
学
校
に
来
て
も

い
い
と
保
護
者
に
話
し
て
い
る
の

で
す
。
子
供
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル
が

あ
っ
た
と
き
な
ど
に
は
、
相
手
の

子
供
を
直
接
叱
責
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

ど
う
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　

中
井
弁
護
士
の
回
答

　

個
人
の
氏
名
は
、
個
人
を
特
定
す
る

も
の
で
す
。
行
政
は
、
氏
名
の
情
報
を

大
切
に
保
持
し
、
正
当
な
理
由
も
な
い

中
で
、
み
だ
り
に
公
開
し
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
本
人
に
無
断
で
氏
名
を
公
開
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。
解
釈
上

プリントは、デジタル・トー
クラインからダウンロードで
きます。
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一
連
の
流
れ
が
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
、

リ
ズ
ム
・
テ
ン
ポ
良
く
提
示
さ
れ
、

ス
ム
ー
ズ
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
子
供
た
ち
が
ブ
ロ
ッ
ク
を
実
際

に
使
っ
て
作
業
し
た
ら
、
時
間
が

何
倍
も
掛
か
る
。
ワ
ー
キ
ン
グ
メ

モ
リ
が
少
な
い
子
は
、
混
乱
す
る

だ
ろ
う
。

教
師
：
全
部
で
何
人
で
す
か
？

児
童
：
八
人
で
す
。

教
師
：
何
算
で
す
か
？

児
童
：
た
し
算
で
す
。

教
師
：
式
と
答
え
を
書
い
た
ら

先
生
の
所
に
持
っ
て
来
ま
す
。

　

図
か
ら
、
答
え
を
考
え
さ
せ
る
。

正
し
い
答
え
を
確
認
す
る
。
そ
し
て
、

式
と
答
え
を
書
か
せ
る
。
ど
の
子
も

安
心
し
て
、
式
と
答
え
を
書
く
こ
と

が
で
き
た
。

「
キ
ー
ワ
ー
ド
を
書
く
」「
隠
れ
た

数
を
見
え
る
化
す
る
」「
言
葉
を
根

拠
に
考
え
る
」
な
ど
、
学
ぶ
ス
キ

ル
を
身
に
付
け
さ
せ
た
授
業
で
も

あ
っ
た
。

教
師
：
ど
ん
ぐ
り
君
は
、
何
と

言
っ
て
い
ま
す
か
？

児
童
：「
ブ
ロ
ッ
ク
だ
と
…
…
。」

教
師
：
偉
い
！　

で
は
、
こ
れ

を
ブ
ロ
ッ
ク
に
変
え
ま
す
。

　

ス
ク
リ
ー
ン
の
子
供
の
顔
の
上
に

ブ
ロ
ッ
ク
を
提
示
す
る
。
提
示
コ
ン

テ
ン
ツ
を
有
効
に
活
用
し
て
い
る
。

⑴
ブ
ロ
ッ
ク
が
下
に
移
動
。

⑵
ブ
ロ
ッ
ク
が
○
に
変
わ
る
。

⑶
○
図
に
数
字
や
言
葉
を
記
入
。

児
童
：
違
い
ま
す
。
あ
れ
は
男

の
子
で
す
。

教
師
：
だ
っ
て
、
髪
の
短
い
女

の
子
か
も
し
れ
な
い
よ
。
後

ろ
に
三
人
い
る
か
ら
、
こ
の

子
が
か
な
さ
ん
だ
よ
。

児
童
：
違
う
。
後
ろ
が
分
か
ん

な
い
。

児
童
：
ト
ン
ネ
ル
の
中
に
隠
れ

て
い
る
。

児
童
：「
前
」
か
ら
数
え
た
ら
三

番
目
だ
か
ら
違
う
。

児
童
：「
前
」
は
決
ま
っ
て
い
る

け
ど
、「
後
ろ
」
は
分
か
ら
な
い
。

児
童
：「
前
」
か
ら
五
人
じ
ゃ
な

く
な
っ
ち
ゃ
う
か
ら
駄
目
だ
よ
。

　

文
章
題
で
は
、
文
章
を
読
ま
ず
、

「
挿
絵
」
だ
け
を
手
掛
か
り
に
す
る

子
が
、
ク
ラ
ス
に
少
な
か
ら
ず
い
る
。

「
言
葉
」
を
根
拠
に
し
て
考
え
さ
せ

る
学
習
が
必
要
だ
。

　

本
時
の
学
習
は
、
そ
の
練
習
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
問
題
だ
と

手
塚
氏
は
言
う
。

教
師
：「
前
」
は
決
ま
っ
て
い
た
ね
。

こ
こ
が
「
前
か
ら
」
一
番
目
だ
。

教
師
：
か
な
さ
ん
の
後
ろ
に
は
三
人

い
ま
す
。
何
人
が
ト
ン
ネ
ル
の
中

に
い
る
の
か
な
。

児
童
：
二
人
。

教
師
：
み
ん
な
も
、
こ
こ
に
二
人
分

の
○
を
か
き
ま
し
ょ
う
。

３ 

挿
絵
か
ら
式
へ

　

次
は
、
挿
絵
を
ブ
ロ
ッ
ク
、
○
、

式
へ
と
変
化
さ
せ
る
場
面
で
あ
る
。

ピ
ー
ド
で
学
習
で
き
た
の
で
あ
る
。

２ 

﹁
言
葉
﹂
で
揺
さ
ぶ
る

教
師
：
な
ぜ
、
こ
の
子
が
か
な
さ
ん

な
の
で
す
か
？

児
童
：
前
か
ら
五
番
目
だ
か
ら
で
す
。

「
前
か
ら
」
を
き
ち
ん
と
付
け
て

言
っ
て
い
る
こ
と
を
褒
め
た
。

　

と
こ
ろ
が
、こ
の
後
、「
後
ろ
か
ら
」

と
い
う
教
科
書
に
書
い
て
あ
る
言
葉

を
根
拠
に
、
手
塚
氏
は
子
供
た
ち
を

揺
さ
ぶ
る
の
で
あ
る
。

教
師
：
あ
れ
？　

こ
の
子
は
、

か
な
さ
ん
じ
ゃ
な
い
よ
。
か

な
さ
ん
の
後
ろ
に
三
人
い
る

ん
だ
か
ら
、
こ
の
子
（
前
か

ら
四
番
目
の
子
）
が
、
か
な

さ
ん
だ
よ
。
こ
の
子
が
か
な

さ
ん
だ
よ
ね
。

　

こ
の
揺
さ
ぶ
り
に
よ
っ
て
、

「
そ
う
だ
よ
！
」

と
先
生
に
賛
成
す
る
子
と
、

「
違
う
よ
！
」

と
反
論
す
る
子
に
分
か
れ
た
。

番
目
で
す
。
み
ん
な
も
「
ま
え
」

と
書
き
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
で
、
全
員
が
「
ま
え
」
と
い

う
語
彙
を
使
っ
て
、
位
置
を
言
葉
で

説
明
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

①
指
で
押
さ
え
る
。

②
教
科
書
と
同
じ
画
面
を
提
示
。

③
「
ま
え
」
が
ど
ち
ら
か
を
確
認
。

④
「
ま
え
」
を
書
く
場
所
を
確
認
。

　

①
～
④
の
ス
テ
ッ
プ
に
よ
り
、
遅

れ
が
ち
な
子
も
、
み
ん
な
と
同
じ
ス

１ 

聴
覚
・
視
覚
の
両
方
か
ら
入
力

教
師
：
葉
っ
ぱ
の
１
。
押
さ
え

ま
す
。
葉
っ
ぱ
の
１
。

　

「
か
な
さ
ん
は
ま
え
か
ら
５

ば
ん
め
に
い
ま
す
。
か
な
さ
ん

の
う
し
ろ
に
は
３
に
ん
い
ま
す
。

　
　

ぜ
ん
ぶ
で
な
ん
に
ん
い
る

で
し
ょ
う
か
。」

　

デ
ジ
タ
ル
教
材
を
使
っ
て
い
る
。

　

先
生
が
読
む
と
、
子
供
た
ち
が
自

然
に
追
い
掛
け
て
読
ん
だ
。
簡
単
に

見
え
る
が
、
声
の
抑
揚
、
目
線
、
リ

ズ
ム
な
ど
の
技
能
が
あ
る
か
ら
だ
。

　

手
塚
美
和
氏
は
、
耳
と
目
の
両
方

か
ら
情
報
が
入
る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
と
言
う
。
見
る
こ
と
や
聞
く
こ
と
が

苦
手
な
子
へ
の
配
慮
で
あ
る
。

教
師
：
み
ん
な
で
読
み
ま
す
。

　

「
か
な
さ
ん
は
」、
さ
ん
は
い
。

（
み
ん
な
で
音
読
す
る
）

　

次
は
、
子
供
た
ち
だ
け
で
問
題
文

を
読
ま
せ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
授
業

に
心
地
良
い
緊
張
感
が
生
ま
れ
た
。

教
師
：
か
な
さ
ん
は
ど
こ
に
い
ま
す

か
？

教
師
：
指
で
押
さ
え
て
ご
ら
ん
。

教
師
：
ス
ク
リ
ー
ン
を
見
な
さ
い
。

教
師
：
か
な
さ
ん
は
ど
の
子
で
す
か
？

教
師
：
こ
の
子
で
す
ね
。
前
か
ら
五

どの子もできるよう
になる算数の授業
どの子にも学ぶスキルを身に
付けさせるから、できるよう
になる。

教育出版・１年・p.148
「どんなしきになるかな」
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と
言
っ
て
、
ス
ケ
ッ
チ
ア
ッ
プ
を
見

せ
る
。

「
ど
の
よ
う
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
れ
ば

い
い
か
な
。」
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
実

際
に
作
業
さ
せ
て
み
た
い
と
こ
ろ
だ
。

　

以
上
で
、
大
体
一
時
間
の
内
容
だ

ろ
う
。

　

ま
だ
時
間
が
残
っ
て
い
る
だ
ろ
う

か
ら
、
先
生
が
用
意
し
た
紙
で
箱
を

作
っ
て
み
た
い
と
い
う
人
は
、
紙
を

取
っ
て
休
み
時
間
や
家
で
続
き
を
さ

せ
る
こ
と
に
す
る
。
で
き
た
の
を

持
っ
て
来
た
と
き
に
、「
す
ご
い
ね

～
」
と
褒
め
た
い
。

発
問
5 

面
の
数
は
幾
つ
か
な
。

ノ
ー
ト
に
書
け
た
ら
、
持
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
。

「
先
着
五
名
だ
よ
」
の
よ
う
に
区

切
っ
て
、
答
え
合
わ
せ
を
す
る
。

５ 

紙
を
用
意
し
て
お
く

「
葉
っ
ぱ
２
番
。『
自
分
で
は
こ
を

作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
1
は
こ
を

切
り
ひ
ら
く
と
、
ど
ん
な
形
に
な
る

か
し
ら
べ
ま
し
ょ
う
。』
だ
ね
。
よ

し
、じ
ゃ
あ
切
り
開
い
て
み
ま
す
よ
」

　

ゆ
み
ち
ゃ
ん
の
方
も
同
じ
よ
う
に

番
号
を
書
か
せ
、
何
枚
あ
る
か
確
認

す
る
。

発
問
4 

け
ん
じ
君
の
方
の
箱
の

面
の
形
は
、
長
方
形
だ
ね
。
ゆ

み
ち
ゃ
ん
の
方
の
箱
の
面
は

ど
ん
な
形
で
す
か
。

　

正
方
形
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

い
の
だ
。「
あ
り
ま
せ
ん
ね
」
と
だ

け
確
認
し
て
次
に
進
む
。

発
問
2 

上
の
箱
の
中
で
、
ゆ
み

ち
ゃ
ん
タ
イ
プ
の
箱
は
ど
れ

で
す
か
。
見
付
け
て
丸
を
付
け

な
さ
い
。

　

こ
れ
は
見
付
か
る
。

「
何
個
見
付
か
っ
た
か
な
。
ゆ
み

ち
ゃ
ん
タ
イ
プ
は
１
個
だ
け
だ
と
思

う
人
？　

二
個
だ
と
思
う
人
？　

三

個
だ
と
思
う
人
？
」

４ 

面
の
形
と
数

発
問
3 

面
は
幾
つ
あ
る
で
し
ょ

う
か
。

　

ス
ケ
ッ
チ
ア
ッ
プ
を
見
せ
て
、
ぐ

る
ぐ
る
と
回
転
さ
せ
て
、
六
つ
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
と
い
い
。

　

下
に
面
を
ば
ら
ば
ら
に
し
た
絵
が

あ
る
の
で
、
け
ん
じ
君
タ
イ
プ
か
ら

数
え
さ
せ
、
番
号
を
書
か
せ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
え
ば
即

い
い
授
業
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
な

い
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、
あ
く
ま
で
も
授
業

力
の
あ
る
先
生
が
活
用
す
る
こ
と
で

効
果
が
出
て
く
る
。

　

元
々
授
業
が
う
ま
く
な
い
先
生
が
、

ど
ん
な
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
て
も
、

や
っ
ぱ
り
授
業
は
駄
目
な
ま
ま
だ
。

３ 

箱
の
タ
イ
プ
は
二
種
類

　

箱
、
は
さ
み
、
の
り
な
ど
を
使
わ

な
い
で
授
業
す
る
と
し
た
ら
、
次
の

よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

「
葉
っ
ぱ
の
１
。『
紙
を
は
っ
て
、

き
れ
い
な
は
こ
を
作
り
ま
し
ょ
う
。』

だ
ね
」

発
問
１ 

け
ん
じ
君
と
ゆ
み
ち
ゃ

ん
は
、
教
科
書
の
写
真
の
中
の

ど
の
箱
を
使
っ
た
の
で
す
か
。

け
ん
じ
君
が
使
っ
た
と
思
う

箱
を
、
指
で
押
さ
え
て
ご
ら
ん
。

　

子
供
た
ち
は
教
科
書
を
よ
く
見
る

が
、
探
せ
な
い
。
写
真
の
中
に
は
な

１ 

最
初
か
ら
箱
を
触
ら
せ
る
か

「
は
こ
」
な
ど
の
立
体
的
な
も
の
を

扱
う
単
元
だ
。「
作
業
」
が
重
要
と

な
る
。
実
際
に
厚
紙
な
ど
で
作
ら
せ

る
。
模
型
を
触
ら
せ
る
⋮
⋮
様
々
な

活
動
が
あ
り
得
る
。

　

こ
う
し
た
活
動
は
楽
し
い
。
熱
中

す
る
。
た
だ
、
問
題
も
あ
る
。

①
時
間
が
掛
か
る
。

②
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
難
し
い
。

③
作
業
に
付
い
て
い
く
こ
と
が

で
き
ず
、
学
習
が
成
立
し
な

い
子
が
い
る
。

２ 

ス
ケ
ッ
チ
ア
ッ
プ
を
利
用
し
て
、

 

授
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
」
も
考
え
た
い
。

　

立
体
的
な
も
の
を
授
業
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
例
え
ば
「
ス
ケ
ッ
チ
ア
ッ

プ
」
は
お
薦
め
の
ソ
フ
ト
だ
。

　

操
作
が
簡
単
で
、
リ
ア
ル
に
見
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。
本
時
の
よ
う
な

場
面
で
使
用
す
る
と
、
大
き
な
効
果

を
発
揮
す
る
。

　

授
業
で
は
、
こ
う
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
、「
具

体
物
」
は
別
途
準
備
し
て
、
余
っ
た

時
間
や
、
休
み
時
間
な
ど
に
自
由
に

触
ら
せ
る
方
法
も
あ
る
。

楽しい活動を効率的
に進める
最初から箱を触らせるよりも、ICT
を活用して学習する方が効率的。
その上でたっぷりと実物にも触れ
させたい。

東京都・玉川大学教職大学院 教授

谷
たに

 和
かず

樹
き

構成：松
まつ

山
やま

 英
ひで

樹
き

神奈川県川崎市立西御幸小学校

TOSS授業技量検定十段
谷和樹の算数授業

4・8・1月号特別企画！ 谷和樹の国語・算数授業算
国

▲スケッチアップで立体を表示した画面例

▲スケッチアップで立方体の面の数を表示

▲スケッチアップで展開図のアニメを表示

算数
SANSU2年

教育出版・２年下・p.57-59
「はこの形」

D
D
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TOSS授業技量検定十段
河田孝文の算数授業

4・8・1月号特別企画！ 河田孝文の国語・算数授業算
国

山口県下関市立楢崎小学校

河
かわ

田
た

 孝
たか

文
ふみ

構成：下
しも

窪
くぼ

 理
り

政
せい

山口県下関市立長府小学校

手
放
し
す
る
に
は
、早
す
ぎ
る
。持
っ

て
来
さ
せ
て
ス
キ
ル
が
子
供
に
身
に

付
い
て
い
る
の
か
を
確
認
す
る
。

　

一
つ
一
つ
を
教
師
と
子
供
で
一
緒

に
確
認
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　

で
き
た
ら
、
次
の
問
題
へ
と
移
行

す
る
。
三
年
生
の
難
関
教
材
で
あ
る
。

一
つ
の
手
順
が
抜
け
る
と
、
計
算
全

部
が
破
綻
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
練
習
量
も
十
分
に
確
保
し

た
い
。
二
桁
×
二
桁
の
か
け
算
の
ス

キ
ル
が
手
に
入
れ
ば
、
次
の
ペ
ー
ジ

の
三
桁
×
二
桁
の
か
け
算
の
筆
算
の

ス
キ
ル
が
、
同
一
の
ラ
イ
ン
に
乗
っ

て
、
理
解
が
進
み
、
ス
キ
ル
を
習
得

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
こ
ま
で
来
て
、
た
し
算
で
間

違
っ
て
は
も
っ
た
い
な
い
。

　

一
の
位
か
ら
、
確
認
を
す
る
。

「
２
＋
０
＝
２
」

「
９
＋
９
＝
18
」

「
１
引
っ
掛
け
て
、
８
」

「
６
＋
１
＝
７
」

「
答
え
は
７
８
２
で
す
」

5 

ス
キ
ル
が
、
身
に
付
い
た
か 

 

ど
う
か
は
、
二
段
階
で  

 

チ
ェ
ッ
ク
を
す
る

　

新
ス
キ
ル
が
導
入
さ
れ
た
と
き
に

は
、
一
つ
目
は
、
例
題
を
も
う
一
度

子
供
た
ち
だ
け
で
ノ
ー
ト
に
書
か
せ

て
持
っ
て
来
さ
せ
る
。
ナ
ビ
ゲ
ー
ト

し
た
も
の
を
も
う
一
度
再
現
さ
せ
る

の
だ
。
筆
算
は
、
手
順
が
多
い
の
で

十
分
な
時
間
を
与
え
て
行
い
た
い
。

ノ
ー
ト
も
堂
々
と
使
わ
せ
た
い
。

　

も
う
一
つ
は
、
練
習
問
題
に
入
っ

て
か
ら
だ
。
ま
ず
は
、
練
習
問
題
の

一
番
だ
け
一
緒
に
解
く
よ
う
に
す
る
。

　

そ
し
て
、「
か
い
だ
ん
」
で
あ
る
。

子
供
た
ち
と
一
緒
に
言
う
。

「
か
い
だ
ん
」
と
言
い
な
が
ら
、
書

か
せ
る
。

　

次
か
ら
の
十
の
位
は
、
同
じ
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
 ※
に
な
っ
て
い
る
。

「
次
、
何
を
し
ま
す
か
」

「
補
助
計
算
で
す
」

「
補
助
計
算
、
23
×
３
」

「
次
に
何
を
し
ま
す
か
」

「
写
し
ま
す
」

　

同
じ
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
な
の
で
、
テ

ン
ポ
良
く
進
め
た
い
。

り
の
と
こ
ろ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
繰

り
上
が
り
の
１
を
引
っ
掛
け
て
い
る

の
か
を
ノ
ー
ト
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
指

導
を
一
貫
さ
せ
て
お
き
た
い
。
か
け

算
す
る
順
番
を
間
違
わ
な
い
よ
う
に
、

指
で
隠
し
て
お
く
の
も
、
向
山
型
算

数
の
大
事
な
パ
ー
ツ
の
一
つ
で
あ
る
。

　

次
は
、
補
助
計
算
を
写
す
。
写
す

こ
と
で
、
繰
り
上
が
り
の
計
算
で
筆

算
の
中
が
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
せ
ず
に
で

き
る
。
美
し
い
ノ
ー
ト
へ
の
布
石
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
ま
で
が
、
仕
組
み
に
な
っ
て

い
る
。
こ
こ
か
ら
先
が
ス
キ
ル
に

な
っ
て
い
る
の
だ
。
か
け
算
の
筆
算

の
仕
組
み
と
ス
キ
ル
を
同
じ
よ
う
に

考
え
そ
う
に
な
る
。
だ
が
、
こ
こ
で

仕
組
み
を
教
え
た
だ
け
で
は
、
ス
キ

ル
を
習
得
で
き
な
い
。
判
断
基
準
は
、

仕
組
み
を
手
放
し
で
子
供
が
再
現
で

き
る
か
だ
。
仕
組
み
を
教
え
た
だ
け

で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
込

ま
な
い
よ
う
に
心
し
た
い
。

３　

既
習
を
生
か
し
て
、 

 
 

ゴ
ー
ル
を
確
定
す
る

　

教
科
書
に
書
き
込
め
ば
、
答
え
を

確
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
30
個
分

も
４
個
分
も
既
習
事
項
な
の
で
、
さ

ら
っ
と
扱
う
。
絵
を
数
え
て
も
答
え

が
出
る
の
で
、
安
心
し
て
次
に
向
か

う
こ
と
が
で
き
る
。

４ 

補
助
計
算
は
、
堂
々
と
書
く
こ 

 

と
が
大
切
だ
。
小
さ
く
書
か 

 
せ
な
い
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
だ

　

補
助
計
算
の
中
で
は
、
繰
り
上
が

１ 

二
桁
×
二
桁
の
か
け
算
の
筆 

 

算
は
、
エ
ラ
ー
だ
ら
け
だ

　

三
年
生
の
算
数
難
関
教
材
の
一
つ

は
、
二
桁
×
二
桁
の
か
け
算
だ
。
エ

ラ
ー
を
起
こ
す
の
は
、
二
つ
で
あ
る
。

一
つ
は
、
か
け
る
順
番
を
間
違
う
と

こ
ろ
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
十
の

位
の
か
け
算
の
と
き
に
、
一
マ
ス
ず

ら
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
ス

キ
ル
と
し
て
、「
見
え
る
化
」
し
て
、

エ
ラ
ー
を
起
こ
す
の
を
防
ぎ
た
い
。

丁
寧
さ
だ
け
で
は
、
困
難
で
あ
る
。

一
つ
一
つ
の
作
業
を
細
分
化
す
る
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

２ 

仕
組
み
を
ス
キ
ル
と 

 
 

見
誤
る
と
こ
ろ
で
あ
る

　

ま
ず
は
、
ペ
ー
ジ
を
仕
組
み
と
ス

キ
ル
で
分
け
る
。

3年生の難関単元「2桁×
2桁の筆算」は、補助計算
とかいだんで攻略する
子供のつまずきを事前に防ぐ必
須アイテム「補助計算」と「か
いだん」で難関教材も。

啓林館・３年下・p.88

算数
SANSU3年

※ 

問
題
を
解
く
た
め
の
手
順
を
定
型
化
し
た
も
の
。

※ 教科書をもとにかき起こしました。

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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TOSS授業技量検定三段
鈴木恭子の算数授業

4・8・1月号特別企画！ 鈴木恭子の国語・算数授業算
国

算数
SANSU4年

　

こ
の
方
法
で
、
上
記
の
児
童
の
誤

答
は
明
ら
か
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き

た
。

　

こ
の
単
元
で
は
、
小
数
点
二
位
×

二
桁
の
整
数
ま
で
の
計
算
を
学
ぶ
。

こ
の
先
、
小
数
×
小
数
の
か
け
算
に

な
っ
た
と
き
、
こ
の
指
導
法
は
効
果

を
更
に
発
揮
す
る
。
何
桁
に
な
っ
て

も
、
○
の
数
だ
け
、
答
え
の
小
数
点

を
戻
せ
ば
よ
い
か
ら
で
あ
る
。

　

半
括
弧
矢
印
と
○
の
両
方
の
指
導

を
し
て
み
た
が
、
児
童
の
感
想
は

「
○
を
か
い
た
方
法
の
方
が
簡
単
だ
」

と
い
う
声
が
多
か
っ
た
。

　

今
だ
け
で
き
れ
ば
よ
い
の
で
は
な

い
。
三
学
期
初
め
の
単
元
、
次
学
年

へ
の
自
信
を
付
け
る
と
き
で
あ
る
。

ノ
ー
作
業
を
通
し
て
算
数
の
考
え
方

を
身
に
付
け
、
ノ
ー
ト
を
丁
寧
に
書

き
続
け
ら
れ
る
自
分
に
自
信
を
も
た

せ
た
い
。

　

単
元
終
了
後
に
は
単
元
で
成
長
し

た
こ
と
の
感
想
を
書
か
せ
た
い
。

　

つ
ま
り
、
こ
の
子
は
10
倍
す
る
意

味
や
10
分
の
１
す
る
意
味
を
理
解
し

て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

ノ
ー
ト
に
大
き
く
文
字
を
書
い
て
い

な
い
子
や
丁
寧
に
書
い
て
い
な
い
子

に
も
誤
り
が
多
く
見
ら
れ
た
。

　

そ
こ
で
、
半
括
弧
で
は
な
く
、
小

数
点
以
下
の
数
字
に
○
を
付
け
る
と

し
た
。

①
小
数
点
以

下
の
数
字

に
○
を
付

け
る
。

②
か
け
算
の
答
え
を
出
す
。

③
答
え
の
右
か
ら
○
を
付
け
た
数

（
右
の
計
算
の
場
合
は
２
）
に
○

を
付
け
る
。

④
○
を
付
け

た
数
字
の

左
に
小
数

点
を
打
つ
。

せ
る
。
空
書
き
も
や
っ
て
み
る
。

　

ま
た
、
指
揮
者
の
二
拍
子
の
よ
う

に
人
差
し
指
を
振
り
な
が
ら
、
言
葉

で
も
「
10
倍
、
1
10
」

　

ノ
ー
ト
作
業
を
す
る
。
小
数
点
の

移
動
を
（
半
括
弧
矢
印
）
か
く
。
右

に
１
、
答
え
は
左
に
１
。「
行
っ
て
、

戻
る
」
を
書
い
て
視
覚
化
す
る
。
書

い
て
作
業
す
る
か
ら
覚
え
る
。
頭
で

覚
え
る
の
で
は
な
い
。
手
で
覚
え
る

イ
メ
ー
ジ
だ
。

５ 

必
ず
作
業
を
さ
せ
る

　

慣
れ
て
く
る
と
、
作
業
を
し
な
く

な
る
子
が
出
て
く
る
。
正
答
が
求
め

ら
れ
れ
ば
よ
い
と
い
う
話
で
は
あ
る

が
、
そ
う
で
は
な
い
。
一
月
の
こ
の

時
期
に
こ
そ
語
り
た
い
。

「
め
ん
ど
く
さ
く
て
も
や
り
抜
く
こ

と
が
で
き
る
自
分
を
好
き
に
な
り
な

さ
い
。
算
数
が
で
き
る
こ
と
も
大
事

で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
、
め
ん
ど
く

さ
く
て
も
素
直
に
頑
張
っ
て
や
り
抜

く
こ
と
の
方
が
も
っ
と
大
事
な
の
で

す
」６ 

小
数
点
以
下
に
○
を
付
け
る

　

こ
の
単
元
を
授
業
し
た
と
き
、
半

括
弧
の
小
数
点
の
移
動
が
難
し
い
子

が
い
た
。
位
の
途
中
で
括
弧
を
作
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

４ 

筆
算
で
考
え
る

　

か
け
算
の
筆
算
は
、
位
を
そ
ろ
え

て
書
か
な
い
。
右
に
そ
ろ
え
て
書
く
。

こ
の
時
点
で

整
数
と
し
て

計
算
し
て
い

る
こ
と
に
な

る
。

　

次
に
、
答

え
を
10
で
わ

る
。
小
数
点

は
左
へ
。

　

こ
こ
で
小

数
点
の
動
き

に
注
目
さ
せ

る
。
右
に
動

い
た
小
数
が

同
じ
分
だ
け
戻
る
。

　

作
業
と
動
き
を
連
動
さ
せ
る
た
め

に
、
小
数
点
の
動
き
を
指
で
な
ぞ
ら

え
を
出
す
。
２
本
は
0.6
、
３
本
は
0.9

⋮
⋮
。
と
メ
モ
リ
を
書
き
込
む
と
見

え
て
く
る
。
図
か
ら
答
え
を
導
く
こ

と
が
で
き
る
と
、
低
位
の
子
ら
も
安

心
す
る
。

３ 

小
数
点
の
動
き
に
注
目
さ
せ
る

「
か
お
り
方
式
」
の
み
を
扱
う
。
１

を
0.3
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
0.1
を

１
と
考
え
る
と
18
個
分
に
な
る
。
そ

れ
を
横
の
式
に
書
き
換
え
る
。

「
0.3
を
10
倍
し
た
の
で
答
え
も
10
倍

に
な
っ
て
い

る
か
ら
、
答

え
を
10
で
わ

る
」

　

練
習
問
題

は
、
一
問
目

で
持
っ
て
来

さ
せ
る
。
早

く
終
わ
っ
た

児
童
に
板
書

さ
せ
て
答
え

合
わ
せ
。
二
桁
の
計
算
で
も
同
じ
こ

と
を
確
認
。

　

小
数
の
か
け
算
は
、
小
数
点
移
動

の
仕
方
を
シ
ン
プ
ル
に
す
る
こ
と
で
、

低
位
の
児
童
も
正
し
く
計
算
で
き
る
。

１ 

教
科
書
に
書
き
込
む

　

五
四
ペ
ー
ジ
の
既
習
事
項
は
、
教

科
書
に
書
き
込
ん
で
、
考
え
方
を
言

葉
で
確
認
す
る
丸
を
付
け
る
。

「
３
か
け
る
４
は
12
。
３
を
10
倍
し

て
い
る
の
で
、
答
え
も
10
倍
に
な
る
。

答
え
は
１
２
０
で
す
」

　

先
生
問
題
を
追
加
し
た
り
説
明
し

た
り
す
る
と
、
テ
ン
ポ
が
崩
れ
る
。

２ 

問
題
を
理
解
す
る

　

小
数
点
の
な
い
「
３
」
に
し
て
立

式
し
て
練
習
。

式
を
教
科
書

の
鉛
筆
マ
ー

ク
に
書
く
。

隣
と
確
認
。

丸
を
付
け
る
。

　

児
童
の
中

に
は
、
教
科

書
へ
の
書
き

込
み
を
「
い

け
な
い
こ

と
」
と
捉
え

て
い
る
子
が

い
る
。
し
っ
か
り
と
書
き
込
み
、
丸

を
付
け
て
先
に
進
み
た
い
。　

　

教
科
書
の
数
直
線
を
活
用
し
て
答

小数点の移動を
視覚化する
小数点の移動をゆび書きで覚
える。小数点以下の数字に○
を付けることで作業のミスを
なくす。

神奈川県相模原市立大島小学校

鈴
すず

木
き

 恭
きょう

子
こ

東京書籍・４年下・p.54-57

1　１本0.3L入りのジュースがあります。
1　このジュースを６本買うと、ジュース
は全部で何Lになりますか。
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多
角
形
で
あ
る
」
と
い
う
性
質
を
、

子
供
た
ち
は
、
作
業
を
通
し
て
確
認

し
、
先
生
の
「
驚
き
」
で
納
得
す
る

の
で
あ
る
。

　

残
り
二
つ
の
性
質
に
つ
い
て
も
、

同
様
に
活
動
を
通
し
て
実
感
さ
せ
る
。

　

②
の
「
二
つ
の
底
面
は
平
行
で
あ

る
」
も
、
上
部
の
底
面
に
定
規
を
載

せ
て
、
横
か
ら
見
て
、
机
と
平
行
で

あ
る
こ
と
で
確
認
す
る
。

　

③
の
「
側
面
は
長
方
形
が
正
方
形

で
あ
る
」
に
つ
い
て
も
、
実
際
に
側

面
を
写
し
取
ら
せ
て
み
る
。

　

こ
れ
は
、
な
か
な
か
難
し
い
が
、

や
ら
せ
て
み
れ
ば
、
長
方
形
に
写
し

取
れ
て
い
る
子
も
か
な
り
の
数
い
る
。

　

そ
れ
を
見
付
け
、
驚
き
褒
め
る
。

　

た
だ
単
に
、
教
師
が
教
具
を
手
に

し
て
説
明
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
実

際
に
作
業
を
通
し
て
真
理
を
導
い
て

い
く
。
実
感
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
、

確
実
な
定
着
を
図
る
秘ひ

訣け
つ

で
あ
る
。

答
え
る
だ
ろ
う
。

　

そ
の
と
き
、「
よ
く
気
付
い
た
ね
」

と
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
で
終

わ
っ
て
し
ま
う
。

　

そ
こ
が
、
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
で
あ

る
。

　

ワ
ン
ク
ッ
シ
ョ
ン
入
れ
て
「
え
？

そ
ん
な
こ
と
な
い
で
し
ょ
う
」
と
い

ぶ
か
し
ん
で
見
せ
る
。

　

す
る
と
子
供
た
ち
は
、「
同
じ
だ

よ
」「
同
じ
！
」
と
口
々
に
言
う
。

　

そ
こ
で
、「
ど
れ
、見
せ
て
ご
ら
ん
」

と
言
っ
て
、
二
つ
の
図
形
を
重
ね
て

み
る
。

　

そ
し
て
、「
あ
！　

本
当
だ
！　

す
ご
い
ね
。
よ
く
気
が
付
い
た
ね
」

と
感
情
豊
か
に
褒
め
て
あ
げ
る
。

　

さ
ら
に
、「
二
つ
が
同
じ
に
な
っ

た
人
？
」
と
全
員
に
挙
手
を
求
め
る
。

　

ほ
と
ん
ど
の
子
が
手
を
挙
げ
る
だ

ろ
う
。

　

そ
こ
に
間
髪
入
れ
ず
に
、「
さ
す

が
！　

ス
ー
パ
ー
五
年
生
！
」
と
褒

め
て
い
く
。

　

角
柱
の
「
二
つ
の
底
面
は
合
同
な

子
供
た
ち
が
納
得
す
る
よ
う
な
、
教

師
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
必
要
に
な

る
。２ 

教
師
は
役
者
た
れ

　

最
近
、
多
く
の
研
究
授
業
を
見
る

機
会
が
あ
っ
た
。

　

若
手
、
中
堅
、
ベ
テ
ラ
ン
と
年
齢

層
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
る
。

　

そ
れ
ら
授
業
者
に
、
共
通
し
て
足

り
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

そ
れ
は
、「
教
師
は
役
者
だ
」
と

い
う
意
識
で
あ
る
。

　

表
情
に
変
化
が
な
く
、
声
も
一
定

の
音
域
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
抑

揚
が
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
極
端
な
抑
揚
は
、
お

勧
め
で
き
な
い
が
、
あ
る
程
度
の
抑

揚
は
必
要
で
あ
る
。

　

そ
の
こ
と
で
、
リ
ズ
ム
が
生
ま
れ

て
く
る
の
だ
。

　

研
究
授
業
で
あ
る
か
ら
、
褒
め
言

葉
は
頻
繁
に
出
て
い
た
。

　

し
か
し
、
そ
こ
に
笑
顔
が
伴
っ
て

い
な
い
。

　

だ
か
ら
、
子
供
の
中
に
、
褒
め
言

葉
が
入
っ
て
い
か
な
い
。

　

つ
ま
り
、
子
供
は
褒
め
ら
れ
て
い

る
と
い
う
意
識
に
な
ら
な
い
の
だ
。

　

私
は
、
教
師
は
最
大
の
刺
激
物
と

し
て
、
授
業
の
中
で
活
躍
し
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
る
。

　

教
師
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
、
子

供
を
熱
中
さ
せ
る
こ
と
は
し
ば
し
ば

あ
る
。

　

刺
激
物
に
成
り
得
な
い
の
は
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
中
途
半
端
な
こ
と

に
起
因
し
て
い
る
。

　

そ
の
最
た
る
も
の
は
、
驚
き
の
欠

如
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
先
に
示
し
た
「
二
つ
の

底
面
は
合
同
な
多
角
形
で
あ
る
。」

と
い
う
性
質
を
調
べ
る
活
動
で
考
え

て
み
よ
う
。

　

ま
ず
は
子
供
た
ち
に
二
つ
の
底
面

を
切
り
取
ら
せ
る
。

　

そ
し
て
、「
何
か
気
付
い
た
こ
と

は
な
い
か
」
と
尋
ね
て
み
る
。

　

子
供
は
、「
同
じ
大
き
さ
だ
」
と

　

ま
ず
、
小
さ
め
の
画
用
紙
を
二
枚

配
付
す
る
。

　

一
枚
に
一
方
の
底
面
を
写
し
取
り
、

も
う
一
枚
に
反
対
側
の
底
面
を
写
し

取
ら
せ
る
。

　

そ
れ
ら
を
切
り
取
ら
せ
る
。

　

そ
し
て
、
重
ね
る
。

　

正
確
に
写
し
取
り
、
切
る
こ
と
が

で
き
て
い
れ
ば
、
ぴ
っ
た
り
重
な
る

は
ず
で
あ
る
。

　

恐
ら
く
ほ
と
ん
ど
の
子
は
、
ぴ
っ

た
り
重
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

　

こ
の
作
業
で
、
二
つ
の
底
面
が
合

同
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
さ
せ

る
。

　

仮
に
正
確
に
切
り
取
る
こ
と
が
で

き
な
く
て
も
、
よ
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

そ
の
子
た
ち
に
は
、
正
確
に
切
り

取
る
経
験
が
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

　

な
ら
ば
、
そ
う
い
っ
た
経
験
の
場

を
提
供
で
き
た
こ
と
に
は
、
価
値
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
底
面
が
合
同
に
な
る
と

い
う
性
質
を
定
着
さ
せ
る
の
だ
か
ら
、

底
面
は
三
角
形
で
す
ね
」
と
言
い
な

が
ら
三
角
柱
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
、

「
こ
ち
ら
の
底
面
も
三
角
形
で
す
ね
」

と
教
師
が
、
一
方
的
に
説
明
を
す
る

場
面
で
あ
る
。

　

確
か
に
、
三
角
形
と
三
角
形
で
あ

る
か
ら
、「
見
れ
ば
分
か
る
」
と
思

わ
れ
る
。
だ
か
ら
、
簡
単
に
説
明
を

し
て
、
次
に
進
み
た
く
な
る
。

　

た
だ
、
こ
れ
は
も
っ
た
い
な
い
。

そ
こ
に
子
供
た
ち
の
実
感
が
伴
っ
て

い
な
い
の
で
、
定
着
し
な
い
。

　

し
っ
か
り
と
定
着
を
さ
せ
た
い
の

で
あ
れ
ば
、
実
際
に
合
同
で
あ
る
こ

と
を
子
供
自
身
に
納
得
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

数
あ
る
角
柱
の
中
で
、
一
つ
だ
け

で
も
い
い
か
ら
、
実
際
に
作
業
を
し

て
、「
や
は
り
二
つ
の
底
面
は
、
合

同
だ
っ
た
」
と
納
得
さ
せ
た
い
。

　

そ
こ
で
、
使
い
た
い
の
が
、
先
に

挙
げ
た
角
柱
や
円
柱
の
教
具
で
あ
る
。

　

数
が
足
り
な
い
の
は
痛
い
が
、
時

間
が
掛
か
っ
て
も
、
子
供
た
ち
に
作

業
を
さ
せ
る
。

１ 

作
業
を
通
し
て
実
感
さ
せ
る

　

ど
の
学
校
に
も
、
角
柱
や
円
柱
の

立
体
模
型
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　

例
え
ば
、
三
角
柱
の
模
型
が
、
学

級
の
児
童
数
分
あ
れ
ば
、
申
し
分
な

い
。
し
か
し
、
よ
く
て
三
人
に
一
つ

し
か
割
り
当
た
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

そ
の
た
め
、
教
師
が
模
型
を
見
せ

な
が
ら
、
全
員
に
説
明
を
す
る
と
い

う
指
導
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。

　

角
柱
と
円
柱
の
性
質
は
、
次
の
よ

う
に
な
る
。

〈
角
柱
の
性
質
〉

①
二
つ
の
底
面
は
合
同
な
多
角

形
で
あ
る
。

②
二
つ
の
底
面
は
平
行
で
あ
る
。

③
側
面
は
長
方
形
か
正
方
形
で

あ
る
。

〈
円
柱
の
性
質
〉

①
二
つ
の
底
面
は
合
同
な
円
で

あ
る
。

②
二
つ
の
底
面
は
平
行
で
あ
る
。

③
側
面
は
曲
面
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、「
三
角
柱
の
底
面
が
合

同
な
三
角
形
で
あ
る
」
と
い
う
性
質

を
取
り
上
げ
る
と
き
、
次
の
よ
う
な

指
導
場
面
を
よ
く
見
掛
け
る
。

　

そ
れ
は
、
子
供
た
ち
に
三
角
柱
の

底
面
を
見
せ
な
が
ら
、「
こ
ち
ら
の

立体の性質を
実感させる
「立体の性質」は、作業を通
して内容を実感させる。その
際、教師のパフォーマンスで、
子供たちを熱中させる。これ
ができれば、定着率は格段に
上昇する。

4・8・1月号特別企画！ 松崎力の国語・算数授業算
国

栃木県真岡市立真岡東小学校

松
まつ

崎
ざき

 力
つとむ

TOSS授業技量検定九段
松崎力の算数授業

算数
SANSU5年
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TOSS授業技量検定九段
木村重夫の算数授業

4・8・1月号特別企画！ 木村重夫の国語・算数授業算
国

算数
SANSU6年

東京都・日本文化大學 講師

木
き

村
むら

 重
しげ

夫
お

と
○
を
付
け
る
。
板
書
し
た
子
に
読

ま
せ
た
。
途
中
で
全
員
に
言
う
。

　

間
違
え
た
人
は
黒
板
を
見
て

直
し
な
さ
い
。
ま
だ
の
人
は
黒

板
を
見
て
写
し
な
さ
い
。
写
す

の
も
お
勉
強
の
う
ち
で
す
。

　

一
番
い
け
な
い
の
は
、
ノ
ー

ト
に
何
も
書
い
て
な
い
こ
と
で

す
。

「
あ
か
ね
こ
計
算
ス
キ
ル
」（
光
村

教
育
図
書
）
で
終
了
。

　

以
上
は
、
神
奈
川
の
小
学
校
六
年

生
へ
の
飛
び
込
み
授
業
で
あ
る
。

　

参
観
さ
れ
た
先
生
が
言
っ
た
。

「
先
生
の
言
葉
が
だ
ん
だ
ん
減
っ
て

い
っ
て
、
逆
に
子
供
の
話
す
言
葉
が

増
え
て
い
ま
し
た
」

　

向
山
型
算
数
を
す
る
と
、
教
師
の

言
葉
は
だ
ん
だ
ん
減
り
、
子
供
が
活

躍
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

算
数
が
苦
手
な
女
子
の
声
。

「
木
村
先
生
の
授
業
、
め
っ
ち
ゃ
分

か
り
や
す
か
っ
た
」

５ 

型
に
合
わ
せ
て
書
く

　

定
義
を
読
む
。「
速
さ
は
、
単
位

時
間
あ
た
り
に
進
む
道
の
り
で
表
し

ま
す
。」
と
あ
る
。

「
速
さ
を
求
め
る
と
き
は
、
普
通
、

だ
い
き
さ
ん
の
考
え
方
で
や
る
の
で

す
ね
」

　

遅
か
っ
た
者
同
士
、

か
ず
子
さ
ん
と
さ
と

し
さ
ん
の
速
さ
を
比

べ
ま
す
。
だ
い
き
さ

ん
の
考
え
方
で
や
り

ま
す
。
二
人
の
速
さ

を
ノ
ー
ト
に
説
明
し

ま
し
ょ
う
。

　

書
け
た
ら
ノ
ー
ト

を
持
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
。

　

黒
板
を
二
つ
に
分
け

て
、
か
ず
子
さ
ん
と
さ

と
し
さ
ん
を
三
人
ず
つ

板
書
さ
せ
た
。
ほ
か
の

子
の
ノ
ー
ト
に
は
次
々

３ 

声
に
出
し
て
言
わ
せ
る

　

書
い
て
終
わ
ら
な
い
。
読
ま
せ
る
。

「
だ
い
き
さ
ん
の
考
え
を
説
明
し
ま

す
」「
だ
い
き
さ
ん
は
時
間
を
そ
ろ

え
て
比
べ
ま
し
た
」「
１
秒
間
あ
た

り
何
ｍ
走
っ
た
か
を
調
べ
ま
し
た
」

「
あ
つ
し
さ
ん
、（
三
点
セ
ッ
ト
を
読

む
）」「
た
ま
み
さ
ん
（
三
点
セ
ッ
ト

を
読
む
）」「
だ
か
ら
、
あ
つ
し
さ
ん

の
方
が
速
い
で
す
」

　

追
い
読
み
の
後
は
一
人
で
読
む
。

声
に
出
し
て
言
う
こ
と
も
大
切
だ
。

　

こ
れ
を
「
説
明
」
と
言
い
ま
す
。

４ 

も
う
一
つ
の
説
明
を
書
く

　

次
は
右
ペ
ー
ジ
に
書
く
。

　

ゆ
い
さ
ん
の
考
え
を
、
同
じ

よ
う
に
三
点
セ
ッ
ト
を
使
っ
て

ノ
ー
ト
に
説
明
し
て
ご
ら
ん
な

さ
い
。

　

シ
ー
ン
と
な
る
。
教
師
は
机
間
指

導
す
る
。
配
慮
の
要
る
子
に
は
、
赤

鉛
筆
で
薄
く
書
い
て
や
っ
て
な
ぞ
ら

せ
る
。
全
員
で
ノ
ー
ト
に
書
い
た
説

明
を
読
む
。

　

左
の
写
真
は
、
教
材
研
究
で
書
い

た
子
供
の
ノ
ー
ト
で
あ
る
。
子
供
と

同
じ
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー
ト
」
に
書
い

て
お
く
と
、
指
導
し
や
す
い
。

「
式
を
書
き
な
さ
い
」

　

と
っ
て
も
簡
単
で
す
ね
。
な

ぜ
で
す
か
。

（
教
科
書
に
書
い
て
あ
り
ま
す
）

　

そ
の
と
お
り
！

「
教
科
書
は
お
手
本
で
す
。
教
科
書

を
き
ち
ん
と
見
る
こ
と
は
と
て
も
大

切
で
す
」

　

筆
算
も
ノ
ー
ト
に
書
く
の
で

す
よ
。
大
き
く
堂
々
と
書
き
な

さ
い
。

　

答
え　

６
．２
５
ｍ
。

　

式
・
筆
算
・
答
え
の
こ
と
を

何
と
言
い
ま
す
か
。

「
三
点
セ
ッ
ト
」
で
す
ね
。

　

同
様
に
、
た
ま
み
さ
ん
の
速
さ
も

求
め
る
。

「『
だ
か
ら
、
□
さ
ん
の
方
が
速
い
』

□
に
名
前
を
入
れ
る
の
で
す
よ
」

　

こ
こ
ま
で
で
、
速
さ
の
説
明
の
基

本
型
が
ノ
ー
ト
に
書
け
た
。

の
方
が
走
る
道
の
り
が
長
い
か
ら
」

「
近
く
の
人
に
言
っ
て
ご
ら
ん
」

「
教
科
書
①
、
②
。
□
に
名
前
を
書

き
な
さ
い
」

　

口
頭
で
や
り
取
り
し
て
か
ら
、
教

科
書
に
書
き
込
ま
せ
れ
ば
ス
ム
ー
ズ

に
で
き
る
。

「
そ
れ
で
は
、
速
い
者
同
士
、
あ
つ

し
さ
ん
と
た
ま
み
さ
ん
で
は
ど
ち
ら

が
速
い
で
し
ょ
う
か
」

　

一
部
の
「
で
き
る
子
」
は
答
え
ら

れ
る
だ
ろ
う
が
、
多
く
の
子
は
よ
く

分
か
ら
な
い
。
モ
タ
モ
タ
考
え
さ
せ

る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

「
次
の
ペ
ー
ジ
」

２ 

三
点
セ
ッ
ト
で
速
さ
比
べ

　

教
科
書
に
二
人
の
考
え
方
が
載
っ

て
い
る
。
一
人
の
考
え
方
を
ノ
ー
ト

の
左
ペ
ー
ジ
に
書
か
せ
る
。

だ
い
き

　

時
間
を
そ
ろ
え
て
比
べ
る
。

　

１
秒
間
あ
た
り
何
ｍ
走
っ
た
か
。

１ 

表
を
指
で
隠
す

　

二
人
ず
つ
二
組
の
競
走
場
面
。

走
っ
た
道
の
り
と
時
間
の
表
を
扱
う
。

　

あ
つ
し
さ
ん
と
か
ず
子
さ
ん

だ
け
を
見
ま
す
。
下
の
二
人
の

数
字
を
指
で
隠
し
て
ご
ら
ん
。

　

必
要
な
情
報
だ
け
に
注
目
さ
せ
る
。

「
ど
ち
ら
が
速
い
で
す
か
？
」

「
理
由
が
言
え
る
人
？
」

「
同
じ
道
の
り
な
の
に
、
あ
つ
し
さ

ん
の
方
が
走
る
時
間
が
短
い
か
ら
」

「
近
く
の
人
に
言
っ
て
ご
ら
ん
」

　

次
に
、
先
生
は
何
て
言
う
と

思
い
ま
す
か
。

　

右
の
問
い
に
子
供
が
答
え
ら
れ
れ

ば
、
手
順
が
理
解
で
き
て
い
る
。

（
上
の
二
人
を
隠
し
な
さ
い
）

「
ど
ち
ら
が
速
い
で
す
か
？
」

「
理
由
が
言
え
る
人
？
」

「
同
じ
時
間
な
の
に
、
た
ま
み
さ
ん

教師の言葉が減って
いき、子供が活躍す
るようになる向山型
算数
教科書をしっかり見て、速さを
求め、説明させる。太字は向山
型算数の典型的な指導パーツ。

学校図書・６年・p.95-96
「速さ」

名前 道のり
（ｍ）

時間
（秒）

あつし 50 ８

かず子 50 10

さとし 54 12

たまみ 60 12
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と
が
あ
っ
た
か
ら
、
円
を
描
く
よ
う

に
温
ま
る
と
思
う
」

２ 

実
験
し
結
論
を
ま
と
め
る

　

お
が
く
ず
を
入
れ
た
水
と
、
サ
ー

モ
イ
ン
ク
を
入
れ
た
水
を
熱
し
て
、

温
め
ら
れ
た
水
の
動
き
方
を
調
べ
、

記
録
す
る
。

　

お
が
く
ず
を
使
っ
た
実
験
で
は
、

お
が
く
ず
が
上
の
方
に
行
く
様
子
が

確
認
で
き
る
。

　

サ
ー
モ
イ
ン
ク
を
使
っ
た
実
験
で

は
、
温
ま
っ
た
サ
ー
モ
イ
ン
ク
が
下

の
方
か
ら
上
の
方
に
行
き
、
色
が
変

わ
っ
て
い
く
様
子
が
確
認
で
き
る
。

　

児
童
の
発
言
か
ら
結
論
を
ま
と
め

る
。

　

温
め
ら
れ
た
水
は
上
に
動
く
。

水
は
、
動
き
な
が
ら
全
体
が
温

ま
っ
て
い
く
。

「
金
属
は
温
め
た
所
か
ら
順
に
温

ま
っ
た
の
で
、水
も
同
じ
だ
と
思
う
」

「
料
理
を
し
た
と
き
に
、
下
か
ら
泡

が
出
て
き
た
の
で
、
底
か
ら
温
ま
る

と
思
う
」

「
お
風
呂
に
入
っ
た
と
き
、
下
の
方

が
ぬ
る
く
て
、
上
の
方
が
温
か
い
こ

１ 

温
ま
り
方
を
予
想
す
る

　

温
め
ら
れ
た
水
は
ど
の
よ
う

に
動
く
の
だ
ろ
う
か
。

　

教
科
書
で
は
、
金
属
、
水
、
空
気

の
順
で
実
験
す
る
。
水
の
温
ま
り
方

を
予
想
す
る
と
き
に
は
、
児
童
の
体

験
や
経
験
、
既
習
の
金
属
の
温
ま
り

方
を
想
起
さ
せ
る
な
ど
す
る
と
よ
い
。

　

左
上
の
図
の
よ
う
な
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
を
作
成
、
も
し
く
は
ノ
ー
ト
に
か

か
せ
て
、
温
め
ら
れ
た
水
の
動
き
を

予
想
し
、
矢
印
な
ど
を
か
か
せ
る
。

　

温
め
ら
れ
た
水
は
、
ど
の
よ

う
に
動
く
か
、
図
に
矢
印
で
か

き
ま
す
。
理
由
も
書
き
ま
す
。

基礎
・基本

理科

Ｂ
、
Ｃ
の
順
に
温
ま
っ
て
い
く
こ
と

が
分
か
っ
た
。

２ 

児
童
の
理
解
を
深
め
る
実
験

　

温
め
ら
れ
た
水
は
上
に
動
く
。

水
は
、
動
き
な
が
ら
全
体
が
温

ま
っ
て
い
く
。

と
い
っ
た
結
論
を
児
童
と
一
緒
に
考

え
ら
れ
る
と
よ
い
。

「
金
属
を
温
め
る
と
き
に
は
、
ロ
ウ

を
使
っ
て
温
ま
り
方
や
動
き
を
見
や

す
く
し
た
。
水
に
も
ロ
ウ
み
た
い
な

も
の
は
な
い
か
な
」

　

児
童
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
意
見
が

出
た
の
で
、
最
後
に
、
児
童
の
理
解

を
深
め
る
た
め
の
実
験
と
し
て
液
体

洗
剤
を
使
っ
て
演
示
実
験
を
し
た
。

　

洗
剤
を
、
ビ
ー
カ
ー
に
入
れ
て
温

め
る
。
す
る
と
、
白
い
線
が
見
え
て

き
て
、
温
め
た
所
か
ら
上
に
行
き
、

全
体
が
温
ま
る
様
子
を
は
っ
き
り
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
児
童
の
理
解
が

深
ま
っ
た
。

し
、
ビ
ー
カ
ー
の
上
に
載
せ
る
。

３
．
Ａ
の
温
度
計
の
真
下
か
ら

熱
す
る
。

４
．
一
分
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の

温
度
計
の
数
値
を
記
録
す
る
。

５
．
五
分
た
っ
た
ら
、
火
を
止

め
て
記
録
を
ま
と
め
る
。

　

本
実
験
で
は
、
一
〇
〇
〇
ミ
リ

リ
ッ
ト
ル
の
ビ
ー
カ
ー
を
使
用
し
た
。

温
度
の
差
を
見
や
す
く
す
る
た
め
で

あ
る
。

　

水
圧
が
掛
か
っ
て
割
れ
や
す
く
な

る
た
め
、
使
用
に
は
十
分
に
注
意
す

る
。特
に
、机
に
置
く
と
き
に
は
そ
っ

と
丁
寧
に
置
く
よ
う
に
す
る
。

　

温
度
の
差
は
僅
か
で
あ
る
が
、
Ａ
、

１ 

実
験
道
具
・
方
法
を
考
え
る

　

水
の
温
ま
り
方
と
、
水
の
動
き
を

調
べ
る
と
い
う
問
題
を
作
っ
た
後
、

予
想
を
立
て
、
実
験
道
具
を
考
え
る
。

　

必
要
な
実
験
道
具
と
、
実
験

方
法
を
考
え
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
実
験
道
具
が
必
要
か
、

考
え
る
過
程
で
、
使
っ
た
こ
と
の
あ

る
温
度
計
が
出
て
く
る
。
温
度
計
を

ど
の
よ
う
に
使
っ
た
ら
、
動
き
や
温

ま
り
方
を
調
べ
ら
れ
る
か
、
助
言
し

な
が
ら
考
え
て
い
く
。
教
師
が
一
方

的
に
与
え
る
の
で
は
な
く
、
児
童
と

一
緒
に
考
え
る
こ
と
で
、
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
に
つ
な
が
る
。

「
温
ま
り
方
や
動
き
を
調
べ
る
か
ら
、

上
や
下
に
温
度
計
を
置
き
た
い
」

　

温
度
計
の
高
さ
を
変
え
て
調
べ
た

い
と
い
う
児
童
の
意
見
を
取
り
入
れ
、

ビ
ー
カ
ー
の
上
に
、
温
度
計
を
入
れ

る
穴
を
開
け
た
長
方
形
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
段
ボ
ー
ル
（
三
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
×
一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
を

乗
せ
て
実
験
を
し
た
。
実
験
方
法
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１
．
一
〇
〇
〇
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

の
ビ
ー
カ
ー
に
、
水
を
八
〇

〇
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
入
れ
る
。

２
．
実
験
器
具
に
温
度
計
を
挿

理科

４年「物のあた
たまり方」の
基礎・基本
金属の温まり方を基に、
水の温まり方を考える。

東京都公立小学校

髙
たか

木
ぎ

 順
じゅん

一
いち

東京書籍・４年・p151-152

４年「物のあた
たまり方」の
主体的・対話的で
深い学び
児童が実験道具と実験方法
を考え、水の動きと温まり
方を一度に調べる実践。

東京都公立小学校

髙
たか

木
ぎ

 順
じゅん

一
いち

東京書籍・４年・p.151-152

「基礎・基本の授業例」と「主体的・対話的で深い学びの授業例」

主体

的・対
話的で深い学び

水

ビーカーの底の端を熱する

水

ビーカーの底の端を熱する

水

ビーカーの底の端を熱する

水

ビーカーの底の端を熱する
Aの温度計の下から熱する

水A B C
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こ
の
七
つ
の
「
型
」
に
当
て
は
め

れ
ば
よ
い
。
さ
ら
に
「
デ
ィ
ベ
ー
ト
」

へ
と
発
展
さ
せ
る
と
盛
り
上
が
る
。

展
開
は
「
討
論
」
の
定
石
に
従
う
。

⑴
二
つ
に
絞
り
込
む
。

⑵
少
数
派
か
ら
理
由
を
言
わ
せ

る
。

　

学
校
行
事
を
二
つ
取
り
上
げ
、
教

師
が
Ａ
、
児
童
に
Ｂ
を
言
わ
せ
る
。

ど
ち
ら
の
行
事
が
楽
し
み
か
尋
ね
て
、

教
室
を
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
。

理
由
を
言
え
た
ら
黒
板
に
正
の
字
で

ポ
イ
ン
ト
を
加
算
し
て
い
く
と
熱
狂

す
る
。
慣
れ
て
き
た
ら
ペ
ア
や
班
な

ど
、
子
供
同
士
で
も
で
き
る
。

ロ
ー
グ
を
見
付
け
る
。

　

本
単
元
「U

nit9

」
で
は
、「
中
学

校
生
活
で
は
ど
ん
な
部
活
動
に
参
加

し
た
い
か
」
と
「
中
学
校
生
活
で
は

ど
ん
な
学
校
行
事
が
楽
し
み
か
」
と

い
う
二
つ
の
疑
問
文
を
扱
う
。
今
回

は
後
者
の
質
問
か
ら
「
や
り
取
り
」

に
発
展
さ
せ
る
例
を
示
す
。
メ
イ
ン

と
な
る
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
は
左
記
の
と

お
り
と
な
る
。

　

①
に
は
音
楽

祭
を
は
じ
め
と

し
た
、様
々
な
学

校
行
事
が
入
る
。

　

②
の
部
分
で
活
用
で
き
る
の
が

「
答
え
方
７
」
で
あ
る
。

１ 

三
つ
の
型

　

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
９
で
、

井
戸
砂
織
氏
か
ら
提
案
さ
れ
た
「
や

り
取
り
を
長
く
続
け
る
た
め
の
三
つ

の
型
」
は
衝
撃
的
だ
っ
た
。

　

井
戸
学
級
の
事
実
は
圧
倒
的
だ
。

延
々
と
や
り
取
り
を
続
け
る
子
供
た

ち
が
次
々
と
生
ま
れ
て
い
る
。

「
ど
う
し
て
同
じ
小
学
生
が
こ
う
な

る
の
か
？
」
と
い
う
疑
問
を
、
恐
ら

く
ど
の
教
師
も
抱
い
て
い
た
に
違
い

な
い
。
し
か
し
、
そ
の
秘
密
の
一
端

が
、
今
年
度
つ
い
に
公
開
さ
れ
た
。

「
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
３
」

「
尋
ね
方
８
」

「
答
え
方
７
」

と
い
う
具
体
的
な
「
三
つ
の
型
」
と

し
て
、
極
め
て
整
理
さ
れ
た
形
で
提

案
さ
れ
た
の
で
あ
る
（『
ト
ー
ク
ラ

イ
ン
』
誌 

二
〇
一
九
年
十
月
号 

井

戸
氏
論
文
五
三
ペ
ー
ジ
に
詳
し
い
）。

２ 

教
科
書
単
元
で
活
用
す
る

　

六
年
生
の
最
終
単
元
で
あ
る

「U
nit9 Junior H

igh School Life

」

の
授
業
で
も
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
追

試
可
能
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
テ
キ
ス
ト
の
中
か
ら
「
や

り
取
り
」
の
材
料
と
な
る
ダ
イ
ア

最終単元は
「答え方７」で
ディベートを！
井戸砂織氏が提案した「答
え方７」を活用し、中学校
生活を題材にしたディベー
トを仕組む。

岐阜県御嵩町立御嵩小学校

苅
かり

谷
や

尚
なお

久
ひさ

We Can ! 2・p.66-73
「Unit9 Junior High School Life」

学校図書・６年・p.82-85
「ペルーは泣いている」

　学習指導要領対応　 道徳・英語の授業実践新

6年英語

Ａ: What event do you want to enjoy?
Ｂ: I want to enjoy ① the music festival.
Ａ: Why?
Ｂ: Because ②

１）I like ～ .
２）I have ～ .
３）I want ～ .
４）It＇s 形容詞・名詞.
５）I can ～ .
６）I＇m good at ～ .
７）My favorite ～ is ～ .

上
で
、
有
効
で
あ
る
。

③
主
発
問
を
行
う

発
問
2 

ア
キ
ラ
さ
ん
と
ペ
ル
ー
の

選
手
が
分
か
り
合
え
た
の
は
、
ど

の
時
点
で
す
か
。

指
示
3 

理
由
も
合
わ
せ
て
、
ノ
ー

ト
に
書
き
な
さ
い
。

・
ア
キ
ラ
さ
ん
が
ペ
ル
ー
の
選
手
と

ご
は
ん
を
食
べ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
き
。
理
由
は
、
選
手
た
ち
が

「
家
族
の
よ
う
に
結
び
付
い
て
い
る

と
感
じ
た
」
と
書
い
て
い
る
か
ら
。

・
ペ
ル
ー
の
選
手
が
日
本
語
で

「
ハ
ー
イ
」
と
返
事
を
す
る
よ
う

に
な
っ
た
と
き
。
理
由
は
、
お
互

い
に
理
解
し
合
え
た
か
ら
、
日
本

語
で
答
え
て
く
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
思
う
。

　

様
々
な
意
見
を
聞
く
こ
と
で
「
寛

容
性
・
多
様
性
」
を
子
供
た
ち
は
学

ん
で
い
く
。

④
感
想
を
書
か
せ
る

　

実
際
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
は
力
が
あ

る
。
授
業
し
て
、
子
供
た
ち
の
「
寛

容
さ
」
を
育
て
て
い
き
た
い
。

実
際
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

①
資
料
の
読
み
聞
か
せ

②
簡
単
に
内
容
を
確
認
す
る

発
問
1 

こ
の
お
話
を
聞
い
て
、「
す

ご
い
な
」
と
思
っ
た
と
こ
ろ
は
ど

こ
で
す
か
。

指
示
1 

鉛
筆
で
線
を
引
き
な
さ
い
。

・
ア
キ
ラ
さ
ん
が
、
ペ
ル
ー
の
選
手

と
食
事
に
行
っ
た
り
、
日
本
の
歌

を
一
緒
に
歌
っ
た
り
し
た
こ
と
。

・
ア
キ
ラ
さ
ん
が
、
ペ
ル
ー
の
歴
史

や
文
化
を
学
ぼ
う
と
し
た
こ
と
。

・
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
会
場
で

「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」
を
、
ペ

ル
ー
の
選
手
が
歌
っ
た
こ
と
。

指
示
2 

そ
う
思
っ
た
理
由
を
ノ
ー

ト
に
書
き
な
さ
い
。

・
外
国
の
文
化
を
学
ぼ
う
と
頑
張
っ

て
い
る
か
ら
。

・
ペ
ル
ー
の
選
手
が
、
加
藤
さ
ん
に

恩
返
し
を
し
た
と
思
っ
た
か
ら
。

　

こ
の
資
料
は
、
実
際
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、「
す

ご
い
と
思
う
と
こ
ろ
は
ど
こ
か
」
と

い
う
発
問
は
、
全
体
を
理
解
さ
せ
る

１ 

﹁
寛
容
﹂
を
育
て
る
も
う
一
つ
の 

 

項
目
︱﹁
国
際
理
解
・
国
際
親
善
﹂

　

学
習
指
導
要
領
の
内
容
項
目
に
は
、

「
相
互
理
解
・
寛
容
」
と
い
う
項
目

が
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
を
授
業
し
た

の
で
は
十
分
で
は
な
い
。

　

実
は
、
そ
れ
以
外
に
「
寛
容
」
に

近
い
項
目
が
あ
る
。

　

国
際
理
解
・
国
際
親
善

で
あ
る
。

「
国
際
理
解
・
国
際
親
善
」
の
資
料

に
は
、
外
国
の
人
た
ち
の
文
化
や
考

え
方
、
日
本
人
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な

ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
外
国
の
文

化
や
考
え
方
を
受
け
入
れ
る
こ
と
も

ま
た
、「
寛
容
」
で
あ
る
と
言
え
る
。

２ 

﹁
ペ
ル
ー
は
泣
い
て
い
る
﹂ 

 
を
、
こ
う
授
業
す
る

〈
あ
ら
す
じ
〉
ペ
ル
ー
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
監
督
と
な
っ
た
加

藤
明
さ
ん
。
日
本
流
の
練
習
方
法
を

取
り
入
れ
る
が
、
そ
の
あ
ま
り
の
厳

し
さ
に
不
満
が
続
出
し
、
何
名
か
が

や
め
て
し
ま
う
。
加
藤
さ
ん
は
、
考

え
を
変
え
て
、
選
手
と
一
緒
に
食
事

を
し
た
り
、
日
本
の
歌
を
教
え
た
り
、

逆
に
ペ
ル
ー
の
歴
史
や
文
化
を
学
ん

だ
り
す
る
こ
と
で
、
ペ
ル
ー
の
選
手

に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
く
、
と
い
う

「国際理解・国際
親善」の資料で、
寛容さを育てる
実際のエピソードは、「す
ごいところ」を問うだけで
伝わることがある。
教科書掲載の「力のある資
料」をぜひ授業しよう！

兵庫県洲本市立洲本第一小学校

堀
ほり

田
た

 和
かず

秀
ひで

6年道徳
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全
部
の
サ
ン
プ
ル
に
つ
い
て
調
べ

さ
せ
る
。
そ
の
後
、
黒
板
に
計
測
値

を
書
か
せ
、
結
果
を
共
有
し
た
。

　

な
お
、
一
度
使
用
し
た
果
物
や
野

菜
に
は
金
属
が
溶
け
て
い
る
た
め
、

食
べ
ず
に
廃
棄
す
る
。
複
数
ク
ラ
ス

で
使
用
し
た
い
場
合
は
、
カ
ッ
ト
し

て
使
う
と
よ
い
。

２ 

金
属
板
を
替
え
る

　

電
解
質
を
比
べ
る
実
験
の
次
に
、

金
属
板
を
比
べ
る
実
験
を
し
て
い
る
。

同
じ
電
解
質
を
使
い
、
金
属
板
の
み

を
替
え
る
実
験
で
あ
る
。

　

銅
、
亜
鉛
に
加
え
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
、
鉄
、
鉛
の
五
種
類
を
用
い
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
５
×
５
の
二
十
五
通

り
の
実
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

結
果
と
し
て
、
亜
鉛
と
銅
を
用
い

た
組
み
合
わ
せ
が
最
も
起
電
力
が
高

く
な
る
。
ボ
ル
タ
の
電
池
と
同
じ
に

な
っ
た
。

「
あ
な
た
た
ち
と
同
じ
よ
う
な
実
験

を
、ボ
ル
タ
さ
ん
も
し
た
の
か
も
ね
」

と
話
し
、
授
業
を
終
え
た
。

「
次
の
サ
ン
プ
ル
を
持
っ
て
行
く
際
は
、

必
ず
戻
す
こ
と
」
と
指
示
を
出
し
た
。

　

こ
こ
で
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
が
電

圧
計
で
あ
る
。
電
池
の
力
で
あ
る
起

電
力
が
弱
い
果
物
電
池
は
、
単
独
で

Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
を
光
ら
せ
た
り
、
電
子

オ
ル
ゴ
ー
ル
を
鳴
ら
し
た
り
す
る
だ

け
の
力
は
な
い
も
の
が
多
い
。
よ
っ

て
、
起
電
力
を
数
値
で
測
る
た
め
、

電
圧
計
を
用
い
る
。

　

し
か
し
、
ア
ナ
ロ
グ
の
電
圧
計
は

使
い
方
が
難
し
い
。
ま
た
、
シ
ョ
ー

ト
を
避
け
る
た
め
、
何
度
も
つ
な
ぎ

替
え
る
必
要
が
あ
り
、
手
間
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
役
に
立
つ
の
が
デ
ジ
タ
ル

電
圧
計
で
あ
る
。

ク
リ
ッ
プ
を
金

属
板
に
つ
な
ぐ

だ
け
で
、
電
圧

が
デ
ジ
タ
ル
で

示
さ
れ
る
。
つ

な
ぎ
替
え
る
必
要
は
な
い
。
ま
た
、

プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
を
逆
に
付
け
て

し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
数
値
が
マ
イ

ナ
ス
表
示
に
な
る
だ
け
で
あ
る
。

　

時
間
を
割
き
、
物
を
用
意
し
て
迎

え
た
実
験
。
生
徒
も
楽
し
ん
で
く
れ

る
だ
ろ
う
と
期
待
す
る
。

　

し
か
し
、
思
っ
た
ほ
ど
盛
り
上
が

ら
ず
終
了
す
る
。「
せ
っ
か
く
準
備

し
た
の
に
⋮
⋮
」
と
や
り
切
れ
な
い

気
持
ち
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
経
験

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
原
因
の
一
つ
と

し
て
、
次
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

実
験
の
自
由
度
が
低
い
。

　

化
学
分
野
の
酸
化
還
元
に
お
け
る
、

自
由
度
を
高
め
た
実
験
を
紹
介
す
る
。

１ 

電
解
質
を
変
え
る

　

有
名
な
電
池
実
験
の
一
つ
、
レ
モ

ン
電
池
。
レ
モ
ン
に
銅
板
と
亜
鉛
板

を
差
し
込
み
、
電
線
で
つ
な
ぐ
と
電

気
が
流
れ
る
。
ボ
ル
タ
の
電
池
と
同

じ
原
理
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
あ
る
年
の
生
徒
は
、
こ

の
実
験
を
し
て
も
さ
ほ
ど
盛
り
上
が

ら
な
か
っ
た
。

　

自
由
度
を
高
め

る
た
め
、
下
の
写

真
の
よ
う
に
複
数

の
果
物
・
野
菜
を

用
意
し
、
電
池
に

な
り
う
る
か
を
調

べ
さ
せ
た
。

　

教
師
の
実
験
机
に
ト
レ
イ
ご
と
置

き
、
一
つ
ず
つ
持
っ
て
行
か
せ
た
。

ト
は
上
か
ら
下
に
振
り
下
ろ
す
。

　

③
の
指
示
は
、
今
年
度
、
愛
知
の

辻
拓
也
氏
に
教
え
て
も
ら
っ
た
指
導

で
あ
る
。
運
動
が
苦
手
な
女
子
生
徒

も
、
次
々
と
バ
ッ
ト
に
ボ
ー
ル
を
当

て
て
い
っ
た
。

４ 

ル
ー
ル
の
工
夫
に
よ
る

 

運
動
量
の
確
保

　

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
型
の
運
動
で
は
、

ボ
ー
ル
が
動
い
て
い
な
い
と
き
の
運

動
量
が
限
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
次
の

ル
ー
ル
が
運
動
量
を
確
保
す
る
。

バ
ッ
タ
ー
と
ラ
ン
ナ
ー
を
分
け
る

　

女
子
が
ボ
ー
ル
を
打
っ
た
と
き
に

男
子
が
走
る
。
男
子
が
ボ
ー
ル
を

打
っ
た
と
き
に
女
子
が
走
る
。
こ
の

よ
う
に
す
る
だ
け
で
、
ボ
ー
ル
を
遠

く
に
飛
ば
す
こ
と
が
で
き
な
い
女
子

の
た
め
に
懸
命
に
走
る
男
子
が
出
現

す
る
。
男
子
と
女
子
、
運
動
が
得
意

な
子
と
苦
手
な
子
の
能
力
差
を
解
消

す
る
ル
ー
ル
を
工
夫
し
、
全
て
の
生

徒
に
成
功
体
験
を
保
証
し
て
い
く
。

に
な
る
。
野
球
部
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
の
生
徒
に
示
範
さ
せ
、「
自
分
の

動
き
と
違
う
と
こ
ろ
は
ど
こ
で
す

か
？　

言
い
合
い
な
さ
い
」
と
発
問

し
、
見
付
け
さ
せ
る
。
こ
の
四
つ
が

で
き
て
い
る
か
を
個
別
評
定
し
、
で

き
て
い
る
ペ
ア
か
ら
グ
ロ
ー
ブ
を
着

け
て
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
行
わ
せ
る
。

　

単
元
の
最
初
は
、
ど
の
学
年
で

あ
っ
て
も
ス
リ
ッ
パ
を
使
っ
て
丁
寧

に
捕
球
の
指
導
を
行
う
。

３ 

テ
ィ
ー
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ

　

捕
球
と
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
技
能
を

同
時
に
養
う
た
め
に
、
テ
ィ
ー
バ
ッ

テ
ィ
ン
グ
を
行
う
。

　

以
下
の
指
導
ス
テ
ッ
プ
で
行
う
。

①
二
人
組
で
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
フ
ォ
ー

ム
を
確
認
す
る
。
こ
の
と
き
、
両

手
を
顔
の
前
に
し
て
構
え
さ
せ

る
。

②
ボ
ー
ル
は
下
投
げ
で
、
顔
の
前
に

優
し
く
投
げ
る
。

③
バ
ッ
タ
ー
は
顔
の
前
の
ボ
ー
ル
を

バ
ッ
ト
で
払
う
。こ
の
と
き
、バ
ッ

１ 

中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
実
践

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
実
践
で
あ
る
。

　

小
規
模
校
の
た
め
、
男
女
共
修
で

行
う
が
、
そ
の
際
に
次
の
三
点
に
留

意
す
る
。

一
、
全
て
の
子
に
成
功
体
験
を
保
証

す
る
指
導
法
の
工
夫

二
、
能
力
差
を
解
消
し
、
で
き
る
子

も
満
足
す
る
ル
ー
ル
の
工
夫

三
、
三
年
間
の
伸
び
を
見
通
し
た
単

元
計
画

　

一
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
る
。

２ 

﹁
ス
リ
ッ
パ
﹂
で
捕
球
感
覚
を
養
う

　

最
初
か
ら
グ
ロ
ー
ブ
を
着
け
て
練

習
を
行
わ
せ
な
い
。
二
人
組
で
、
相

手
の
前
に
下
投
げ
で
ゴ
ロ
を
転
が
す

指
導
と
、
そ
の
捕
球
か
ら
行
う
。
こ

の
と
き
、
グ
ロ
ー
ブ
の
代
わ
り
に
百

円
シ
ョ
ッ
プ
で
購
入
し
た
ス
リ
ッ
パ

を
装
着
さ
せ
る
。

　

以
下
、
指
導
の
ス
テ
ッ
プ
を
示
す
。

①
ス
リ
ッ
パ
に
ボ
ー
ル
を
当
て
て
、

自
分
の
前
に
ボ
ー
ル
を
落
と
し

な
さ
い
。

②
ボ
ー
ル
に
対
し
て
体
の
正
面
で
取

り
な
さ
い
。

③
上
か
ら
見
て
、
爪
先
が
隠
れ
る
く

ら
い
膝
を
曲
げ
な
さ
い
。

④
右
手
で
ボ
ー
ル
に
蓋
を
し
な
さ
い
。

　

慣
れ
て
く
る
と
、
①
と
④
は
同
時

中学校の授業実践

自由度を高めた
「電池」実験
教師が用意した必要最低
限の用具を使い、予想ど
おりの結果しか出ない実
験は面白くない。やはり、
理科は感動だ。

誰もが打つ、走
る、ソフトボー
ルの授業
視点を変えたスモールス
テップの指導とルールの
工夫が、できない子に成
功体験を与える。

中

学校
の授業実践

中

学校
の授業実践

理科保健体育

北海道湧別高等学校

上
うえ

田
だ

 浩
ひろ

人
と

宮城県石巻市立湊中学校

岡
おか
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保
護
者
と
の
支
援
会
議
に
お
け
る
問
題
行
動
の
共
有
①

こ
ん
な
支
援
会
議
を
し
て
は
駄
目
！

小こ

嶋じ
ま 

悠ゆ
う

紀き

長
野
県
長
野
市
立
川
田
小
学
校

　

保
護
者
と
の
支
援
会
議
が
本
当
に

悲
惨
で
あ
る
。
自
身
も
保
護
者
と

な
っ
た
か
ら
こ
そ
痛
感
す
る
。

　

保
護
者
へ
の
配
慮
、
支
援
方
針
な

ど
迷
走
し
た
状
態
で
支
援
会
議
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　

幾
つ
か
具
体
例
を
挙
げ
て
い
く
。

こ
ん
な
支
援
会
議
を
し
て
は
駄
目
！

そ
の
１　

困
っ
た
こ
と
だ
け
を
伝

え
続
け
る

　

こ
れ
は
、
日
本
全
国
で
見
ら
れ
て

い
る
よ
う
だ
。

「
学
校
で
は
○
○
な
ん
で
す
」

「
学
級
で
△
△
し
て
困
っ
て
い
る
ん

で
す
」

「
と
て
も
乱
暴
で
困
っ
て
い
ま
す
」

　

学
校
側
が
一
方
的
に
子
供
の
「
駄

目
な
点
ば
か
り
」
を
言
っ
て
し
ま
う
。

　

何
と
か
し
た
い
気
持
ち
、
保
護
者

に
も
知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
学
校
サ

イ
ド
の
気
持
ち
も
分
か
る
。

　

し
か
し
、
保
護
者
サ
イ
ド
か
ら
す

る
と
、

「
親
と
し
て
は
ど
う
し
て
い
い
か
分

か
ら
な
い
」

「
家
で
叱
れ
ば
い
い
の
か
。
そ
れ
と

も
何
か
違
う
こ
と
を
す
れ
ば
い
い
の

か
混
乱
す
る
」

と
い
う
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
。
支

援
会
議
は
、
保
護
者
と
学
校
が
同
じ

ス
タ
ン
ス
で
支
援
を
再
確
認
す
る
会

議
で
あ
る
。「
学
校
職
員
に
は
非
が

な
い
」
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
会
議
に

し
て
ほ
し
く
は
な
い
。

こ
ん
な
支
援
会
議
を
し
て
は
駄
目
！

そ
の
２　

Ｎ
Ｇ
ワ
ー
ド
だ
ら
け
の

支
援
会
議

　

私
は
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
、
支
援
会

議
で
は
言
っ
て
は
い
け
な
い
Ｎ
Ｇ

ワ
ー
ド
が
あ
る
と
伝
え
続
け
て
い
る
。

　

あ
る
支
援
会
議
で
は
年
配
の
先
生

が
こ
れ
を
連
発
し
、
保
護
者
が
憤
怒

す
る
場
に
遭
遇
し
た
。

　

な
る
べ
く
言
わ
な
い
よ
う
に
配
慮

し
た
い
。
左
記
の
よ
う
な
Ｎ
Ｇ
ワ
ー

ド
で
あ
る
。

「
何
を
考
え
て
い
る
の
か
分
か
り
ま

せ
ん
」

「
普
通
の
子
供
と
比
べ
る
と
⋮
⋮
」

「
異
常
だ
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
」

「
普
通
は
そ
ん
な
こ
と
は
し
ま
せ

ん
」

「
周
り
の
子
供
に
迷
惑
を
掛
け
て
い

ま
す
」

「
お
う
ち
で
寂
し
い
思
い
を
し
て
い

る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
」

「
怒
鳴
り
つ
け
て
や
り
ま
し
た
」

「
暴
力
的
で
ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま

せ
ん
」

「
薬
を
増
や
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん

か
？
」

　

な
ど
な
ど
。
こ
ち
ら
と
し
て
は
学

校
の
状
況
を
伝
え
て
い
る
つ
も
り
で

も
、
保
護
者
は
そ
う
捉
え
な
い
こ
と

が
多
い
。

こ
ん
な
支
援
会
議
を
し
て
は
駄
目
！

そ
の
３　

支
援
方
針
が
明
確
に
な

ら
な
い
支
援
会
議

　

一
時
間
～
二
時
間
も
支
援
会
議
を

す
る
。
互
い
に
困
っ
て
い
る
こ
と
を

出
し
合
う
。

　

し
か
し
、「
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
支
援
を
展
開
し
て
い
く
の
か
」
が

決
ま
っ
て
い
な
い
。
最
後
は
教
頭
か

ら
の
、「
し
っ
か
り
と
様
子
を
見
守
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
」
で
終
わ
っ
て
し

ま
う
。

　

こ
れ
で
は
支
援
会
議
を
開
催
し
た

意
味
が
な
い
。 

次
号
よ
り
具
体
的

な
支
援
会
議
の
展
開
を
示
す
。

から見た特別支援教育医師の目「この問題行動場面」での合理的配慮はこれだ小嶋が答える

安原 昭博
安原こどもクリニック
院長

安
原
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
　
安や

す

原は
ら 

昭あ
き

博ひ
ろ

　
　
構
成
：
上う

え

田だ 

怜さ
と

史し

大
阪
府
大
阪
市
立
市
岡
小
学
校

教
室
か
ら
出
て

外
で
過
ご
し
て
し
ま
う
子
へ
の
対
応

で
き
た
こ
と
を
評
価
し
、
教
室
に
い
る
こ
と
を
褒
め
る
。

　
小
学
三
年
生
男
子
で
す
。
学
習
に
は
遅

れ
は
な
く
、
ふ
だ
ん
は
人
懐
っ
こ
い
の
で

す
が
、
友
達
と
口
論
に
な
っ
た
り
、
殴
り

合
い
の
け
ん
か
を
し
た
り
の
ト
ラ
ブ
ル
が

あ
り
ま
す
。
授
業
中
抜
け
出
し
て
階
段
で

寝
転
ん
だ
り
、
支
援
学
級
の
前
で
過
ご
し

た
り
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
教
室

を
抜
け
出
し
て
い
る
の
を
見
掛
け
た
と
き

に
、「
教
室
に
戻
ろ
う
よ
」
と
声
を
掛
け
る

と
、「
戻
ら
ん
で
え
え
ね
ん
。
死
ん
で
も
い

い
し
」
と
答
え
ま
す
。
教
室
で
落
ち
着
い

て
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
ど
の
よ
う
な
支
援

を
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
？

　

二
つ
に
分
け
て
考
え
る
べ
き
で
す
。

　

ま
ず
、
口
論
に
な
っ
た
り
殴
り
合
い
に
な
っ

た
り
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
原
因
を
聞
き
、
そ

れ
に
対
し
て
、
丁
寧
に
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を

教
え
て
あ
げ
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、

「
目
を
見
て
き
た
か
ら
殴
っ
た
」
と
い
う
場
合
、

「
興
味
や
好
意
が
あ
る
か
ら
見
て
い
る
の
だ
」

と
、
見
方
を
好
転
さ
せ
る
よ
う
な
声
掛
け
を
す

る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
学
習
に
遅
れ
が
な
い
の
に
授
業
に
出

ず
に
外
で
過
ご
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
自

尊
感
情
が
落
ち
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
基
本

方
針
と
し
て
は
、
で
き
て
い
る
こ
と
へ
の
評
価

を
し
、「
君
の
こ
と
を
い
つ
も
気
に
掛
け
て
い

る
よ
」
と
声
を
掛
け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

担
任
の
先
生
は
ほ
か
の
子
が
い
る
の
で
難
し

い
た
め
、
担
任
外
の
先
生
が
声
を
掛
け
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
声
の
掛
け
方
は
、「
教

室
に
戻
り
な
さ
い
」
で
は
な
く
て
、

抜
け
出
し
た
理
由
を
上
手
に
聞
き
出
せ
る

よ
う
な
声
掛
け

が
い
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
子
の
＂し
ん
ど
さ
＂

に
寄
り
添
え
る
よ
う
に
し
な
い
と
、
心
を
開
い

て
く
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
死
ん
で
も
い
い
し
」
と
い
う
言
葉

が
出
て
い
る
の
で
、ま
ず
「
こ
こ
に
い
た
の
か
」

と
、
見
付
け
ら
れ
て
安あ

ん

堵ど

し
た
こ
と
を
伝
え
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
外
に
い
る
時
間
を
楽
し
い

時
間
に
し
て
あ
げ
た
り
、
そ
の
子
に
と
っ
て
明

る
い
時
間
に
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
自
尊
心
の

低
下
を
補ほ

填て
ん

す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

担
任
の
先
生
は
、
教
室
に
帰
っ
て
来
た
と
き

に
、戻

っ
た
こ
と
を
褒
め
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
こ
で
し
て
は
い
け
な
い
の
は
、
叱
る
こ
と

で
す
。
た
と
え
戻
っ
て
来
る
時
間
が
遅
く
て
も
、

そ
の
点
に
は
触
れ
ず
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
考
え
を

も
っ
て
接
す
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。
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小お

野の 

隆た
か

行ゆ
き

１ 

原
因
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る

　

長
文
の
読
み
取
り
が
で
き
な
い
と

い
う
の
は
大
雑
把
な
解
釈
な
の
で
、

ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
必
要
だ
。

　

ま
ず
、
何
が
原
因
な
の
か
を
見
付

け
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。

①
漢
字
が
読
め
な
い
。

②
言
葉
を
し
ば
し
ば
読
み
間
違

え
る
。
行
を
読
み
飛
ば
す
。

③
音
読
は
で
き
る
が
内
容
の
理

解
が
で
き
な
い
。

④
テ
ス
ト
な
ど
の
問
題
に
答
え

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

④
の
困
難
性
に
対
し
て
は
、
優
れ

た
国
語
の
実
践
が
多
く
あ
る
の
で
、

こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

　

特
に
、
次
の
二
つ
の
指
導
は
、
特

別
支
援
の
観
点
か
ら
考
え
て
も
非
常

に
効
果
が
高
い
。

　

向
山
洋
一
氏
の
「
一
字
読
解
」

の
指
導
。
椿
原
氏
の
「
Ｂ
問
題
」

の
指
導
（
今
後
は
「
構
造
読
み
」

の
指
導
）。

２ 
漢
字
が
読
め
な
い
子
へ
の
対
応

　

こ
の
タ
イ
プ
の
子
に
は
、
ル
ビ
を

振
る
支
援
を
行
う
。

　

し
か
し
、
こ
の
作
業
は
、
学
年
が

上
が
れ
ば
か
な
り
大
変
に
な
る
。

　

文
章
量
も
か
な
り
増
え
る
の
で
、

全
て
に
ル
ビ
を
振
ろ
う
と
思
う
と
、

一
時
間
以
上
掛
か
る
こ
と
も
あ
る
。

　

こ
れ
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
で
使

え
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
材
で
あ
れ
ば
、
一
括

変
換
が
可
能
に
な
る
。

　

ま
た
、
ル
ビ
を
振
る
だ
け
で
な
く

で
き
れ
ば
実
際
に
読
ん
で
ル
ビ
を
振

ら
せ
た
い
。

　

ル
ビ
を
先
に
振
る
と
、
子
供
は
ル

ビ
し
か
読
ま
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
れ
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
材
で
あ
れ
ば
、

読
み
上
げ
機
能
を
付
け
る
こ
と
は
簡

単
に
で
き
る
。

３ 

読
み
間
違
い
の
子
へ
の
対
応

　

こ
の
タ
イ
プ
の
子
は
、
デ
ィ
ス
レ

ク
シ
ア
※2
が
疑
わ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
音
読
が
苦
手
な
子
に
対
す
る
対

応
を
ま
ず
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ

れ
に
つ
い
て
は
、
以
前
に
『
ト
ー
ク

ラ
イ
ン
』
誌
※3
で
も
書
い
て
い
る
の

で
、
詳
細
は
こ
こ
で
は
省
く
。

　

や
は
り
、
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
の
子

に
は
、
長
文
を
い
き
な
り
読
ま
せ
る

の
で
は
な
く
、
教
師
が
代
わ
り
に
読

ん
で
聞
か
せ
る
よ
う
に
し
た
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
読
み
上
げ
機
能
が
付

い
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
材
を
使
う
こ
と
は
効

果
的
で
あ
る
。

４ 

内
容
理
解
が
難
し
い

　

音
読
は
何
と
か
で
き
る
。
し
か
し
、

内
容
読
解
が
難
し
い
子
が
い
る
。
そ

う
い
う
子
に
は
、
そ
も
そ
も
そ
の
教

材
が
そ
の
子
の
レ
デ
ィ
ネ
ス
に
合
っ

て
い
な
い
と
判
断
し
た
方
が
よ
い
。

　

ア
メ
リ
カ
視
察
で
、
そ
の
子
に

合
っ
た
レ
ベ
ル
の
本
を
読
む
シ
ス
テ

ム
を
見
た
。
ど
こ
の
地
域
に
行
っ
て

も
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
は
当
た
り
前
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
。

　

考
え
て
み
れ
ば
、
子
供
に
よ
っ
て

読
解
の
レ
ベ
ル
に
差
が
あ
る
の
は
当

た
り
前
だ
。

　

要
は
、
日
本
に
、「
教
材
・
教
具
」

と
「
シ
ス
テ
ム
」
が
な
い
だ
け
な
の

だ
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
困
難
さ

の
あ
る
子
が
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
が

分
か
る
で
あ
ろ
う
。

長
文
の
読
み
取
り
の
困
難
性
と
対
応

読
み
取
り
が
苦
手
な
原
因
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
※1
す
る
こ
と
か
ら
対
応
が
始
ま
る
。
し
か
し
、

問
題
の
根
本
は
「
対
応
」
で
は
な
く
、「
教
材
・
教
具
」
と
シ
ス
テ
ム
の
有
無
の
問
題
で
あ
る
。

「この学習困難場面」での合理的配慮はこれだ小野が答えるプロが教え
る

プロが教え
る

１ 

中
学
進
学
と
不
登
校

　

不
登
校
が
増
え
る
の
は
、
小
学
校
高
学
年
以

上
で
あ
り
、
特
に
中
学
生
に
な
る
と
不
登
校
は

急
増
す
る
。
中
学
校
で
は
学
校
の
雰
囲
気
も
学

習
の
ス
ピ
ー
ド
も
大
き
く
変
わ
る
。
環
境
変
化

に
付
い
て
い
け
ず
、
夏
休
み
の
課
題
が
終
わ
ら

な
い
ま
ま
二
学
期
か
ら
学
校
に
行
か
な
く
な
っ

た
り
、
部
活
動
が
き
つ
す
ぎ
て
体
調
を
崩
し
、

そ
の
ま
ま
行
か
な
く
な
っ
た
り
な
ど
、
様
々
な

こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に

は
多
く
の
背
景
と
な
る
問
題
が
関
わ
っ
て
い
る
。

２ 

中
学
生
の
不
登
校
に
関
わ
る
要
因

（
１
）
学
習
の
問
題

　

小
学
校
高
学
年
に
な
る
と
、
学
習
内
容
が
高

度
に
な
り
、
理
解
で
き
な
く
な
る
こ
と
か
ら
行

き
渋
り
が
生
じ
る
場
合
が
あ
る
。
能
力
的
に
や

や
厳
し
く
、
知
的
に
境
界
域
あ
る
い
は
軽
度
障

害
域
と
考
え
ら
れ
る
子
供
や
、
そ
れ
に
注
意
欠

如
・
多
動
症
を
伴
う
子
供
、
学
習
習
慣
が
全
く

身
に
付
い
て
い
な
い
子
供
が
何
ら
か
の
理
由
で

学
校
を
数
日
休
む
と
、
中
学
校
の
授
業
に
全
く

付
い
て
い
け
な
く
な
り
、
学
校
に
行
く
気
を

失
っ
て
し
ま
う
。

（
２
）
体
調
の
変
化

　

思
春
期
に
掛
か
る
こ
の
時
期
は
、
体
の
変
化

に
伴
う
自
律
神
経
の
機
能
不
全
（
起
立
性
調
節

障
害
な
ど
）
が
生
じ
や
す
く
、
そ
の
よ
う
な
体

調
の
悪
化
が
不
登
校
に
関
連
す
る
こ
と
は
多
い
。

体
調
不
良
を
押
し
て
登
校
し
て
も
、
そ
の
状
態

を
先
生
に
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
と
「
だ
ら
だ

ら
す
る
な
」
と
叱
責
さ
れ
、
具
合
が
悪
く
て
保

健
室
に
い
る
と
「
早
く
教
室
に
戻
れ
」
と
言
わ

れ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
は
学
校
に
行
こ
う

と
い
う
気
力
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
学
校
に

行
っ
て
も
以
前
の
よ
う
に
友
達
と
元
気
に
関
わ

れ
ず
、
対
人
関
係
で
も
自
信
を
失
っ
て
し
ま
う
。

（
３
）
友
達
関
係

　

い
じ
め
を
含
む
友
達
と
の
ト
ラ
ブ
ル
は
こ
の

時
期
の
不
登
校
に
関
連
し
や
す
い
。
思
春
期
は

誰
も
が
友
達
を
欲
し
、
友
達
と
の
関
係
を
通
じ

て
自
分
自
身
を
見
詰
め
て
い
く
時
期
だ
か
ら
で

あ
る
。
基
本
的
な
安
心
感
・
自
己
肯
定
感
が
不

足
し
て
い
る
子
供
は
、
自
分
の
存
在
意
義
を
確

か
め
る
た
め
に
、
よ
り
特
定
の
友
達
と
密
着
し
、

他
児
を
排
斥
し
て
無
視
し
た
り
悪
口
を
言
っ
た

り
す
る
よ
う
に
な
る
。
お
と
な
し
い
子
供
、
目

立
つ
子
供
、
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
て
い
る
子
供
は

そ
の
よ
う
な
標
的
と
な
り
や
す
く
、
傷
つ
い
て

対
人
関
係
に
自
信
を
失
い
、
不
登
校
と
な
る
こ

と
が
あ
る
。
ま
た
、
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
な

ど
の
発
達
特
性
の
あ
る
子
供
は
そ
も
そ
も
友
達

関
係
を
形
成
す
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
孤
立

す
る
こ
と
か
ら
不
登
校
に
陥
り
や
す
い
。

　

中
学
生
は
不
登
校
が
急
増
す
る
時
期
で
あ

り
、
そ
こ
に
は
様
々
な
要
因
が
関
係
し
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
子
供
が
抱
え
る
困
難
さ
を

い
か
に
周
囲
の
大
人
が
理
解
し
、
対
応
し
て

い
く
か
が
課
題
と
な
る
。

教室でできる

岡
山
県
岡
山
市
立
西
小
学
校

小
児
心
療
科 

医
師
　
小こ

柳や
な
ぎ 

憲け
ん

司し

不登校支援

小柳 憲司
長崎県立こども医療福
　祉センター副所長
長崎大学医学部・教育
　学部非常勤講師
長崎医療技術専門学校
　非常勤講師

不
登
校
の
年
齢
に
よ
る
違
い
②

小
学
校
高
学
年
〜
中
学
生
の
不
登
校

中
学
入
学
と
い
う
環
境
変
化
を
き
っ
か
け
に
不
登
校
は
急
増
す
る
。

※1 

個
人
の
状
態
像
（
自
覚
症
状
や
表
情
、
言
動
か
ら
の
判
断
）
を
理
解
し
、
必
要
な
支
援
を

 

考
え
た
り
、
将
来
の
行
動
を
予
測
し
た
り
、
支
援
の
成
果
を
調
べ
た
り
す
る
こ
と
。

※2 

読
み
書
き
障
害
。

※3 

二
〇
一
九
年
四
月
号
。
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「
ス
ク
ラ
ッ
チ
Jr.
」
と
い
う
タ
ブ
レ
ッ
ト
専
用

の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ア
プ
リ
が
あ
る
。
ア
ン
ド

ロ
イ
ド
と
ア
イ
パ
ッ
ド
の
ど
ち
ら
で
も
無
料
で

イ
ン
ス
ト
ー
ル
で
き
る
ア
プ
リ
だ
。
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
ツ
ー
ル
で
あ
る
「
ス
ク
ラ
ッ
チ
」
が
八

歳
以
上
を
対
象
に
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
ス

ク
ラ
ッ
チ
Jr.
」
は

更
に
低
年
齢
の
子

供
を
対
象
に
し
て

い
る
。
文
字
が
読

め
な
く
て
も
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
で
き

る
よ
う
に
設
計
さ

れ
て
い
る
。「
命

令
ブ
ロ
ッ
ク
」
を

組
み
合
わ
せ
て

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や

自
分
の
描
い
た
絵
を
自
由
に
動
か
す
こ
と
が
で

き
る
。
私
は
こ
の
ア
プ
リ
を
使
っ
て
低
学
年
で

実
践
し
た
が
、
す
ぐ
に
使
い
方
を
理
解
し
て
、

楽
し
い
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
で
き
た
（
基

本
的
な
使
い
方
を
教
え
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
成

し
た
。
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
で
紹
介
し

て
い
る
）。

「
ス
ク
ラ
ッ
チ
Jr.
」
は
、
自
分
で
撮
影
し
た

画
像
を
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
背
景
と
し
て

使
用
で
き
る
。

　

こ
の
機
能
を
利
用

し
、
三
年
生
の
総
合

的
な
学
習
の
時
間

「
地
域
の
良
さ
を
調

べ
て
、発
表
し
よ
う
」

と
い
う
単
元
で
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
行
っ
た
。

　

次
の
準
備
が
必
要
だ
。
ま
ず
事
前
に
二
時
間

「
ス
ク
ラ
ッ
チ
Jr.
」
に
触
れ
さ
せ
、
使
い
方
を
理

解
さ
せ
る
授
業
を
行
っ
た
。
ま
た
地
域
を
実
際

に
見
学
す
る
学
習
を
し
て
お
き
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

で
「
紹
介
し
た
い
場
所
の
写
真
」
を
撮
影
さ
せ

た
。
授
業
で
は
次
の
よ
う
に
進
め
る
。

指
示
1 

紹
介
し
た
い
場
所
の
写
真
を
選
び
な

さ
い
。

指
示
2 

そ
の
写
真
を
ス
ク
ラ
ッ
チ
の
「
景
色

ボ
タ
ン
」
で
選
び
な
さ
い
。

指
示
3 

そ
の
場
所
を
紹
介
す
る
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
を
作
り

ま
す
。
自
分
で

イ
ラ
ス
ト
や
セ

リ
フ
を
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
し
て

ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

上
の
よ
う
な

楽
し
い
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
を

作
成
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

⑷
意
味
論
的
／
統
語
論
的
デ
ィ
ス
グ
ラ

フ
ィ
ア

　

ど
う
や
っ
て
単
語
を
く
っ
つ
け
て
完
全

な
文
を
作
る
の
か
が
分
か
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
種
類
に
分
析
す
る
視
点
を
私
は

も
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

あ
る
い
は
次
の
文
献
で
あ
る
。
デ
ィ
ス
グ
ラ

フ
ィ
ア
の
生
徒
の
手
書
き
を
助
け
る
た
め
に
は

次
の
活
動
が
効
果
的
だ
と
い
う
。

１　

両
手
を
こ
す
り
合
わ
せ
る

２　

テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
を
握
る

３　

カ
ー
ペ
ッ
ト
の
上
で
円
を
描
く
よ
う

に
手
を
擦
る

４　

ウ
ィ
ッ
キ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
で
遊
ぶ

５　

小
さ
な
レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
で
何
か
作
る

６　

小
さ
な
ビ
ー
ズ
に
ひ
も
を
通
す

７　

粘
土
を
指
の
間
で
転
が
す

８　

鉛
筆
で
上
下
の
フ
ィ
ン
ガ
ー
ウ
ォ
ー

ク
（K

eller, 2001, p.11

）

　

教
師
が
で
き
る
支
援
は
、
た
く
さ
ん
あ
る
の

だ
。
海
外
文
献
か
ら
も
学
ぶ
必
要
が
あ
る
。

１　

書
字
障
害
が
改
善
さ
れ
て
い
な
い

　

毎
年
、
書
字
障
害
と
診
断
さ
れ
て
い
る
子
と

出
会
う
。
そ
の
子
た
ち
に
、
学
校
で
で
き
る
対

応
が
不
足
し
て
い
る
。
学
校
で
は
、
通
常
次
の

よ
う
な
対
応
が
取
ら
れ
て
い
る
。
①
ノ
ー
ト
の

マ
ス
を
大
き
く
す
る
。
②
書
き
や
す
い
筆
記
用

具
に
替
え
る
。
③
個
別
対
応
で
集
中
を
促
す
。

④
補
助
線
を
引
く
。
⑤
赤
鉛
筆
で
薄
く
書
く
。

⑥
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
 ※
を
使
う
（
書
字
だ
け
で
な
く

読
字
も
苦
手
さ
が
見
ら
れ
る
場
合
）。⑦
ビ
ジ
ョ

ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
。
⑧
パ
ソ
コ
ン
を
使

う
。
な
ど
。
⑥
⑦
⑧
は
実
際
に
は
あ
ま
り
見
ら

れ
な
い
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
対
応
で
大
き
く

改
善
さ
れ
た
事
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

一
番
改
善
が
見
ら
れ
た
の
は
、
医
師
に
よ
る

投
薬
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
書
字
障
害
が
改
善

さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
薬
に
よ
っ
て
児
童
が
集

中
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
に
、
書
く
文
字

が
変
わ
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
だ
。

２　

書
字
障
害
に
効
果
が
あ
る
指
導

「D
y
sg
ra
p
h
ia
:H
o
w
 It A

ffe
c
ts A

 
S
tudent's P

erform
ance and W

hat 
C
an B

e D
one A

bout It

」

　

こ
の
中
で
引
用
さ
れ
て
い
た
文
献
が
参
考
に

な
っ
た
。
例
え
ば
、
デ
ィ
ス
グ
ラ
フ
ィ
ア
（
書

字
障
害
）
に
は
四
つ
の
種
類
が
あ
る
と
い
う
。

⑴
音
韻
的
デ
ィ
ス
グ
ラ
フ
ィ
ア

　

音
で
文
字
を
認
識
で
き
な
い
。
見
た
目

に
頼
っ
て
書
こ
う
と
す
る
。

⑵
表
面
的
デ
ィ
ス
グ
ラ
フ
ィ
ア

　

単
語
を
正
し
い
形
で
書
け
な
い
。
音
に

よ
る
手
掛
か
り
に
過
度
に
依
存
す
る
。

⑶
混
合
的
デ
ィ
ス
グ
ラ
フ
ィ
ア

手て

塚づ
か 

美み

和わ

静
岡
県
静
岡
市
立
西
豊
田
小
学
校

教師が取り組む
教育実践の
「エビデンス」

書
字
障
害
へ
の
効
果
的
対
応
を
学
ぶ

教
師
が
で
き
る
支
援
方
法
は
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
海
外
論
文
で
知
る
。

　　　　　の教育課題新しい時代

「
ス
ク
ラ
ッ
チ
Jr.
」
で

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験

三
年
生
「
総
合
」
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
地
域
の
良
さ
を
発
表
し
よ
う
。

塩し
お

谷や 

直な
お

大ひ
ろ

北
海
道
斜
里
町
立
斜
里
小
学
校

ゼロから始める
プログラミング

教育 ※ D
igital A

ccessible Inform
ation System

（
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
な
情
報
シ
ス
テ
ム
）
の
略
。

 

障
害
な
ど
で
本
を
読
め
な
い
人
の
た
め
の
「
音
声
録
音
図
書
」
の
国
際
標
準
。
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篠し
の

崎ざ
き 

栄え
い

太た

神
奈
川
県
厚
木
市
立
依
知
小
学
校

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
地
図
記
号
は

「
畑
」
か
「
果
樹
園
」
か
？

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て
二
年
が
た
っ
た
頃
、
第
三
十
回
日
本
教
育
技
術
学
会
玉
川
大
学

大
会
に
参
加
し
た
。
赤
阪
勝
氏
の
模
擬
授
業
を
教
室
で
追
試
す
る
た
め
、
夢
中
で
コ
ン
テ
ン
ツ
を

作
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

授業力向上に
役立つこの１冊

向
山
洋
一
氏
の
生
活

指
導
論
と
生
活
綴つ

づ

り
方

京
浜
教
育
サ
ー
ク
ル
の
源
流
は
北
方
性
教
育
と
の

対
峙
に
あ
っ
た
。

板い
た

倉く
ら 

弘ひ
ろ

幸ゆ
き

東
京
都
台
東
区
立
大
正
小
学
校

法
則
化
浅
草
サ
ー
ク
ル

１ 

﹁
京
浜
教
育
﹂
の
由
来

　

京
浜
教
育
と
は
北
方
教
育
に
対
峙
す
る
言
葉
で

あ
り
、
そ
こ
に
は
向
山
氏
の
相
手
へ
の
大
い
な
る

畏
敬
の
念
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。

　

厳
し
い
東
北
の
地
で
教
育
に
奮
闘
し
て
い
た
教

師
の
存
在
を
向
山
氏
は
知
り
、
大
変
に
驚
き
、
か
つ
、

自
分
た
ち
も
そ
の
よ
う
な
厳
し
い
環
境
に
決
し
て

負
け
な
い
教
育
に
取
り
組
も
う
と
い
う
大
望
を
抱

き
、
名
称
を
京
浜
教
育
と
定
め
た
。

　

北
方
教
育
の
偉
大
な
先
達
の
代
表
が
鈴
木
道
太

氏
、
村
山
俊
太
郎
氏
、
国
分
一
太
郎
氏
で
あ
っ
た
。

　

厳
し
い
東
北
の
様
子
を
た
ま
た
ま
マ
ン
ガ
本
で

知
っ
た
。
浅
田
次
郎
（
原
作
）、
な
が
や
す
巧
（
漫

画
）
の
劇
画
「
壬
生
義
士
伝
」
で
あ
る
。
第
八
巻

で
は
、
主
人
公
の
吉
村
貫
一
郎
が
、
故
郷
の
南
部

盛
岡
藩
の
思
い
出
を
切
々
と
語
る
場
面
が
続
い
た
。

中
に
驚
く
べ
き
場
面
が
あ
っ
た
。
貫
一
郎
の
妻
が

三
人
目
の
子
を
身
ご
も
る
が
、
あ
ま
り
の
貧
困
さ

に
自
身
と
お
腹
の
子
を
凍い

て
つ
く
湖
水
中
に
身
を

投
げ
ん
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
口
減
ら
し
の
た

め
で
あ
る
。
ひ
ど
い
飢き

饉き
ん

の
年
に
は
、
農
民
は
、
共

食
い
を
し
て
冬
を
越
す
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

２ 

北
方
性
と
そ
の
指
導
理
論

　

さ
ら
に
は
、
北
日
本
国
語
教
育
連
盟
の
文
章
に

出
会
っ
た
（
作
文
・
綴
り
方
教
育
史
資
料
）。

◆
意
欲
的
な
生
活
行
動
は
、
全
身
を
傾
け
た
仕
事

を
働
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
き
、
闘
う
生
活
の
最

中
か
ら
学
び
取
り
た
い
。
そ
う
し
た
実
践
は
北
方

の
生
活
性
、
意
欲
性
高
揚
の
た
め
に
、
正
し
く
厳

し
い
認
識
を
与
え
る
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、

私
た
ち
は
個
人
と
し
て
の
人
間
性
が
ま
こ
と
に
弱

く
、
身
勝
手
で
、
陥
没
し
や
す
い
も
の
で
あ
る
こ

と
を
永
い
歴
史
の
試
練
の
中
に
、
ま
た
私
た
ち
自

身
の
実
践
の
中
に
自
己
批
判
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

ど
う
し
て
も
協
働
に
よ
っ
て
さ
ら
に
そ
れ
を
強
化

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
正
し
い
実
践
を
刈
り
取
ろ

う
と
し
た
。
◆

　

北
方
教
師
は
、
教
育
を
一
つ
の
文
化
運
動
と
し

て
集
団
の
も
つ
組
織
性
を
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
と
い
う
。
気
候
や
風
土
、
産
業
か
ら
あ

ら
ゆ
る
面
で
厳
し
い
現
実
が
東
北
六
県
に
は
存
在

し
た
。
最
高
の
収
入
源
は
出
稼
ぎ
で
あ
っ
た
。
幾

世
紀
も
の
苦
難
の
歴
史
は
ま
ず
肉
体
や
経
済
に
、

そ
し
て
思
想
に
現
れ
た
。
し
か
し
、
当
時
の
大
衆

は
あ
ま
り
に
も
知
性
を
欠
き
、
こ
れ
を
乗
り
越
え

ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

そ
こ
で
、
北
方
教
師
が
目
指
し
た
の
は
子
供
た

ち
に
厳
し
い
生
活
の
現
実
（
生
活
台
）
を
分
か
ら

せ
、
変
革
し
て
い
く
意
欲
を
も
た
せ
、
そ
れ
が
生

活
的
知
性
・
技
術
と
な
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
北
方
性
、
意
欲
性
、
生
活
的
知
性
が
北
方
教

師
の
合
言
葉
で
あ
っ
た
と
い
う
。
も
と
よ
り
、
カ

ン
ト
の
よ
う
に
体
系
付
け
た
も
の
で
は
な
い
が
、

現
実
を
直
視
す
る
こ
と
に
よ
り
導
か
れ
る
肉
体
の

志
向
性
を
正
し
い
協
働
の
鞭む
ち

で
打
ち
、
鍛
え
、
組

織
し
、
再
編
成
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

が
た
め
に
、
私
た
ち
の
教
育
は
、
自
己
自
身
に
向

か
っ
て
当
て
ら
れ
る
鞭
と
も
な
る
と
主
張
し
た
。

　

ま
さ
に
向
山
氏
の
学
級
通
信
「
ス
ナ
イ
パ
ー
」

に
込
め
ら
れ
た
教
育
的
意
義
（
標
的
は
自
身
と
教

育
実
践
全
て
で
あ
り
、
自
分
の
弱
さ
を
射
続
け
る

こ
と
こ
そ
、
自
ら
課
し
た
責
務
）
を
、
北
方
性
教

育
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

『作文・綴り方教育史
資料　上・下』
（野地潤家編　桜楓社）

向山洋一が学んだこの1冊！

１ 

赤
坂
勝
氏
の
模
擬
授
業

　

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
は
、
ど
の
よ
う
に
実
が
な

る
の
か
。

　

赤
阪
氏
の
模
擬
授
業
で
は
、
様
々
な
土
地
の

地
図
記
号
が
扱
わ
れ
た
。「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
」

を
活
用
し
、「
畑
」
で
育
つ
も
の
と
「
果
樹
園
」

で
育
つ
も
の
と
を
分
類
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
っ
た
。

　

そ
の
土
地
が
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い

る
か
に
よ
っ
て
、
地
図
記
号
は
決
ま
る
。

「
何
々
で
あ
れ
ば
畑
で
あ
る
」「
何
々
で
あ
れ

ば
果
樹
園
で
あ
る
」
と
仮
説
を
立
て
、
討
論
へ

の
布
石
と
な
っ
た
の
が
次
の
発
問
で
あ
る
。

　

で
は
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
を
作
っ
て
い
る
の

は
畑
と
果
樹
園
の
ど
ち
ら
で
す
か
。

　

こ
れ
を
知
る
た
め
の
方
法
は
地
図
を
調
べ
る

こ
と
以
外
に
も
あ
る
。
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
は
ど
の

よ
う
に
実
が
な
る
の
か
を
調
べ
る
の
で
あ
る
。

２ 

授
業
参
観
で
追
試

「
こ
れ
を
教
室
で
追
試
し
た
い
」
と
即
座
に
思

い
立
っ
た
。
当
時
五
年
生
の
担
任
だ
っ
た
私
は
、

次
の
よ
う
に
授
業
を
組
み
立
て
た
。

①
六
大
陸
、
三
海
洋
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

②
地
図
帳
地
名
探
し
ク
イ
ズ

③
地
図
記
号
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

④
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
地
図
記
号

　

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
地
図
記
号
は
「
畑
」
か

「
果
樹
園
」
か
と
い
う
疑
問
に
、
教
室
は
盛
り

上
が
っ
た
。
ま
ず
は
実
の
な
り
方
を
予
想
さ
せ

た
。
木
に
な
る
と
言
う
子
や
、
地
面
か
ら
生
え

て
い
る
と
言
う
子
、
様
々

で
あ
っ
た
。
下
の
写
真
の

よ
う
な
実
の
な
り
方
を

知
っ
て
も
、
ま
だ
決
め
ら

れ
な
い
。

⑴
畑
の
場
合
は
一
年
間
で
育
つ
が
、
果
樹

園
は
数
年
か
か
る
。

　

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
は
二
年
か
ら
三
年
か
か
る
。

⑵
畑
は
一
回
し
か
採
れ
な
い
が
、
果
樹
園

は
何
回
で
も
採
れ
る
。

　

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
は
一
～
二
回
採
る
こ
と
が
で

き
る
。
ど
ち
ら
と
も
決
め
ら
れ
な
い
た
め
、
パ

イ
ナ
ッ
プ
ル
の
地
図
記
号
は
新
し
く
作
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
記
号
も
予
想
さ
せ
た
。
答
え

を
発
表
す
る
と
き
、子
供
た
ち
は
前
の
め
り
だ
っ

た
。
保
護
者
か
ら
も
好
評
の
授
業
と
な
っ
た
。
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「
こ
れ
、間
違
っ
て
い
ま
す
け
ど
ね
」

「
間
違
っ
て
い
る
け
ど
、
こ
れ
、
い

い
答
え
だ
ね
ぇ
～
」

「
ち
ょ
っ
と
、
こ
れ
、
い
い
の
で
、

本
当
は
間
違
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。
だ

け
ど
、
こ
れ
は
花
丸
あ
げ
る
」

　

そ
の
子
は
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
席

に
戻
っ
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

こ
れ
で
終
わ
ら
な
い
。

　

ノ
ー
ト
チ
ェ
ッ
ク
を
終
え
、
私
は

「
心
意
て
」
を
わ
ざ
わ
ざ
板
書
し
た
。

　

先
生
が
感
動
し
た
答
え
で
す
。

　

板
書
し
、
振
り
返
っ
て
、

「
こ
れ
、
す
ご
く
な
い
で
す
か
？
」

と
子
供
た
ち
に
言
っ
た
。

「
お
ぉ
ー
」

と
い
う
声
が
あ
が
っ
た
。

「
こ
れ
は
、『
心
で
』『
意
識
し
て
』

と
い
う
意
味
で
す
よ
ね
」

　

こ
こ
ま
で
意
味
付
け
て
こ
そ
、
こ

う
し
た
対
応
が
生
き
る
の
だ
。

　

向
山
氏
に
そ
う
教
え
ら
れ
て
き
た
。

　

子
供
の
、
か
す
か
な
、
か
す
か
な

変
化
。
一
見
、
何
の
意
味
も
な
い
よ

う
に
見
え
る
言
葉
。

　

そ
う
し
た
こ
と
に
意
味
付
け
す
る

こ
と
。
心
か
ら
び
っ
く
り
し
て
あ
げ

る
こ
と
。

　

教
師
の
重
要
な
資
質
だ
と
思
う
。

　

彼
女
の
ノ
ー
ト
を
見
た
私
は
、
次

の
よ
う
に
反
応
し
た
。
全
て
そ
の
場

で
自
然
に
出
て
き
た
も
の
だ
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

一
瞬
ノ
ー
ト
を
見
て
⋮
⋮
、

「
あ
あ
ー
、
な
る
ほ
ど
ー
⋮
⋮
」

　

し
ば
ら
く
（
た
ぶ
ん
二
～
三
秒
）

ノ
ー
ト
を
見
た
。
そ
れ
か
ら
彼
女
の

顔
を
見
た
。

「
こ
れ
、考
え
た
の
？　

自
分
で
？
」

「
天
才
だ
ね
」

　

更
に
こ
う
言
っ
た
。

　

こ
れ
を
正
解
に
し
よ
う
か
な
。

　

ほ
か
の
子
に
向
か
っ
て
、

１ 

﹁
強
い
て
﹂
の
漢
字
の

 

間
違
い
へ
の
対
応

　

こ
の
「
し
い
て
」
を
漢
字
に
直

し
な
さ
い
。

　

子
供
た
ち
が
書
き
始
め
た
。
元
気

の
よ
い
ク
ラ
ス
だ
。
に
ぎ
や
か
に

「
分
か
っ
た
ー
！
」
な
ど
と
叫
ん
で

い
る
子
も
い
る
。

「
書
け
た
人
は
、
ノ
ー
ト
を
見
せ
に

来
な
さ
い
」

　

私
が
指
示
す
る
と
、
子
供
た
ち
が

我
先
に
持
っ
て
来
た
。

　

一
人
目
。「
正
解
！
」

　

二
人
目
。「
お
し
い
！　

超
お
し

い
。
九
九
点
」（
送
り
仮
名
の
ミ
ス
）

　

三
人
目
。「
正
解
！
」

　

四
人
目
。「
正
解
！
」

　

五
人
目
。「
お
し
い
！　

似
て

る
！
」（
漢
字
の
ミ
ス
）

　

そ
し
て
、
六
人
目
で
あ
る
。

　

そ
の
女
の
子
は
こ
う
書
い
て
い
た
。

心
意
て

　

あ
な
た
な
ら
、
そ
の
子
に
ど
の
よ

う
に
声
を
掛
け
る
だ
ろ
う
か
。

２ 

心
か
ら
び
っ
く
り
し
て

 

あ
げ
る
こ
と

　

教
師
の
仕
事
は
驚
く
こ
と
だ
。

授業のベーシック
スキル６
「授業での対応・
応答」㉒
子供の間違いに「デタラメ」は
ない。子供なりのロジックがあ
る。それを見抜き、心から驚き、
そしてどの子にも分かるように
その場で意味付ける。

東京都・玉川大学教職大学院 教授

谷
たに

 和
かず

樹
き

授業のベーシック
　スキル
ベーシックベーシック
　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル
ベーシック
　スキル

伴
一
孝
の
教
師
道

　

広
島
の
「
向
山
型
国
語
教
え
方
教
室
」
で
代

案
模
擬
授
業
を
行
っ
た
。
尾
崎
放
哉
の
俳
句
。

紅
葉
あ
か
る
く
手
紙
よ
む
に
よ
し

　

二
名
の
授
業
者
が
一
分
間
ず
つ
授
業
し
た
後
、

私
が
コ
メ
ン
ト
と
代
案
授
業
を
す
る
。
無
論
、

準
備
は
し
て
い
な
い
。
そ
の
場
で
考
え
る
。

　

一
人
目
の
授
業
者
の
発
問
。

　

手
紙
は
最
近
も
ら
っ
た
の
か
、
昔
も
ら
っ

た
の
か
。

　

こ
れ
は
こ
れ
で
面
白
い
。
場
面
が
目
に
浮
か

ん
で
く
る
発
問
だ
。

　

二
人
目
の
授
業
者
の
発
問
。

　

話
者
は
手
紙
を
読
ん
で
い
る
の
か
、
読

ん
で
い
な
い
の
か
。

　

こ
れ
も
面
白
い
。「
読
ん
で
い
な
い
」
と
す

る
場
合
の
解
釈
を
詳
し
く
聞
い
て
み
た
い
。
そ

れ
ぞ
れ
持
ち
時
間
一
分
な
の
で
、
発
問
は
一
つ

し
か
打
て
な
い
。
こ
れ
が
核
心
だ
と
い
う
こ
と

だ
ろ
う
。

　

私
は
コ
メ
ン
ト
と
代
案
授
業
で
十
分
も
ら
っ

て
い
た
。
二
つ
は
発
問
を
打
て
る
。
一
つ
目
。

「
紅
葉
」
と
「
手
紙
」
だ
け
漢
字
で
表
し

た
理
由
は
何
で
す
か
。

　

近
く
の
人
と
話
し
合
わ
せ
る
。
優
れ
て
い
る

と
思
っ
た
意
見
を
紹
介
さ
せ
る
。「
紅
葉
と
手

を
掛
け
て
い
る
」
が
出
た
。
大
人
な
ら
分
か
る
。

会
場
が
一
気
に
湧
い
た
。
二
つ
目
。

「
よ
し
」
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

こ
こ
は
あ
お
り
が
必
要
だ
。「
そ
れ
だ
け
で

す
か
」「
ま
だ
あ
り
ま
す
よ
」
と
声
を
掛
け
て

い
く
と
、
次
々
出
て
く
る
。

①
紅
葉
あ
か
る
く
手
紙
よ
む
に
佳
し

②
紅
葉
あ
か
る
く
手
紙
よ
む
に
良
し

③
紅
葉
あ
か
る
く
手
紙
よ
む
に
好
し

④
紅
葉
あ
か
る
く
手
紙
よ
む
に
善
し

⑤
紅
葉
あ
か
る
く
手
紙
よ
む
に
吉

⑥
そ
の
他

　

そ
れ
ぞ
れ
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
違
う
。
よ
っ
て
放

哉
は
「
よ
し
」
と
平
仮
名
表
記
し
た
の
だ
。

授
業
は
楽
し
い
。
知
的
で
あ
る
こ
と
が
第
一
だ
。

励
む
。

そ
の
場
で
授
業
の
「
代
案
」
を
や
っ
て
み
せ
る

あ
る
県
の
学
校
で
不
祥
事
が
連
続
発
生
し
た
。
五
件
で
あ
る
。
わ
い
せ
つ
行
為
に
飲
酒
運
転
。
県
の
教
育
長
は
連
続
し
て
通

達
を
出
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
で
事
が
収
ま
る
な
ら
ば
、
楽
な
も
の
だ
。
問
題
の
根
源
を
断
た
な
け
れ
ば
、
不
祥
事
は
必
ず
再

発
す
る
。
根
源
と
は
何
か
。
教
師
の
ス
ト
レ
ス
で
あ
る
。
現
場
に
居
れ
ば
分
か
る
。
神
戸
の
教
師
間
い
じ
め
が
問
題
に
な
っ

た
が
、
ほ
か
の
県
で
も
聞
い
た
。
あ
る
学
校
で
新
卒
の
女
性
教
師
を
柔
道
経
験
者
の
先
輩
男
性
教
師
が
宴
席
（
座
敷
）
で

「
締
め
」
て
い
た
。
周
り
は
笑
っ
て
見
て
い
た
ら
し
い
。
異
常
だ
。

伴ば
ん 

一か
ず

孝た
か

長
崎
県
長
与
町
立
長
与
小
学
校



教
育
的
な
赤
鉛
筆
の
闘
い
を
し
て
い
ま
す
か
？

赤
鉛
筆
を
使
っ
て
の
闘
い
は
、
向
山
洋
一
氏
の
最
後
の
語
り
ま
で
追
試
し
て
こ
そ
「
教
育
的
」
で
あ
る
。

最
後
の
語
り
を
危
う
く
忘
れ
そ
う
に
な
っ
て
流
れ
た
「
脂
汗
」
で
実
感
し
た
。

門も
ん

間ま 

政ま
さ

博ひ
ろ

前
・
東
京
都
公
立
小
学
校
教
諭

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
東
京
教
え
方
研
究
会
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実践日誌
長谷川博之の

長は

谷せ

川が
わ 

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
熊
谷
市
立
奈
良
中
学
校

委
嘱
研
究
発
表
会
に
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
主
張
を

ビ
ル
ト
イ
ン
す
る

自
ら
が
良
い
と
確
信
す
る
も
の
を
足
元
か
ら
広
げ
る
。
誰
に
遠
慮
す
る
こ
と
も
な
い
。

こ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
運
動
は
担
え
な
い
。

　

こ
の
秋
、
熊
谷
市
教
育
委
員
会
委
嘱
の
研
究

発
表
会
を
開
催
す
る
。
二
年
越
し
の
研
究
で
あ

る
。
教
務
主
任
兼
研
究
主
任
と
し
て
計
画
立
案
、

提
案
、
研
修
運
営
、
研
究
推
進
な
ど
を
担
っ
て

き
た
。
全
六
ペ
ー
ジ
の
研
究
紀
要
も
独
り
で
作

成
し
た
。

　

研
究
主
題
は
、「『
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
』
を
保
証
す
る
授
業
の
具
現
化
」
で
あ
る
。

　

発
表
会
当
日
は
全
学
級
で
授
業
を
公
開
す
る
。

異
例
で
あ
る
。
全
体
会
で
プ
レ
ゼ
ン
を
す
る
私

も
ま
た
授
業
す
る
。
こ
れ
も
異
例
で
あ
る
。
既

成
概
念
を
打
破
す
る
の
が
研
究
だ
。「
授
業
で

主
張
す
る
」
を
合
言
葉
に
、
職
員
一
同
努
力
を

積
み
重
ね
て
い
る
。

　

さ
て
、紀
要
の
二
ペ
ー
ジ
目
で
「
授
業
改
善
・

指
導
法
の
工
夫
」
を
取
り
上
げ
、
次
の
文
章
を

掲
載
し
た
。

「『
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
』
を
保
証

す
る
授
業
」（
以
下
Ａ
Ｌ
）
は
高
い
峰
の
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。 

公
的
な
研
修
の
場
で

も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
何
も
新
し

い
授
業
形
態
を
つ
く
れ
、
と
い
う
話
で
は
な
い

よ
う
だ
。
20
年
30
年
前
の
実
践
に
も
、
Ａ
Ｌ
を

実
現
し
て
い
る
も
の
が
数
多
く
存
在
す
る
。
た

と
え
ば
、
有
田
和
正
氏
の
「
郵
便
ポ
ス
ト
」
の

授
業
や
「
バ
ス
の
運
転
手
」
の
授
業
。
野
口
芳

宏
氏
の
「
う
と
て
と
こ
」
の
授
業
。
向
山
洋
一

氏
の
「
や
ま
な
し
」
の
討
論
と
評
論
文
。
築
地

久
子
氏
の
討
論
の
授
業
や
大
村
は
ま
氏
の
単
元

学
習
も
ま
た
然し

か

り
。
理
科
の
「
仮
説
実
験
授
業
」

や
小
森
栄
治
氏
の
「
理
科
は
感
動
だ
」
の
授
業

群
も
ま
さ
に
Ａ
Ｌ
で
あ
る
。

　

質
の
高
い
授
業
を
実
現
す
る
に
は
も
ち
ろ
ん

高
い
技
量
が
必
要
だ
。
そ
れ
ら
高
い
技
量
に
も
、

土
台
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
確
か
な
土
台
が

あ
っ
て
柱
が
立
ち
、
立
派
な
屋
根
が
葺ふ

か
れ
る
。

土
台
と
な
る
技
術
に
つ
い
て
職
員
と
共
有
し
た

も
の
が
以
下
で
あ
る
。（
以
下
略
）

　

私
が
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
こ
と
は

誰
も
が
知
っ
て
い
る
。
足
を
引
っ
張
ろ
う
と
す

る
輩
も
昔
か
ら
い
る
。
そ
れ
で
も
「
良
い
も
の

は
良
い
」
で
あ
る
。
良
い
と
信
じ
る
も
の
こ
そ

足
元
か
ら
広
げ
る
。
こ
れ
が
運
動
で
あ
る
。

私が
読み落としていた

向山洋一の
この文章

マニアック編
「
危
な
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
⋮
⋮
」

　

職
員
室
へ
戻
る
階
段
の
途
中
で

「
脂
汗
」
が
流
れ
た
。

　

荒
れ
の
中
心
で
あ
っ
た
Ｋ
君
と
の

対
決
を
終
え
た
後
の
「
語
り
」
を
言

い
忘
れ
そ
う
に
な
っ
た
か
ら
だ
。

　

二
学
期
末
に
崩
壊
し
て
い
た
学
級

を
三
学
期
に
担
任
を
し
た
と
き
の
こ

と
。
出
会
い
の
日
。

「
授
業
で
は
赤
鉛
筆
を
使
い
ま
す
」

と
全
員
に
宣
言
し
た
。

　

崩
壊
し
た
学
級
で
あ
る
。
趣
意
説

明
が
大
切
だ
。
新
し
い
規
則
を
作
る

か
ら
で
あ
る
。
次
の
こ
と
を
伝
え
た
。

「
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
使
っ
て
い
る
と
教

科
書
や
ノ
ー
ト
が
汚
く
な
り
や
す
い

の
で
す
。
み
ん
な
も
こ
う
し
た
こ
と

を
今
ま
で
に
一
回
く
ら
い
は
経
験
し

た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
？
」

　

Ｋ
君
だ
け
が
忘
れ
た
。

　

Ｋ
君
を
立
た
せ
て
言
っ
た
。

「
Ｋ
君
、
あ
な
た
は
三
日
連
続
し
て

忘
れ
て
い
る
。
み
ん
な
に
聞
い
て
み

る
。
三
日
間
の
う
ち
一
日
で
も
赤
鉛

筆
を
持
っ
て
来
た
人
は
手
を
挙
げ
て

ご
ら
ん
」

　

Ｋ
君
以
外
の
全
員
が
手
を
挙
げ
た
。

そ
し
て
、向
山
氏
の
語
り
で「
詰
め
」た
。

　

ほ
ら
、
み
ん
な
持
っ
て
来
て
い

る
。
君
だ
け
が
三
回
連
続
し
て
忘

れ
て
い
る
。
黙
っ
て
い
ら
れ
な
い

か
ら
、
ち
ゃ
ん
と
電
話
す
る
よ
。

（『
向
山
洋
一
発
・
学
級
づ
く
り
︱

集
団
へ
の
対
応
Ｑ
Ａ
事
典
』

向
山
洋
一
著　

明
治
図
書

　

一
一
六
ペ
ー
ジ
）

　

Ｋ
君
は
う
つ
む
い
て
席
に
戻
っ
た
。

　

こ
こ
で
私
は
油
断
し
た
。「
Ｋ
君

に
勝
っ
た
」
と
思
っ
た
か
ら
だ
。

　

こ
の
ま
ま
で
Ｋ
君
と
の
対
決
を
終

え
よ
う
と
し
た
と
き
、
向
山
氏
の
次

の
語
り
を
思
い
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

授
業
を
続
け
て
、
五
分
後
く
ら

い
。「
さ
っ
き
の
こ
と
だ
け
ど
も
、

も
し
今
度
持
っ
て
来
る
っ
て
言
う

ん
な
ら
ば
、
一
回
だ
け
は
先
生
電

話
し
な
く
て
も
い
い
や
。
ど
う
し

ま
す
、
あ
な
た
」

（
前
掲
書　

同
ペ
ー
ジ
）

　

こ
の
語
り
こ
そ
が
大
切
な
の
で
あ

る
。
な
ぜ
か
？　

向
山
氏
は
述
べ
る
。

「
追
い
つ
め
る
」
と
言
っ
て
も
、

む
ろ
ん
「
教
育
的
」
な
も
の
だ
。

「
追
い
つ
め
ら
れ
た
子
」
を
、
反

省
し
た
子
を
、
救
っ
て
や
る
こ

と
は
む
ろ
ん
重
要
で
あ
る
。

（『
新
版 

い
じ
め
の
講
座
を
破
壊

す
る
法
則
』
向
山
洋
一
著

学
芸
み
ら
い
社　

四
一
ペ
ー
ジ
）

　

赤
鉛
筆
で
の
闘
い
で
は
向
山
氏
の

最
後
の
語
り
が
重
要
だ
。「
追
い
つ
め

ら
れ
た
子
」
を
救
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

「
一
回
く
ら
い
」
を
や
や
強
め
に

言
っ
た
。
翌
日
に
授
業
で
赤
鉛
筆
を

使
う
こ
と
を
伝
え
、
連
絡
帳
に
書
か

せ
、
全
員
が
書
い
た
こ
と
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
下
校
さ
せ
た
。

　

二
日
目
。

「
赤
鉛
筆
を
忘
れ
た
人
？
」

と
聞
き
、
挙
手
を
さ
せ
た
。
十
二
名

中
九
名
が
忘
れ
た
。

「
先
生
が
貸
し
ま
す
。
借
り
に
い

ら
っ
し
ゃ
い
」

と
言
っ
て
貸
し
出
し
た
。

　

三
日
目
。
二
日
目
同
様
に
聞
い
た
。

三
名
が
忘
れ
た
。
や
や
強
い
口
調
で

言
っ
て
貸
し
出
し
た
。

「
大
切
な
お
勉
強
に
使
う
赤
鉛
筆
で

す
。
も
し
、
明
日
も
忘
れ
た
ら
、
お

う
ち
の
人
に
お
話
し
し
ま
す
」

　

対
決
の
日
と
な
っ
た
四
日
目
。

教
育
的
な
赤
鉛
筆
の
闘
い
を
し
て
い
ま
す
か
？

赤
鉛
筆
を
使
っ
て
の
闘
い
は
、
向
山
洋
一
氏
の
最
後
の
語
り
ま
で
追
試
し
て
こ
そ
「
教
育
的
」
で
あ
る
。

最
後
の
語
り
を
危
う
く
忘
れ
そ
う
に
な
っ
て
流
れ
た
「
脂
汗
」
で
実
感
し
た
。

門も
ん

間ま 

政ま
さ

博ひ
ろ

前
・
東
京
都
公
立
小
学
校
教
諭

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
東
京
教
え
方
研
究
会
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六
年
担
任
で
す
。
十
一
月
頃
か
ら
担

任
を
馬
鹿
に
す
る
仕
草
や
言
動
が
見
ら

れ
始
め
ま
し
た
。

　
そ
の
た
び
に
、
注
意
を
し
た
り
話
を

聞
い
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
一
向
に
よ

く
な
り
ま
せ
ん
。

　
子
供
た
ち
の
私
に
対
す
る
信
頼
を
再

構
築
す
る
た
め
に

ま
ず
何
を
行
っ
て

い
け
ば
よ
い
で

し
ょ
う
か
？

授業技量向上の法則 私が
読み落としていた

向山洋一の
この文章

回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q

A

」

＆

小お

野の 

隆た
か

行ゆ
き

岡
山
県
岡
山
市
立

西
小
学
校

高
段
者
編

１ 

改
ざ
ん
さ
れ
た
一
文

　

斎
藤
喜
博
が
「
森
の
出
口
」
で
授

業
を
し
た
記
録
に
は
、「
島
村
と
隣

の
村
と
の
境
界
に
橋
が
あ
る
。
橋
の

出
は
ず
れ
に
行
っ
た
と
き
。
出
口
へ

来
た
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と

も
、
近
く
に
橋
が
見
え
て
き
た
と
き
、

出
口
へ
来
た
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。」

と
い
う
文
章
が
あ
る
。

　

向
山
洋
一
氏
は
、
学
級
の
子
供
た

ち
に
、
原
稿
用
紙
を
配
り
、

「
近
く
に
橋
が
見
え
て
き
た
」

と
い
う
文
を
分
析
し
な
さ
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
出
さ
れ
た

『
授
業
』
誌
の
中
で
は
「
近
く
に
橋

が
見
え
て
き
た
と
き
」
と
改
ざ
ん
し

て
い
た
の
だ
。

　

ど
う
し
て
、
向
山
氏
は
、
斎
藤
喜

博
の
僅
か
な
一
文
が
、
改
ざ
ん
さ
れ

た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
気
が
付
い

た
の
だ
ろ
う
か
。

２ 

森
の
出
口
は
線
か
帯
か
？

　

向
山
学
級
の
子
供
た
ち
は
、
森
の

出
口
を
「
線
」
と
表
現
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
宮
城
教
育
大
学

の
高
橋
金
三
郎
氏
は
、「
み
す
ぼ
ら

し
い
」
と
批
判
し
た
。「『
森
の
出
口

に
広
が
り
が
な
い
』
な
ど
と
は
、
自

然
を
知
ら
ぬ
教
育
研
究
者
の
タ
ワ
ゴ

ト
で
あ
る
」
と
ま
で
言
い
の
け
る
。

　

森
の
構
造
は
、
左
の
図
に
な
る
。

　

こ
れ
に
当
て
は
め
れ
ば
、
森
の
出

口
は
マ
ン
ト
群
と
ソ
デ
群
と
い
う
範

囲
が
あ
り
、
高
橋
氏
は
「
広
い
帯
の

よ
う
に
取
り
巻
き
」、
さ
ら
に
「
と

き
に
は
数
メ
ー
ト
ル
か
ら
数
十
メ
ー

ト
ル
の
厚
さ
」
に
な
る
と
い
う
。

　

だ
が
、
全
て
が
そ
う
な
る
わ
け
で

は
な
い
。
こ
れ
に
も
、
例
外
が
あ
る

の
だ
。

　

向
山
氏
は
、
そ
の
こ
と
を
知
っ
て

い
た
の
だ
。

　

若
き
向
山
氏
は
、
京
浜
教
育
サ
ー

ク
ル
を
主
宰
し
て
い
た
。
そ
こ
で
研

究
さ
れ
た
の
が
、
自
然
地
理
教
育
で

あ
る
。
題
材
と
な
っ
た
本
は
、
宮
脇

昭
氏
の
『
植
物
と
人
間
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

出
版
）
で
あ
る
。

　

従
来
の
森
の
構
造
で
あ
れ
ば
、
幅

の
あ
る
森
の
出
口
に
な
る
が
、
宮
脇

氏
は
「
あ
る
条
件
」
が
あ
る
と
、
マ

ン
ト
群
落
は
、
幅
が
な
く
な
り
「
線

状
」
に
配
列
す
る
と
い
う
。

　

向
山
学
級
の
子
供
が
、
森
の
出
口

を
「
線
」
と
表
現
し
た
の
は
、
こ
の

こ
と
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
「
条
件
」

と
は
何
か
。

　

次
回
で
解
明
す
る
。

と
だ
け
指
示
し
て
、
三
十
分
検
討
さ

せ
た
。

　

そ
の
結
果
、
Ｎ
・
Ｈ
君
は
、「『
近

く
に
橋
が
見
え
て
き
た
』
と
い
う
文

は
、『
遠
近
感
デ
タ
ラ
メ
文
』
だ
」

と
酷
評
し
、
Ｓ
・
Ｙ
さ
ん
は
「『
見

え
て
き
た
』
と
書
き
た
い
の
だ
っ
た

ら
、
初
め
の
言
葉
は
、『
近
く
に
』

で
は
な
く
、『
遠
く
に
橋
が
』
と
か

『
向
こ
う
に
橋
が
』
で
な
く
て
は
い

け
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

実
は
、
Ｓ
・
Ｙ
さ
ん
の
指
摘
し
て

い
る
よ
う
に
、『
未
来
誕
生
』
誌
の

中
で
は
「
遠
く
の
橋
が
見
え
て
き
た

と
き
」
と
書
い
て
い
た
の
だ
。

崩
れ
ゆ
く
完
全
犯
罪
２

大
学
の
自
然
教
育
専
門
の
教
授
か
ら
、「
み
す
ぼ
ら
し
い
」
と

や
ゆ
さ
れ
た
子
供
た
ち
の
原
稿
は
、
例
外
を
隠
し
た
専
門
家
の

タ
ワ
ゴ
ト
だ
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
熟
知
し
て
い
る
向
山

洋
一
氏
の
「
知
は
力
な
り
」
を
示
し
た
痛
快
な
論
争
で
あ
る
。

松ま
つ

崎ざ
き 

力つ
と
む

栃
木
県
真
岡
市
立
真
岡
東
小
学
校

A

Q

崩
れ
て
い
き
ま
す
。
頑
張
っ
た
人
が
得
を
す
る

仕
組
み
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
時
間
が
き
た
ら
途
中
で
も
や
め
さ

せ
ま
す
。
残
り
は
、
休
み
時
間
や
授
業
の
隙
間

時
間
に
や
ら
せ
ま
す
。

　

こ
う
す
れ
ば
、
授
業
の
初
め
の
活
動
に
遅
れ

る
子
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
安
定
し
ま
せ
ん
。

時
々
、
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
で
す
。
帰
る
前
に
、

全
員
の
「
あ
か
ね
こ
漢
字
ス
キ
ル
」
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
の
で
す
。
で
き
て
い
る
人
か
ら
さ
よ
う

な
ら
と
い
う
よ
う
に
や
れ
ば
、
ご
ま
か
す
子
が

減
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
直
接
注
意
し
て
い
る
と
、
関
係
は
悪

化
し
ま
す
。
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、
行
動
を

変
化
さ
せ
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
こ
び
を
売
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
遠
慮
を
し
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

良
い
雰
囲
気
を
作
る
た
め
に
、
注
意
を
や
め

よ
う
と
し
た
り
、
面
白
い
こ
と
を
言
お
う
と
し

た
り
す
る
の
は
、
一
番
い
け
な
い
行
為
で
す
。

雰
囲
気
が
よ
く
な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
授
業

が
安
定
す
れ
ば
解
決
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

授
業
し
か
な
い

　

高
学
年
担
任
で
、
ク
ラ
ス
を
統
率
し
よ

う
と
思
う
の
な
ら
、
次
の
二
つ
は
絶
対
の
条
件

で
す
。

①
授
業
で
統
率
す
る
。

②
こ
び
を
売
ら
な
い
。

　

授
業
は
、
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。

　

チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
た
ら
何
か
ら
始
め
る
の
か
。

終
わ
っ
た
ら
何
を
す
る
の
か
。
終
わ
ら
な
か
っ

た
ら
ど
う
す
る
の
か
。
そ
れ
が
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

次
に
、
シ
ス
テ
ム
が
機
能
的
に
動
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

授
業
の
最
初
に
、「
あ
か
ね
こ
漢
字
ス
キ
ル
」

（
光
村
教
育
図
書
）
を
行
う
と
決
め
て
い
て
も
、

実
際
に
す
ぐ
に
始
め
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
で

す
。

　

そ
れ
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
と
、
教
室
は

担
任
を
馬
鹿
に
す
る
子
供
へ
の
対
処
法

授
業
が
安
定
す
れ
ば
解
決
す
る
。

授
業
で
統
率
す
る
の
で
あ
る
。

森の出口
高低木群

マ
ン
ト
群

ソ
デ
群

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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株式会社 騒人社　師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ

となりの座席の女発
女社長奮戦記

TOSSは――Ｔ（楽しい）
Ｏ（おいしい）Ｓ（最高）
Ｓ（スペシャル）
向山塾名古屋、翌週もバスで
名古屋から伊勢神宮へ、そして京都。

１ 

向
山
塾
Ｉ
Ｎ
名
古
屋

　

久
し
ぶ
り
に
向
山
塾
で
、
向
山

先
生
と
一
緒
に
講
座
の
時
間
を
得

た
。

「
帰
っ
て
来
ち
ゃ
い
ま
し
た
」

と
言
っ
た
ら
、
た
く
さ
ん
の
拍
手

を
も
ら
い
、
そ
の
気
に
な
っ
た
。

　

向
山
先
生
と
講
座
の
進
行
に
つ

い
て
昼
食
を
食
べ
な
が
ら
相
談
し
、

大
切
な
こ
と
は
コ
ン
テ
ン
ツ
に
入

れ
て
お
く
こ
と
に
し
た
。

　

私
は
向
山
先
生
と
出
会
い
、「
討

論
」
の
形
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

自
分
の
授
業
が
激
変
し
た
。
子
供

た
ち
は
熱
中
し
、
授
業
に
活
気
が

出
て
、
知
的
に
な
っ
た
。

　

向
山
塾
で
の
テ
ー
マ
は
「
討

論
」
と
し
た
。
様
々
な
場
面
か
ら
、

討
論
へ
と
展
開
し
て
い
く
と
こ
ろ

を
、
向
山
先
生
に
授
業
形
式
で

や
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
考
え
て
い

る
。

　

名
古
屋
で
は
、
資
料
の
読
み
取

り
か
ら
討
論
へ
の
道
筋
を
示
し
た
。

　

向
山
先
生
か
ら
の
貴
重
な
言
葉

は「
書
く
こ
と
」の
大
切
さ
だ
っ
た
。

「
考
え
る
か
ら
書
く
の
で
は
な
い

ん
だ
よ
。
書
く
か
ら
考
え
る
の
だ

よ
」
と
言
わ
れ
た
。

１　

隣
の
人
と
話
し
合
っ
て
ご
ら

ん
な
さ
い
。

２　

分
か
っ
た
こ
と
、
思
っ
た
こ

と
、
気
が
付
い
た
こ
と
を
ノ
ー

ト
に
書
き
な
さ
い
。

３　

数
が
少
な
い
人
か
ら
発
表
し

な
さ
い
。

　

向
山
先
生
か
ら
討
論
さ
せ
る
中

で
の
指
示
の
意
味
を
丁
寧
に
聞
き
、

講
座
の
中
で
、
演
習
形
式
で
参
加

者
に
伝
え
る
よ
う
講
座
を
組
み
立

て
た
。

２ 

伊
勢
か
ら
京
都
へ

　

向
山
先
生
、
中
央
事
務
局
と
一
緒

に
、
十
一
月
二
日
・
三
日
の
日
程

で
伊
勢
神
宮
と
京
都
に
出
掛
け
た
。

　

御
朱
印
帳
を
見
る
と
、
二
〇
一

七
年
四
月
十
五
日
に
参
拝
し
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
伊
藤
道
海

先
生
は
じ
め
、
様
々
な
方
の
お
力

添
え
で
、内
宮
の
「
天
照
大
神
様
」

の
す
ぐ
そ
ば
ま
で
行
き
、
特
別
拝

観
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の

と
き
の
霊
験
あ
ら
た
か
な
気
持
ち

は
今
も
残
っ
て
い
る
。

　

今
年
は
、
外
宮
を
参
拝
し
た
。

正
式
に
は
、
外
宮
か
ら
内
宮
の
順

に
参
拝
す
る
の
が
よ
い
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
。
再
び
訪
れ
る
こ
と
を

想
定
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
こ

の
順
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
伊
勢

神
宮
は
内
宮
、
外
宮
合
わ
せ
る
と

年
間
八
百
万
人
訪
れ
る
と
い
う
。

日
本
人
の
伊
勢
へ
の
憧
れ
は
、
こ

の
数
か
ら
も
分
か
る
。

「
天
照
大
神
様
と
お
伊
勢
参
り
」

は
授
業
技
量
検
定
で
教
材
研
究
を

し
た
こ
と
が
あ
り
、
格
別
の
思
い

が
あ
っ
た
。

　

神
楽
殿
で
雅
楽
と
舞
の
奉
納
が

あ
っ
た
。
科
学
技
術
が
進
む
現
代
、

昔
か
ら
の
伝
統
を
守
る
た
め
修
業

に
励
む
人
々
が
い
る
こ
と
に
気
付

か
さ
れ
た
。

　

京
都
の
夜
は
新
三
浦
で
水
炊
き
、

翌
日
は
三
十
三
間
堂
に
行
き
、
す

ぐ
近
く
の
わ
ら
じ
や
で
、
う
ぞ
う

す
い
を
味
わ
っ
た
。

次の夢へ向かって
～アニャンゴ発、日本の子供
たちへのメッセージ

向
むこう

山
やま

 恵
え

理
り

子
こ

オクム師匠の教え㉒
たった一人のヨーロッパツアー。
全て一人で解決しなければならない。

　

今
回
の
ツ
ア
ー
で
私
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
役
を
し
て
く
れ
る
ア
ミ
ナ

は
、
ケ
ニ
ア
系
フ
ラ
ン
ス
人
の
親

友
。

　

し
か
も
私
の
最
初
の
ス
ワ
ヒ
リ

語
の
先
生
で
、
東
京
で
の
生
活
も

長
か
っ
た
か
ら
日
本
語
も
ぺ
ら
ぺ

ら
だ
。

　

パ
リ
の
ア
ミ
ナ
の
家
に
一
泊
し
、

翌
朝
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
に
向
け

て
出
発
す
る
。

　

た
っ
た
一
人
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ツ

ア
ー
は
、
今
回
が
初
め
て
だ
っ
た
。

　

楽
器
の
さ
ば
き
や
機
材
の
さ
ば

き
、
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
応
や
安
全

確
保
、
初
め
て
会
う
現
場
ス
タ
ッ

フ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

⋮
⋮
。

　

こ
れ
ら
を
全
て
一
人
で
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
上
で
、

次
の
仕
事
や
次
の
ツ
ア
ー
に
つ
な

が
る
よ
う
に
「
結
果
」
を
出
し
て

こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

今
回
の
ツ
ア
ー
で
は
、
現
地
の

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
と
も
に
ト
リ

オ
を
結
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
。

　

と
こ
ろ
が
、
主
催
者
に
何
度

メ
ー
ル
を
送
っ
て
も
、
一
向
に
そ

の
二
人
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
情

報
や
名
前
す
ら
あ
が
っ
て
こ
な
い
。

一
体
ど
れ
く
ら
い
リ
ハ
ー
サ
ル
の

時
間
が
取
れ
る
の
か
も
分
か
ら
な

い
。

　

音
源
を
送
る
も
の
の
、
そ
れ
が

向
こ
う
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
届

い
た
か
も
分
か
ら
な
い
。
何
も
分

か
ら
な
い
ま
ま
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー

ル
に
乗
り
込
む
し
か
な
か
っ
た
。

　

パ
リ
か
ら
電
車
で
約
二
時
間
、

ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
に
到
着
。
ド
イ

ツ
と
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
が
混
ざ
っ

た
美
し
い
街
だ
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
共
演
す
る

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ニ
ス
ト
と
ベ
ー
シ

ス
ト
と
も
初
顔
合
わ
せ
す
る
。

　

事
前
の
連
絡
は
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
き
ち
ん
と
現
地
の
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
が
来
て
く
れ
る
と
い
う
こ

と
で
、
ま
ず
は
一
安
心
。
と

こ
ろ
が
、
そ
の
顔
ぶ
れ
を
見

て
ビ
ッ
ク
リ
し
て
し
ま
っ
た
。

　

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ニ
ス
ト
の

ボ
ニ
・
ニ
ャ
オ
レ
は
、
ワ
ー

ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
シ
ー
ン

で
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
の
歌
姫
、

ド
ベ
・
ニ
ャ
オ
レ
の
お
父
様

で
、
来
日
公
演
も
し
た
こ
と

が
あ
る
。

　

ベ
ー
シ
ス
ト
の
リ
ヴ
ァ
は

そ
の
ド
ベ
・
ニ
ャ
オ
レ
の
元

バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
で
、
マ
ダ

ガ
ス
カ
ル
の
大
ス
タ
ー
、

ロ
ッ
シ
ー
の
ベ
ー
シ
ス
ト
で

も
あ
る
。

　

し
か
も
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

会
場
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
誇
る
偉

大
な
ジ
ブ
シ
ー
・
ジ
ャ
ズ
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
で
あ
る
ジ
ャ
ン
ゴ
・
ラ

イ
ン
ハ
ル
ト
の
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー

ル
。

　

出
演
者
は
、
ア
フ
リ
カ
系
の

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
ば
か
り
。
こ
こ

は
ア
フ
リ
カ
か
と
思
え
る
ほ
ど
で

あ
る
。

世界初女性
ニャティティ奏者
アニャンゴこと

（
ケ
ニ
ア
・
ア
レ
ゴ
村
に
て
）
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向山洋一の
日常から学ぶ仕事術

NPO TOSS　美
み

崎
さき

 眞
ま

弓
ゆみ

他人への思いやり以上の
ことが向山先生の行動に
は隠れている
江戸っ子の粋なのか、男の美学なのか。

１ 

巧
み
な
切
り
返
し

　

毎
月
、
東
京
教
育
技
術
研
究
所

で
「
向
山
洋
一
直
伝
教
材
ユ
ー
ス

ウ
ェ
ア
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
か
れ
て

い
る
。
セ
ミ
ナ
ー
後
の
懇
親
会
は
、

旗
の
台
の
中
華
「
鵬ほ
う

龍り
ゅ
う

」。
私
の

隣
に
座
ら
れ
た
三
重
県
の
進
士
か

お
り
先
生
に
、
旗
の
台
か
ら
自
宅

ま
で
掛
か
る
時
間
を
お
尋
ね
し
た
。

　

三
時
間
半
と
聞
き
、
僅
か
一
時

間
の
セ
ミ
ナ
ー
の
た
め
に
、
平
日

に
休
み
を
取
っ
て
の
参
加
。
そ
の

熱
心
さ
に
驚
い
て
い
た
ら
、
向
山

先
生
が
こ
う
言
っ
た
。

「
俺
も
（
帰
る
ま
で
）
三
時
間
半

掛
か
る
（
笑
）」

　

向
山
先
生
も
、
仲
間
と
楽
し
く

飲
ん
で
旗
の
台
の
自
宅
に
帰
り
着

く
ま
で
三
時
間
半
と
い
う
こ
と
か
。

　

相
手
に
合
わ
せ
た
切
り
返
し
は
、

ユ
ー
モ
ア
が
あ
っ
て
勉
強
に
な
る
。

２ 

粋
で
い
な
せ

　

も
し
、
バ
ニ
ラ
ア
イ
ス
を
オ
ー

ダ
ー
し
た
の
に
抹
茶
ア
イ
ス
が
出

て
き
た
ら
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま

す
か
。
熱
々
の
熱
か
ん
を
頼
ん
だ

の
に
、
ぬ
る
か
ん
が
出
て
き
た
ら
、

普
通
は
差
戻
し
で
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
向
山
先
生
は
出
さ

れ
た
も
の
を
受
け
入
れ
る
。
文
句

も
言
わ
ず
に
、
ぬ
る
か
ん
が
出

た
っ
て
「
次
は
熱
く
」
と
言
う
だ

け
だ
。
オ
ー
ダ
ー
を
間
違
え
た
の

は
相
手
の
ミ
ス
だ
か
ら
、
当
然

黙
っ
て
い
ら
れ
ず
間
違
え
を
指
摘

す
る
私
。
し
か
し
、
向
山
先
生
は

相
手
を
と
が
め
る
こ
と
は
な
い
。

　

文
句
を
言
う
こ
と
は
、
み
っ
と

も
な
い
の
か
、
慎
み
な
の
か
、
相

手
へ
の
思
い
や
り
な
の
か
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
何
か
が
、

向
山
先
生
の
行
動
の
陰
に
隠
れ
て

い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

　

こ
れ
が
江
戸
っ
子
の
粋
な
の
か
、

男
の
美
学
な
の
だ
ろ
う
か
。

︿
お
ま
け
﹀
や
っ
ぱ
り
電
話
美
人
？

　

向
山
先
生
の
親
友
の
尾
木
社
長

は
、
武
蔵
小
杉
で
手
広
く
不
動
産

業
を
営
ん
で
い
る
。
そ
の
尾
木
社

長
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。

「
は
い
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
事
務
局
の
美

崎
で
す
」
と
名
乗
っ
た
の
に
「
美

崎
さ
ん
、
お
願
い
し
ま
す
」
と
言

わ
れ
た
。

（
え
っ
、本
人
な
ん
だ
け
ど
⋮
⋮
）

と
思
い
な
が
ら
も
「
は
い
、
美
崎

で
す
」
と
、
も
う
一
度
名
乗
る
。

す
る
と
、「
何
だ
、
声
が
若
い
か

ら
さ
あ
、
分
か
ら
な
か
っ
た
」

　

黙
っ
て
い
ら
れ
な
い
私
は
、す
か

さ
ず
「
声
も
」
と
き
っ
ち
り
訂
正

し
た
が
、
は
っ
き
り
言
う
よ
ね
～
。

ま
あ
、
師
尾
先
生
も
私
の
こ
と
を

電
話
美
人
と
褒
め
て
く
れ
る
し
、

お
顔
じ
ゃ
な
く
て
も
「
若
い
」
と

か
「
美
人
」
と
い
う
言
葉
に
弱
い

私
で
し
た
。

今
月
の
向
山
先
生

「
学
び
に
向
か
う
力
」
と

「
非
認
知
能
力
」

一 

﹁
学
び
に
向
か
う
力
﹂
と
は
何
か

　

我
が
国
で
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開

発
機
構
）
の
キ
ー
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
主
要

な
資
質
・
能
力
）
と
重
な
る
「
生
き
る
力
」

を
平
成
八
年
か
ら
教
育
理
念
と
し
て
掲
げ
て

き
た
。
そ
し
て
、
平
成
二
十
九
年
三
月
に
告

示
さ
れ
た
新
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
、
育

成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
三
つ
の
柱
を
次

の
よ
う
に
示
し
た
。

⑴
知
識
及
び
技
能
が
習
得
さ
れ
る
よ
う
に
す

る
こ
と
。

⑵
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
を
育
成
す

る
こ
と
。

⑶
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
を
涵か

ん

養よ
う

す

る
こ
と
。

　

学
力
の
構
造
を
根
本
的
に
見
直
し
、「
何

を
知
っ
て
い
る
か
」
か
ら
「
何
を
理
解
し
て

い
る
の
か
」、「
個
別
の
知
識
・
技
能
」
か
ら

「
生
き
て
働
く
知
識
・
技
能
」
へ
の
転
換
に

加
え
て
、「
学
び
に
向
か
う
力
」
と
い
う
新

た
な
キ
ー
ワ
ー
ド
が
掲
げ
ら
れ
た
こ
と
が
注

目
さ
れ
る
。
教
科
等
を
横
断
す
る
汎
用
的
ス

キ
ル
に
は
、
認
知
的
・
社
会
的
・
情
意
的
の

三
側
面
と
「
自
己
調
整
や
内
省
な
ど
を
可
能

に
す
る
」
メ
タ
認
知
 ※
が
あ
る
と
し
、
教
科

等
の
本
質
を
拠よ

り
所
に
、
内
容
と
資
質
・
能

力
の
調
和
的
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
の

新
た
な
視
点
か
ら
、「
公
共
」「
歴
史
総
合
」「
理

数
探
求
」
等
の
新
科
目
が
構
想
さ
れ
る
に

至
っ
た
の
だ
。
従
来
の
「
初
め
に
教
科
あ
り

き
」
で
は
な
く
、「
内
容
」
の
修
得
自
体
が

教
育
の
最
終
目
標
で
は
な
い
こ
と
を
言
明
し
、

「
子
供
の
視
点
」
に
立
っ
て
教
育
課
程
の
在

り
方
を
見
直
し
た
。
さ
ら
に
「
何
を
学
ぶ
の

か
」
と
い
う
教
育
内
容
論
と
「
ど
の
よ
う
に

学
ぶ
の
か
」
と
い
う
教
育
方
法
論
を
、「
何

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
」
と
い
う
教
育

目
的
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
位
置

付
け
る
構
造
に
転
換
し
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。

　

二
〇
〇
七
年
の
学
校
教
育
法
の
改
正
に

よ
っ
て
、
従
来
の
経
験
主
義
と
系
統
主
義
の

対
立
、
学
力
論
争
に
お
け
る
「
ゆ
と
り
」
か

「
詰
め
込
み
」
か
の
二
元
論
を
超
え
て
、
知

識
を
活
用
し
て
課
題
を
解
決
す
る
汎
用
的
な

資
質
・
能
力
が
、
学
校
教
育
が
目
指
す
べ
き

学
力
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。
知
識

の
体
系
で
あ
っ
た
学
習
指
導
要
領
を
資
質
・

能
力
の
体
系
へ
と
進
化
さ
せ
た
契
機
に
な
っ

た
の
は
、
前
回
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
お

け
る
、
感
性
、
情
動
の
基
盤
で
あ
る
「
言
語

活
動
の
充
実
」
で
あ
っ
た
。

　

で
は
、「
学
び
に
向
か
う
力
」
と
は
一
体

何
か
。
そ
れ
は
自
尊
心
・
自
己
肯
定
感
、
自

制
心
、
自
立
心
・
自
律
性
等
の
自
己
に
関
わ

髙た
か

橋は
し 

史し

朗ろ
う

麗
澤
大
学
大
学
院
特
任
教
授

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
教
授

脳
科
学
と
教
育　

第
十
回

日本の　　 のために

11月の今月の一言「行事
指導には幾多の学校でみ
がかれたシナリオがある」

9/15は向山先生の誕生日。
研究所からのプレゼントは、
膝掛けとスリッパ。

山谷えり子議員。滞在時間僅か
15分のために中央事務局会議に
来られた。

※ 

自
分
自
身
の
思
考
、
行
動
、
感
情
な
ど
を
客
観
的
に
認
識
し
、
制
御
す
る
こ
と
。
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る
力
と
「
心
の
理
解
能
力
」、
共
感
・
思
い

や
り
、
協
調
性
、
道
徳
性
・
規
範
意
識
等
の

社
会
性
を
中
核
と
す
る
「
非
認
知
能
力
」
で

あ
る
。『
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
保
育
白
書
』（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

編
著　

明
石
書
店
）
は
、
生
涯
に
わ
た
る

「w
ell-being

」（
心
と
身
体
の
健
康
及
び
幸

福
感
）
や
社
会
的
成
功
は
、乳
幼
児
期
に
「
非

認
知
」
的
な
心
の
土
台
が
し
っ
か
り
と
養
わ

れ
て
こ
そ
、
長
期
的
且
つ
持
続
的
に
可
能
に

な
る
と
強
調
し
た
。「
非
認
知
能
力
」
の
中

核
は
「
自
己
と
社
会
性
」
に
関
わ
る
心
で
あ

る
が
、
二
〇
〇
〇
年
に
生
ま
れ
た
子
供
が
二

十
一
世
紀
に
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
く
か
を

追
跡
し
た
縦
断
調
査
に
よ
っ
て
、
愛
着
（
ア

タ
ッ
チ
メ
ン
ト
）
の
剝
奪
が
「
非
認
知
能
力
」

の
発
達
に
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

二 

ヘ
ッ
ク
マ
ン
調
査
と

 

マ
シ
ュ
マ
ロ
・
テ
ス
ト

　

ま
た
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
シ
カ
ゴ

大
学
の
ヘ
ッ
ク
マ
ン
教
授
が
米
ミ
シ
ガ
ン
州

ペ
リ
ー
小
学
校
付
属
幼
稚
園
で
実
施
し
た
調

査
に
よ
れ
ば
、
就
学
前
教
育
で
「
非
認
知
能

力
」
を
育
て
た
子
供
は
、
そ
う
で
な
い
子
供

と
比
べ
て
、
四
十
歳
時
点
で
高
校
卒
業
率
、

収
入
や
持
ち
家
率
が
高
く
、
離
婚
率
、
犯
罪

率
、
生
活
保
護
受
給
率
が
低
い
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
彼

ら
は
乳
幼
児
期
に
「
非
認
知
能
力
」
の
土
台

を
身
に
付
け
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

　

さ
ら
に
、
四
歳
児
の
自
制
心
に
つ
い
て
研

究
し
た
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ミ
シ
ェ
ル 

ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
大
教
授
の
「
マ
シ
ュ
マ
ロ
・
テ
ス

ト
」
に
よ
れ
ば
、
マ
シ
ュ
マ
ロ
を
皿
の
上
に

置
い
て
、「
一
個
す
ぐ
食
べ
て
も
い
い
け
ど
、

十
五
分
待
っ
て
い
た
ら
二
個
あ
げ
る
」
と
伝

え
た
と
こ
ろ
、
自
制
し
て
二
個
食
べ
た
四
歳

児
は
三
分
の
一
に
す
ぎ
ず
、
四
歳
時
に
自
制

心
（
非
認
知
能
力
）
の
あ
る
子
は
学
校
の
成

績
や
社
会
的
成
功
と
の
関
連
が
Ｉ
Ｑ
（
認
知

能
力
）
よ
り
も
強
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
大
学
進
学
適
性
試
験
（
Ｓ
Ａ
Ｔ
）
の
ス

コ
ア
が
二
四
〇
〇
点
満
点
中
、
平
均
で
二
一

〇
点
高
く
、
成
人
後
の
肥
満
指
数
も
低
く
、

危
険
な
薬
物
に
手
を
出
さ
ず
、
対
人
関
係
能

力
に
優
れ
て
お
り
、
自
尊
心
も
高
か
っ
た
の

だ
。
四
歳
時
点
で
の
自
制
心
が
大
学
入
試
の

成
績
を
左
右
し
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

　

保
育
指
針
と
幼
稚
園
教
育
要
領
も
改
訂
さ

れ
、「
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し

い
10
の
姿
」
の
七
～
八
割
を
「
非
認
知
能
力
」

が
占
め
る
に
至
っ
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

　

一
歳
、
一
歳
半
の
愛
着
経
験
と
、
三
十
二

歳
時
の
身
体
的
健
康
の
関
係
を
調
査
し
た
研

究
に
よ
れ
ば
、
乳
幼
児
期
に
安
定
し
た
愛
着

が
欠
け
て
い
た
人
は
、
そ
う
で
な
い
人
に
比

べ
て
四
倍
の
身
体
症
状
を
訴
え
て
い
た
。
愛

着
と
い
う
安
心
の
基
地
、
安
全
な
避
難
場
所

と
い
う
安
心
感
を
得
た
子
供
は
自
律
性
を
獲

得
し
、
相
手
に
同
調
し
て
共
感
す
る
「
心
の

理
解
能
力
」「
共
感
性
、
思
い
や
り
」
も
高

ま
る
。
エ
リ
ク
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、「
自
分
は

他
者
か
ら
愛
さ
れ
、
大
切
に
さ
れ
て
い
る
」

と
い
う
基
本
的
信
頼
感
が
、「
非
認
知
能
力
」

の
土
台
と
な
り
、
他
者
に
対
す
る
基
本
的
信

頼
感
の
形
成
に
つ
な
が
る
。
神
経
イ
メ
ー
ジ

ン
グ
研
究
に
よ
っ
て
「
共
感
能
力
」
の
脳
科

学
的
基
盤
が
解
明
さ
れ
、
共
感
、
感
謝
、
思

い
や
り
、
許
し
、
幸
福
等
の
道
徳
的
美
徳
・

感
性
に
つ
い
て
の
研
究
が
進
展
し
、
一
方
で

認
知
発
達
に
関
す
る
研
究
が
減
少
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
「
非
認
知
能
力
」
を
家
庭
で
育

て
る
た
め
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
の
共
通
理

解
を
深
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

全
国
の
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
紹
介

http://circle.tos-land.net/

共
に
教
育
を
語
る
仲
間
が
い
る
と
、
教
師
修
業
は
何
倍
も
楽
し
く
な
り
ま
す
！　

授
業
の
腕
を
上
げ
た

い
先
生
、
子
供
が
熱
中
す
る
授
業
を
し
た
い
先
生
は
、
ぜ
ひ
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

最新セミナー情報
http://seminar.tos-land.net/

【お知らせ】
TOSSでは、このページでご紹介した以外にもたくさ
んのセミナーを全国で開催しています。
各セミナーの詳細・お申込みは「TOSS最新セミナー
情報」へ！
県別・月別・キーワード検索ができます。

TOSS掛川合宿2020 （TOSS中央事務局　手塚美和）

東京都
玉川大学TOSS学生サークル和

なごみ

愛知
県

TOSS Sunny

東京都立川市立上砂川小学校

藤
ふじ

橋
はし

 研
けん

連絡先：fujihashi. ken@toss2.com

愛知県名古屋市立東桜小学校

青
あお

木
き

 翔
しょう

平
へい

連絡先：dancingbaby2@gmail.com

「将来出会う子供たちを幸せにする」教師を
志す学生サークル和
　教師のベーシックスキルを身に付けること
を中心に、「将来出会う子供たちを幸せにす
る」という理念の下、活動している。週に一度、
模擬授業や読み合わせを行う。授業力No.1決
定戦、静岡大学「飛翔」との合同合宿、子供
相手の無料塾など活動は多岐。顧問は谷和樹
氏。月に一度の「谷先生例会」では、谷氏が
学生の模擬授業に代案と実演を示してくれる。

元気になるサークル！　TOSS Sunny!! 
「TOSS Sunny」は代表の井戸砂織氏が「英
語の模擬授業をたくさんしたい」と思い、作っ
たサークルである。例会のメインは模擬授業。
特に人気なのが瞬殺介入模擬授業。違いをそ
の場で指摘され、すぐに修正して挑戦できる
ため、授業技量が劇的に向上する。懇親会は
例会会場から車で１分のイタリアン。情報交
換や読書会など、懇親会もたっぷりの学びで
ある。

憧れの向山実践を追いかけるための“はじめの一歩” 
～ドラマを次々と生み出す実力派教師が教える向山型指導法の基礎と応用～
【主催】NPO TOSS　【共催】TOSS中央事務局・青年事務局
【開催日時】2020年1月11日（土）～ 12日（日）

12時30分開会（受付開始は11時45分）  12日（日）11時閉会
【開催場所】つま恋リゾート彩の郷
〈１日目〉

１．開会挨拶　TOSS代表　向山洋一氏
２．新指導要領&新教科書待ったなし！　2020 年代をリードする向山型指導法　
３．2030 年「Society5.0」を見据えた最新教育課題への対応
　　⑴ STEAM教育　⑵ SDGs　⑶ 新時代の学びを支える先端技術活用推進方策
４．特別講演：この目で見た「兄貴」の実践のウラ側　向山行雄氏（敬愛大学教授・全国連合小学校長会顧問）
５．若手教師が生み出す圧倒的子どもの事実
６．向山氏の教育思想を詰め込んだおすすめ教材のドラマとユースウェア
７．高段者が指南！　向山型を目指すための「はじめの一歩」
８．TOSS 海外視察報告
９．１日目総括・ご挨拶　TOSS代表　向山洋一氏
　１日目の講座終了後（課題別分科会・フリータイム・パーティー・ 全体ブレスト）

〈２日目〉
１．目覚まし演習講座　（１）特別支援　（２）授業技量検定
２．次世代スターを目指せ！　公募模擬授業対決　20代・30代教師限定で公募
３．高段者の授業づくりの裏側大公開
４．向山型の継承 次世代トップスターの The 授業
５．総括講演　TOSS代表　向山洋一氏（予定）

日本の　　 のために
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十
月
一
日
㈫ 

夕
方
か
ら
学
芸
み
ら
い
社
役
員

会
。
そ
の
後
、
学
芸
み
ら
い
社
小
島
社
長
、

正
進
社
小
林
社
長
、師
尾
先
生
と
「
木
曽
路
」

で
懇
親
会
。

十
月
三
日
㈭ 

午
前
中
、
歯
医
者
。
午
後
、
研

究
所
で
経
営
会
議
。
恵
理
子
た
ち
と
。

十
月
六
日
㈰ 
東
京
駅
で
道
徳
セ
ミ
ナ
ー
。
講

師
は
谷
先
生
。
そ
の
後
雨
宮
先
生
た
ち
と
懇

親
会
。

十
月
八
日
㈫ 

毎
日
新
聞
社
知
財
ビ
ジ
ネ
ス
室

の
中
村
由
紀
人
氏
（
元
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）
と

品
川
「
五
十
三
次
」
で
打
ち
合
わ
せ
。
谷
先

生
、師
尾
先
生
、雨
宮
先
生
、恵
理
子
た
ち
と
。

十
月
九
日
㈬ 

原
稿
二
本
書
く
。

十
月
十
日
㈭ 

午
後
、
研
究
所
で
経
営
会
議
。

夕
方
か
ら
、
中
央
事
務
局
会
議
。
参
議
院
議

員
の
山
谷
え
り
子
先
生
と
産
経
新
聞
社
の
慶

田
氏
も
参
加
。
懇
親
会
は
「
木
曽
路
」。

十
月
十
二
日
㈯ 

台
風
、
自
宅
で
読
書
。
管
理

職
サ
ー
ク
ル
。

十
月
十
五
日
㈫ 

聖
路
加
病
院
で
検
査
。
青
年

事
務
局
会
議
。

十
月
十
七
日
㈭ 

午
後
、
研
究
所
で
経
営
会
議
。

恵
理
子
た
ち
と
。夕
方
か
ら
、デ
ジ
タ
ル
チ
ー

ム
の
作
業
。
そ
の
後
懇
親
会
で
合
流
。

十
月
十
八
日
㈮ 

雨
宮
氏
達
と
「
木
曽
路
」。

十
月
二
十
一
日
㈪ 

研
究
会
。
夕
食
、
名
取
邸
。

十
月
二
十
二
日
㈫ 

祝
日
。
即
位
礼
正
殿
の
儀
。

第
二
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ビ
ル
を
引
っ
越
す
こ
と
に
な

り
、
資
料
の
整
理
。
中
央
と
青
年
事
務
局
の

メ
ン
バ
ー
で
。
懇
親
会
は
、
中
華
「
鵬
龍
」。

十
月
二
十
四
日
㈭ 

午
後
、
研
究
所
で
経
営
会

議
。
恵
理
子
た
ち
と
。
同
時
に
三
井
住
友
銀

行
と
打
ち
合
わ
せ
。
そ
の
後
、
司
法
書
士
の

先
生
と
打
ち
合
わ
せ
。
第
二
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ビ
ル

で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
対
談
が
行
わ
れ
た
。
騒
人
社
か

ら
出
版
さ
れ
る
予
定
。

十
月
二
十
五
日
㈮ 

夕
方
か
ら
「
木
曽
路
」。
千

葉
の
並
木
校
長
先
生
も
参
加
。

十
月
二
十
七
日
㈰ 

名
古
屋
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
向
山・谷
塾
。
参
加
者
は
百
名
。

十
月
二
十
八
日
㈪ 

「
木
曽
路
」
に
て
、
恵
理

子
、
美
崎
、
雨
宮
、
谷
、
師
尾
氏
な
ど
と
一
献
。

十
月
二
十
九
日
㈫ 

リ
ハ
ビ
リ
。教
材
セ
ミ
ナ
ー
、

第
二
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ビ
ル
三
時
半
～
四
時
半
。
中

華
「
鵬
龍
」
に
て
懇
親
会
。

十
月
三
十
日
㈬ 

浅
草
で
三
人
会
。
板
倉
先
生
、

師
尾
先
生
と
向
山
で
。
い
つ
も
の
店
。

十
月
三
十
一
日
㈬ 

午
後
、
研
究
所
で
経
営
会

議
。
恵
理
子
た
ち
と
。
師
尾
先
生
早
く
帰
る
。

十
月
五
日
㈯ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ミ
ナ
ー
広
島
。

放
射
線
医
中
川
恵
一
先
生
の
話
が
毎
回
衝
撃
。

十
月
六
日
㈰ 

東
京
で
道
徳
セ
ミ
ナ
ー
。
一
年

生
の
教
科
書
を
使
っ
た
道
徳
授
業
が
大
好
評
。

向
山
氏
と
師
尾
氏
が
サ
プ
ラ
イ
ズ
参
加
！

十
月
七
日
㈪ 

谷
企
画
チ
ー
ム
会
議
。
全
部
英

語
で
、
今
回
か
ら
は
完
全
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
に
。

十
月
十
日
㈭ 

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
中
央
事
務
局
会
議
。

十
月
十
二
日
㈯ 

台
風
十
九
号
の
た
め
佐
賀
セ

ミ
ナ
ー
を
キ
ャ
ン
セ
ル
。
音
楽
セ
ミ
ナ
ー
中

止
。
日
本
の
災
害
が
質
的
に
変
化
し
て
い
る
。

十
月
十
七
日
㈭ 

デ
ジ
タ
ル
チ
ー
ム
会
議
。
ス

マ
ホ
フ
ァ
ー
ス
ト
の
新
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
を

年
内
公
開
。

十
月
十
九
日
㈯ 

長
野
セ
ミ
ナ
ー
。
五
色
百
人

一
首
の
実
演
が
大
人
気
。
北
陸
新
幹
線
不
通

の
た
め
、
特
急
の
最
終
で
一
旦
名
古
屋
へ
。

十
月
二
十
日
㈰ 

石
川
セ
ミ
ナ
ー
。
教
科
書
を

使
っ
た
代
案
授
業
が
好
評
。

十
月
二
十
四
日
㈭ 

騒
人
社
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
対

談
を
収
録
。
関
正
雄
先
生
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
専

門
家
。
経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
の
佐
桑
常
務
理

事
が
絶
妙
の
司
会
進
行
。

十
月
二
十
七
日
㈰ 

向
山
・
谷
塾
名
古
屋
。帰
っ

て
き
た
向
山
・
師
尾
講
座
に
一
同
感
動
！

2019年10月

向
山
日
記

向山・谷日記

谷
日
記

全国で展開
TOSS Kids Schoolの全貌
（TOSS Kids School について）
　おすすめです。生き方の幅が広がりますよ。

（2017年3月31日TOSS-SNS 師尾喜代子氏の「TOSS Kids School 説明会」
というダイアリーに対する向山洋一氏からのコメント）

『教育コミュニティ』誌とは、1994年に創刊された『ジュニア・ボランティア教育』誌を前身とし、
2014年3月にリニューアル創刊した、教師の社会貢献活動を支える雑誌です。2019年4月号より、『教
育トークライン』誌と合体し、ウェブ展開をスタートしました。

教育コミュニティWEB　1月号
CONTENTS
●教育コミュニティ１月号
【連載】

１．子育てQ&A……向山洋一氏・師尾喜代子氏（構成：佐藤あかね氏）
２．学校でのビジネスマナー……大場寿子氏
３．越智敏洋のNPO運営講座10……越智敏洋氏

【特別コンテンツ】
●子供が伸びる！　生きがいができる！　TOSS Kids School実践報告

・ 杉山裕之氏、高山佳己氏、星野裕二氏　続々開業TOSS Kids School
●TOSS Kids School　ギャラリー

・ TOSS Kids School　子供たちの笑顔！
・ TOSS Kids School　こんなところでやってます！
・ TOSS Kids School　教材紹介

※編集部からのお知らせ
「教育コミュニティ WEB」では、全国で社会貢献活動をされている方々からの報告を募集
いたします。「公序良俗に反しないもの」「社会貢献活動に関する内容」など、最低限の規準
をクリアしたものは全て掲載いたします（謝礼は発生いたしません）。
　字数は100字～ 1000字程度でご自由に。画像もOKです（著作権にはご配慮ください）。
<contact@tiotoss.jp>まで、件名に「教育コミュニティ投稿」と付けてお送りください。

■教育コミュニティWEB　閲覧方法
①PC・スマートフォンでアクセス　http://kc.tiotoss.jp
②あとは見るだけ、読むだけ、掲示板に書き込むだけ！
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１ 

全
国
へ

　

二
〇
一
九
年
十
月
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ 

Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ 

Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
は
、
山

口
下
関
は
や
ま
ス
ク
ー
ル
を
本
部
と

し
て
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
教
室
で
あ

る
福
島
大
玉
教
室
・
福
岡
み
や
ま
教

室
・
大
阪
日
根
野
教
室
・
静
岡
安
西

教
室
・
浜
松
き
ら
り

タ
ウ
ン
教
室
・
清
水

オ
ハ
ナ
教
室
・
浜
松

中
央
教
室
・
和
歌
山

紀
ノ
川
教
室
・
広
島

宝
町
教
室
の
十
教
室

を
開
校
し
て
い
る
。

来
年
度
は
東
京
で
も

開
校
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
て
、
現
在

一
〇
〇
点
満
点
の
国
語
の
テ
ス
ト
を

見
せ
て
く
れ
た
（
写
真
左
）。「
人
生

で
初
め
て
国
語
で
一
〇
〇
点
を
取
っ

た
」
と
報
告
を
し
て
く
れ
た
。

４ 

個
別
自
立
学
習

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ 

Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
に
は
、
ほ

か
の
塾
か
ら
転
入
し
て
く
る
お
子
さ

ん
も
た
く
さ
ん
い
る
。
そ
の
理
由
は

「
先
生
が
教
え
て
く
れ
な
い
」「
内
容

に
満
足
で
き
な
い
」
な
ど
だ
。
Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ｓ 

Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
で
は
、
最
初
は
ほ

と
ん
ど
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
、
先
生
と

一
緒
に
学
習
を
す
る
。
名
前
の
書
き

方
、
日
に
ち
の
書
き
方
、
問
題
の
読

み
方
、
答
え
の
書
き
方
、
学
習
す
る

手
順
、
学
習
す
る
テ
ン
ポ
。
そ
し
て
、

現
段
階
で
何
が
で
き
て
い
な
い
の
か
、

ど
う
や
れ
ば
で
き
る
よ
う
に
な
る
の

ス
」「
算
数
エ
ー
ス
」「
国
語
エ
ー
ス
」

「
漢
字
エ
ー
ス
」「
計
算
エ
ー
ス
」
が

あ
る
。
さ
ら
に
、
自
立
学
習
で
き
る

オ
リ
ジ
ナ
ル
教
具
も
数
多
く
準
備
し

て
い
る
。

３ 

学
び
方
を
身
に
付
け
る

　

入
会
し
た
当
初
は
、
子
供
の
学
力

定
着
度
に
合
わ
せ
て
ス
タ
ー
ト
す
る
。

最
初
は
学
年
よ
り
前
の
内
容
か
ら
復

習
を
す
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、

学
び
方
を
し
っ
か
り
身
に
付
け
た
子

供
た
ち
は
、「
問
題
を
解
く
ぞ
」
と

い
う
や
る
気
と
、「
楽
し
い
な
、
勉

強
が
分
か
る
ぞ
」
と
い
う
喜
び
と
と

も
に
、
学
力
を
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
ば
し
て

い
く
。

な
ど
を
相
談
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い

状
況
で
運
営
で
き
る
よ
う
に
、
本
部

で
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

　

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
第
二
号
の
福
岡

み
や
ま
教
室
（
左
の
写
真
）
は
、
下

川
善
史
氏
が
退
職
さ
れ
、
二
〇
一
七

年
に
開
校
し
た
。
自
宅
の
一
室
が
教

　

現
在
小
学
五
年
生
で
、
下
関
は
や

ま
ス
ク
ー
ル
で
三
年
間
学
習
し
た
Ｍ

君
は
、
十
月
か
ら
六
年
生
内
容
の
学

習
に
進
ん
で
い
る
。
入
会
し
た
二
年

生
の
と
き
に
は
、
学
校
の
授
業
に
付

い
て
い
け
ず
、
ス
ク
ー
ル
へ
も
泣
き

な
が
ら
、
母
親
と
一
緒
に
来
て
い
た

子
供
だ
。

　

小
学
三
年
生
の
二
学
期
に
入
会
し

た
Ｎ
ち
ゃ
ん
は
、
国
語
に
対
す
る
拒

絶
反
応
が
す
ご
か
っ
た
。
初
回
面
談

時
に
診
断
テ
ス
ト
を
し
よ
う
に
も
、

問
題
に
向
か
う
こ
と
も
嫌
が
り
、
一

問
も
手
を
付
け
な
か
っ
た
。

　

漢
字
は
二
年
生
の
最
初
か
ら
復
習

す
る
こ
と
で
ス
タ
ー
ト
。
国
語
の
テ

キ
ス
ト
も
二
年
生
レ
ベ
ル
か
ら
や
り

直
し
た
。「
自
分
は
で
き
な
い
」
と

い
う
思
い
込
み
が
激
し
か
っ
た
の
で
、

最
初
の
頃
は
と
に
か
く
褒
め
て
褒
め

て
褒
め
ま
く
り
、
一
緒
に
問
題
を
解

い
た
。「
一
〇
〇
点
」
を
大
き
く
書

き
、
花
丸
を
何
回
も
付
け
た
。
こ
れ

を
繰
り
返
し
て
半
年
後
の
四
年
生
の

一
学
期
。
学
校
か
ら
の
帰
り
に
や
っ

て
来
た
教
室
で
、
満
面
の
笑
み
で
、

室
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
は
口
コ
ミ

で
生
徒
数
が
増
え
続
け
て
い
る
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ 

Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ 

Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ

ｏ
ｌ
は
、
基
本
的
に
は
、
週
二
回
、

都
合
の
よ
い
曜
日
と
時
間
で
教
室
を

開
く
こ
と
が
で
き
る
。
塾
経
営
は
未

経
験
で
も
、
テ
キ
ス
ト
や
教
具
が
そ

ろ
っ
て
い
る
の
で
、
何
を
し
た
ら
よ

い
か
困
る
こ
と
は
な
い
。

　

自
分
で
ス
ク
ー
ル
を
運
営
し
、
子

供
た
ち
の
学
力
を
伸
ば
す
こ
と
に
興

味
の
あ
る
先
生
方
、
ぜ
ひ
お
問
合
せ

い
た
だ
き
た
い
。
一
緒
に
や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

〈
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ 

Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ 

Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ

ｏ
ｌ
お
問
合
せ
〉

https://w
w

w
.tosskids.com

準
備
中
だ
。

２ 

オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
キ
ス
ト

　

幼
児
か
ら
中
学
生
ま
で
の
子
供
た

ち
が
、
都
合
の
よ
い
時
間
帯
に
教
室

に
や
っ
て
来
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習

に
集
中
し
て
取
り
組
む
。
テ
キ
ス
ト

は
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ 
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
「
わ
く
わ
く
キ
ッ
ズ
」「
ぴ
か

ぴ
か
キ
ッ
ズ
」「
ひ
ら
が
な
・
カ
タ

カ
ナ
エ
ー
ス
」「
か
ず
・
す
う
じ
エ
ー

か
を
導
い
て
い
く
。「
子
供
が
自
立

し
て
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
ま
で
、
し
っ
か
り
フ
ォ
ロ
ー

す
る
こ
と
」
を
大
切
に
し
て
い
る
。

一
か
月
く
ら
い
し
て
学
習
の
手
順
や

テ
ン
ポ
が
分
か
っ
て
く
る
と
、
自
然

と
自
分
で
学
習
を
始
め
る
よ
う
に
な

る
。
そ
う
す
る
と
し
め
た
も
の
で
、

先
生
は
見
守
り
な
が
ら
、
必
要
な
と

こ
ろ
だ
け
を
ア
シ
ス
ト
で
き
、
ほ
か

の
生
徒
の
学
習
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
う
し
て
異
学
年
の

学
習
で
も
、
た
く
さ
ん
の
生
徒
が
そ

れ
ぞ
れ
の
学
習
に
集
中
す
る
ス
ク
ー

ル
が
実
現
す
る
。

５ 

ス
ク
ー
ル
を
開
く
に
は

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ 

Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ 

Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ

ｏ
ｌ
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
先
生
方
が
退

職
後
に
教
室
を
開
く
場
合
と
、
教
員

免
許
を
持
っ
て
い
て
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ 

Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
の
規
定
の
研
修
を
受
け
、

資
格
試
験
に
合
格
し
て
開
く
場
合
の

二
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
（
右
下
の

写
真
の
広
島
宝
町
教
室
は
後
者
）。

　

教
室
の
ス
タ
イ
ル
は
様
々
で
、
開

校
す
る
先
生
の
要
望
や
そ
の
地
域
性

全
国
で
展
開
す
る
自
立
学
習
教
室

「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ 

Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ 

Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
」

幼
児
か
ら
中
学
生
ま
で
「
学
び
方
を
身
に
付
け
、
学
力
が
伸
び
る
」。稲い

な

田だ 

好よ
し

子こ

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ 

Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ 

本
部

テキスト学習を終え、「マグ
ネットひらがな表」でひらが
なを学習する３歳の子供。

写真はＭ君の学習済のエース教材。
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ラグビーからオリンピックへ
子供がこんなに伸びた「ラグビー」の指導法特集

『教育トークライン』2月号
予告　1月15日発行

西阪昇　　向山行雄　谷和樹　　根津盛吾
平山靖　　溝端達也　宮森裕太　水川勝利
小松和重　橋本信介　河田孝文　林健広

教育トークライン：第517号
編集人：向山洋一
編集：谷和樹（編集長）、戸村隆之（副編集長）、手塚美和、
　　　橋本信介、久野歩、小嶋悠紀、長谷川博之、
　　　板倉弘幸（校正）、田村純子（編集実務）
発行人：向山洋一
発行所：東京教育技術研究所、TOSS
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電話 ：03-3787-6564　
FAX ：03-5702-2384
印刷所：株式会社光陽メディア
DTP・編集：株式会社プラウ21

サークル紹介動画大成功の
絵画工作授業（本誌６・7ページ） ５

※デジタル・トークラインは３か月限定公開です！　

今月のデジタル・トークライン
今月の
向山洋一教育語録１ お悩み解決！

谷編集長の５min. アンサー２ TOSS教師に聞く！
Ｑ＆Ａ 「授業理論①」３

４

（動画） （動画）

※アクセス方法は表紙裏を
　ご覧ください。

本誌の PDF データのダウンロードができ
ます！ スマートフォン・タブレット・PC
でいつでもどこでも読むことができます。

トークライン
本誌 PDF データ７本誌掲載論文の

関連カラー画像６
※このマークのあるページは、
　デジタル・トークラインに
　連動コンテンツがあります！

ID：TL1　パスワード： khjga0

衝撃が走った伝説の「立ち会い授業」

像
は、
に
す！

編
集
後
記  

▼
新
年
恒
例
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
最
大
の
合
宿
、
掛
川

合
宿
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
合
宿
で
は

若
手
教
師
の
授
業
対
決
講
座
が
あ
り
ま
す
。

本
特
集
で
も
扱
わ
れ
て
い
る
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業

技
量
検
定
や
各
地
の
サ
ー
ク
ル
で
、
メ
キ
メ

キ
と
授
業
力
を
向
上
さ
せ
て
い
る
教
師
た
ち

の
授
業
対
決
で
す
。
ぜ
ひ
、
合
宿
に
参
加
し
、

若
手
教
師
の
技
量
ア
ッ
プ
を
体
感
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。（
戸
村
）

▼
新
学
習
指
導
要
領
実
施
に
伴
い
、
通
知
表

の
書
式
が
大
幅
に
変
更
さ
れ
ま
す
。
各
校
で

行
わ
れ
て
い
る
通
知
表
の
各
項
目
の
検
討
は
、

最
終
段
階
に
入
っ
た
頃
か
と
思
い
ま
す
。
今

後
も
『
教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
』
誌
で
は
、
新

学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
た
授
業
群
の
提
案

と
と
も
に
全
国
で
展
開
さ
れ
て
い
る
工
夫
さ

れ
た
学
校
改
革
の
取
組
も
紙
面
上
で
公
開
し

て
い
く
予
定
で
す
。（
橋
本
）

▼
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
の
登
場
は
日
本

の
教
育
界
に
お
け
る
革
命
の
一
つ
で
す
。
教

師
の
授
業
技
量
の
向
上
を
明
確
な
「
ラ
イ
セ

ン
ス
」
と
し
て
示
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で 

は
、
授
業
の
や
り
方
を
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
さ

れ
た
ラ
イ
セ
ン
ス
」
と
し
て
身
に
付
け
て
い

く
先
生
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
曖
昧
な
上
達
論

で
は
、
授
業
は
う
ま
く
な
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ

多
く
の
先
生
方
に
挑
戦
し
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。（
小
嶋
）
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新
し
い
「
あ
か
ね
こ
」
に

　
　バ
ト
ン
タ
ッ
チ
！

2020年
新しいスタートを

新しい“あかねこ”で

＊TOSSランドの
殿堂入りコンテンツ
もこのパスワードで
ご覧いただけます。

今月のトークラインID・パスワード

k h j g a 0
（ケー・エイチ・ジェイ・ジー・エー・ぜろ）

※有効期間：
　2019年12月15日～ 2020年3月14日ID：TL1ID・パスワードなしで見られるお試しページを開設

しました。周囲の方に、ぜひ、ご紹介ください‼

ダウンロードコンテンツも満載！

お試し版もはじめました！

そのほかの内容は p.80 をご覧ください。

谷編集長の濃厚すぎる 5分間
今月は「衝撃が走った伝説の
『立ち会い授業』」

今、ここでしか
見られない動画！

トップページの下
にあるこのバナー
をクリック！

本誌PDFデータも
ダウンロードできます！

36ページの連動企画
では、そのまま使え
る資料をダウンロー
ドできます！

か月の
期間限定公開！
今すぐアクセス！

購読者限定
WEBサービス デジタルトークライン 検索

http://talkline.tos-land.net

とてつもなく大好評！
TOSS教師Q&Aは、伴一孝氏の
「授業理論①」

3

デジタ
ル・トークライン

＜アクセス方法＞
PC・スマホでサイトにアクセス !
トップページのログインを
クリックし、IDとパスワードを
入力してください。
※TOSS-SNSに入会されている方は、
　 SNSからアクセスできます。

五色百人一首
読み上げCD
　3,000円（税込）
１回のご注文につき「五色百人
一首下敷き」をプレゼント！
パスワード：bh3q9q

今月のご紹介教材

⇒ 詳しくは34ページをお読みください。

五色百人一首
　スタートキット　2,000円（税込）
　取り札　　　　　1,000円（税込）
　読み札　　　　　1,000円（税込）
１回のご注文につき「五色百人一首きん
ちゃく袋」をプレゼント！
パスワード：ebmxi2

TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp/
★掲載商品のタイアップ期間は2019年12月15日～2020年3月14日
※パスワードを入力して、３か月間お得に購入できます。

『
教
育

ト
ー
ク
ラ
イ
ン
』

東
京
教
育

技
術
研
究
所 タイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップ企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画

２月号
で紹介！

お申込み先

＆

３月号
で紹介！語呂合わせで、完全マス

ター！　五色百人一首
　４巻セット　7,040円（税込）
　各巻　　　　1,760円（税込）
１回のご注文につき「五色百人一首
シール（非売品）」をプレゼント！
パスワード：mmj429

TalkLine01H2-3_入稿.indd   1 19/12/04   12:29
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すべての子供の学力を保障する

教育

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

東京教育技術研究所

令和元年12月15日発行（毎月1回15日発行）第517号

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

小学1年　算数 「どんなしきになるかな」 手塚美和
小学2年　算数 「はこの形」 谷　和樹
小学3年　算数 「2桁×2桁の筆算」 河田孝文
小学4年　算数 「小数点の移動」 鈴木恭子
小学5年　算数 「立体の性質」 松崎　力
小学6年　算数 「速さ」 木村重夫

小学1年　算数 「どんなしきになるかな」 手塚美和
小学2年　算数 「はこの形」 谷　和樹
小学3年　算数 「2桁×2桁の筆算」 河田孝文
小学4年　算数 「小数点の移動」 鈴木恭子
小学5年　算数 「立体の性質」 松崎　力
小学6年　算数 「速さ」 木村重夫

中学校の授業実践
理科「自由度を高めた『電池』実験」
保健体育「誰もが打つ、走る、
　　　　  ソフトボールの授業」

中学校の授業実践
理科「自由度を高めた『電池』実験」
保健体育「誰もが打つ、走る、
　　　　  ソフトボールの授業」

特集 今年こそ、もっと
良い先生になりたい
今年こそ、もっと
良い先生になりたい

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 安原昭博
プロが教える“教室でできる不登校支援”…… 小柳憲司
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 安原昭博
プロが教える“教室でできる不登校支援”…… 小柳憲司
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目で分かる
板書術・ノート術
カラーで登場！
酒井式絵画指導

教師の技量は学ばなければ伸びない
学び、挑戦することで、良い教師への道が開ける‼

―指導力を確実に伸ばす TOSSの教師修業システム――指導力を確実に伸ばす TOSSの教師修業システム―

4・８・１月号限定
TOSS 授業技量検定 高段者の国算授業

永久
保存版！




